
[image: ]


[image: ]






[image: ]





[image: ]




ぼくと彼女に降る夜


フェイクマスター～虚夢を語る者





八街　歩















[image: ]





富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　深崎暮人
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　あとがき







　プロローグ　起こり得うる呪じゆ詛そ







　目の前に魔ま乖かい術じゆつ師しがいた。敵てきである。彼は何が楽しいのか、嬉うれしそうに顔をゆがめ、のどに絡からみつくような含ふくみ笑いをもらした。


「クックック……では、ここで問題です。夢ゆめと現げん実じつの境きよう界かいはどこにあるのでしょう？」


　その質しつ問もんに答えることなく、ナイトは敵を見つめていた。相手はそれを気にすることなく、実に楽しげに続けた。


「夢とはいつか覚めるものです。そこが二つの違ちがい、といえばその通りでしょう。では、そこでもう一度質問です。もしもこの世に覚めない夢というものがあったら、それは現実と呼よんで差し支つかえがないのでしょうか？」


「…………」


　ナイトはやはり答えようとはしなかった。


「つまるところ、夢と現実を区別することはできないのですよ。今ここにある世界がどれだけ確たしかなものだといえるのですか？　人間が感じる現実という世界など、些さ細さいなきっかけで崩ほう壊かいしてしまいます。一匙さじの毒、一本のナイフ、一発の銃じゆう弾だんがあれば、それだけで人生は終わりです。目覚めれば消える夢の世界と同様、もろさという点では大差ないのですよ」


「…………」


「いえ、言ってしまえば、現実世界とは覚めない夢のことなのですよ」


「……それで、言いたいことはそれだけか？」


　ナイトが淡たん々たんと告げた。


「たしかに現実なんて儚はかないものだ。そんな世界で生きている俺おれたちだって、弱い生き物でしかない。でも、それが何だって言うんだ？　たとえどれだけ現実がつらくて、自分が弱かったとしても、俺たちが明日に向かって全力で生きていくということに変わりはない」


「クックックック……あなたは幸せですね。知っていますか？　幸せとは、絶ぜつ望ぼうを知らないことなのですよ。無知とは人にとって救いなのです」


「絶望なら知っているさ、俺の人生は挫ざ折せつだらけだ。絶望の上を転げまわって、ようやく今の俺がいるのさ」


「クックックック……あなたの知る絶望など、所しよ詮せんはたかが知れています。本当の絶望を知ったものが、あなたのようにまっすぐでいられるはずがない」


　そこで相手はこれまでで一番嬉しそうに笑えみを深めた。


「でも、安心しなさい。あなたはこれから大いなる絶望を味わうのですから。あなたはそれに耐たえられますかね～、クックックックック……」


　敵は心底嬉しそうに、陰いん湿しつで歪ゆがんだ笑みを浮うかべた。


「さぁ、もう一度問いましょう。あなたがいるこの世界は、夢ですか、現実ですか？」






　第一章　穏おだやかな幕まく間あい







　清すが夢む騎ない人とは平へい凡ぼんな高校一年生である。


　ごく平へい均きん的な学校である市内の高校に通かよい、そこで可かもなく不可もなくというにふさわしい成せい績せきを収おさめている。日にち常じよう生活もごく平均的な高校生のものである。変わった点といえば、マンガの主人公のように珍めずらしい名前くらいだろう。


　そう、清夢騎人は月つき並なみな高校生だ。いや、正せい確かくには、月並みな高校生だった、というべきだろう。


　だが今は違ちがう。数週間前に巻まき込こまれたとある事じ件けんにより、彼の生活は一いつ変ぺんした。彼は社会の裏うら側がわにある陰かげの世界――魔ま乖かい術じゆつ師したちの世界に踏ふみ込んでしまったのだ。それにより、彼の日常にも変化が訪おとずれた。





　まず、彼の朝は早い。朝の起き床しよう時間は午前四時。夏に向かっている時期とはいえ、この時間はまだ暗い。新聞すら届とどいていないような時間だ。元々早起きする性質たちだったが、魔乖術師として目覚めてからはさらに早く起きるようになった。


　起床と共にすぐさま身み支じ度たくを整え、朝のロードワークに出かける。すでに何年も運動らしい運動をしていないので、体力低下が激はげしいと自分でも感じているのである。昔の感覚を少しでも取り戻もどすため、こうして毎日基き礎そトレーニングを繰くり返しているのである。


「……まったく、我われながらよくやるな」


　ナイトの人生のモットーは、平々凡々、人並みな生活をおくるという点に集約していたはずである。それが何の因いん果がか非ひ日常の世界に巻き込まれてしまうとは……運命などというものを信じているわけではないが、ままならない自分の境きよう遇ぐうに愚ぐ痴ちくらいはこぼしたくなってもしかたがあるまい。


　と、あまり言っても始まらない。余よ計けいな雑ざつ念ねんを振ふり払はらうようにナイトはペースを上げた。無む駄だなことを考える暇ひまがないくらい、自分の肉体を酷こく使しすることにした。なにも考える必要がないくらい、頭が真っ白になるまで、ひたすら速く、速く、前へ、前へと駆かけてゆく……


　――結果、街を一周して再ふたたび自宅前へ戻もどってきたときには、ナイトの体力は限げん界かいに達していた。息も絶たえ絶だえといった様子で崩くずれ落ちたナイトは、そのまま大の字になって路上に転がった。


「ハァ、ハァ、さ、さすがに疲つかれた……」


「なにやってるの、ナイト？　いつからアスファルトがあなたのベッドになったのかしら？」


　皮肉げな声とともにナイトの頭上からこちらをのぞきこむ端たん整せいな顔があった。長い、輝かがやくような金きん髪ぱつが真下へ垂たれ下がっている。髪かみの間からはシミ一つない白はく皙せきがのぞき、その顔立ちは驚おどろくほど整っていた。


　金髪碧へき眼がん、いかにも外国人然とした容よう貌ぼうのこの少女、名をヨルミルミ・シュトレンベルグという。目下のところナイトの家の居い候そうろうであり、そして魔ま宴えんを勝ち進むためのナイトのパートナーでもあった。


「あ、あぁ、ヨルか……悪い、少し、待って、くれ……」


「ムリして喋しやべらなくてもいいわよ。少し落ち着きなさい。水でも飲む？」


　喋る気力もないままナイトが頷うなずくと、ヨルが水の入ったコップを片かた手てに戻ってきた。ナイトはそれをやはり無言のまま受け取り、一息に飲み干ほした。


「あなたも物好きよね、よくも飽あきずに毎日そんなことをするわね」


「基礎体力をつけるためだ。だいぶ体がなまっているからな、少しでも早く昔の感覚を取り戻さないとな」




[image: ]


「だからってそんなになるまで……どこまで走ってきたのよ？」


「街外はずれの高台まで往おう復ふくを」


　それを聞いてヨルは片かた眉まゆを吊つり上げた。


「ちょっと、あなた正気？　あの高台までって、確たしか片道五キロはあるはずよ？」


「そうだな」


「往復十キロを三十分で走ったの？　それはフラフラになるわよ」


「いやぁ、さすがに少し、苦しかった」


　高校生でそれだけの速さならば全国大会レベルだ。


「バカなことやらないでよね、ナイト。あなたがなにをしようと勝かつ手てだけど、それで体を壊こわしたら元も子もないんだからね」


　腰こしに手を当てたヨルは戒いましめるような口く調ちようでそう言った。ナイトは額ひたいをかきながら答える。


「大だい丈じよう夫ぶだ、そこまでムチャはしていない」


「路上でひっくり返ってロクに立ち上がれない状じよう態たいの、どこがムチャじゃないっていうのかしら？」


「少し休めば、回かい復ふくする」


「そうやってムチャしていると、オーバーワークでかえって体力が落ちるわよ」


「それくらい計算はしている」


　ヨルはいかにも呆あきれた、と言った様子で首を振った。


「まったく、毎朝よく飽きもせずにやるわよね。脳のうみそまで筋きん肉にくにする気？」


　その言葉には、ナイトも少し腹はらが立った、そもそもこうして少しでも昔の感覚を取り戻そうとしているのは、ヨルのためでもあるのだ。なのにこのような言われかたは心外だった。


「あいにく、俺おれの『先生マイステリン』の教えでね。魔ま乖かい咒じゆを使いこなす上で重要なのは基礎体力だってね。体は鍛きたえておいて損そんはない」


　と、そのナイトの言葉にヨルはますます苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔になった。


「いかにも、力ちから押おししか能のうのない『滅』の魔乖術師ヘルブストらしい考え方ね。洗せん練れんさのカケラもない野や蛮ばんなやり方だわ」


　魔ま乖かい術じゆつ師しの指し導どう者しや的存そん在ざいである〈八や祖その禍まが家や〉。その一つ、『闇ヤミ』のシュトレンベルグに所しよ属ぞくするヨルは、当然ながら他の八祖を敵てき視ししている。無む論ろん、ナイトにとっての『先生マイステリン』である『滅メツ』のこともあまり快こころよく思っていない。


　だが自分の師を悪あし様ざまに言われてはナイトとしても面おも白しろくなかった。だからつい言い返してしまう。


「そうかい。だが、その野蛮な『滅』を相手に手も足も出ないまま追い込まれたのはどこのどなたの『闇』さんだったかな？」


　痛いたいところを指し摘てきされ、ヨルは口ごもった。


「なっ……そんな、わたしの実力はあんなものじゃないわ。わたしだって本気を出せば……」


「あぁ、そうだな、確かに君の実力はあんなもんじゃないだろう。君が本気を出せば、せめて手も足も出るくらいにはなるのかな？」


　と、さすがに今のは言いすぎた。売り言葉に買い言葉でつい口から出てしまったが、後こう悔かいしてももう遅おそい。案の定じよう、ヨルの眉が危き険けんな角度にまで吊つりあがっていた。


「もういいわよ、勝手にしなさい！　基礎体力がそんなに大切だって言うなら、相撲取りズモー・リンガーでもめざせば！」


　そう言い捨すて、ヨルは足音荒あらく家の中に入り、乱らん暴ぼうに扉とびらを閉しめた。ナイトはしまった、という顔で立ち上がった。


「マズッたな……あんなこと言うつもりじゃなかったのに……」


　最近どうもヨルとの折り合いが悪い。今後のことを考えればヨルとは信しん頼らいを深めねばならないというのに……


　ナイトは色んな意味で重い足取りのまま家に入り、浴室へ直行。熱いシャワーを頭から浴あびて物思いにふけった。





　そもそも今の特とく異いな状じよう況きようの発ほつ端たんとなったのは、〈絢けん爛らんなる魔ま宴えん〉と呼ばれる戦たたかいだ。


　異界から力を引き出し、異能の力を発はつ揮きする魔ま乖かい咒じゆ、それを使う魔ま乖かい術じゆつ師し。その魔乖術師たちを束たばねるのが〈八祖の禍家〉と呼よばれる八つの系けい統とうの頂ちよう点てんに位置する魔乖術師たちである。


　八祖と呼ばれる八つの家は昔から折り合いが悪く、常つねに争あらそってきた。だが争いを続ける不毛さに気付いたとある時代の八祖が考え出したのが〈絢爛なる魔宴〉だ。


　八つの家を代表する八人の魔乖術師を選び出し、彼等らが互たがいに死し闘とうを繰くり広げるバトルロイヤル、それが〈絢爛なる魔宴〉だ。そしてその勝者を擁ようする家こそが他の八祖を従したがえることができるのである。


　ヨルは八祖の一つ、『闇ヤミ』のシュトレンベルグ家の代表である。そして数週間前、やはり八祖の一つである『滅メツ』の代表と死闘を繰り広げ、辛からくもそれを倒たおすことができたのだった。


　その戦いにナイトも巻まき込まれ、なし崩くずし的に協力するようになったが、現げん在ざいの状況はナイトにとってままならないものであった。


　ナイトはヨルを助け、ヨルを魔宴で勝たせると約やく束そくした。その約束した気持ちに偽いつわりはないし、今でもヨルには勝って欲ほしいと思っている。


　だがこの前戦った『滅』の代表――『最強』とも謳うたわれた魔乖術師こそ、ナイトが『先生マイステリン』と呼び慕したう恩おん師しであったという事実が、今の二人の関係を微び妙みようなものとしているのであった。


「まったく、どうしたものかな、本当に」


　濡ぬれた体をタオルでふきナイトは呟つぶやいた。ナイトが今ヨルに協力しているのは、ある目的のためである。


　ヨルの扱あつかう『闇』の魔乖咒は八つの系統の中で最も回かい復ふく、蘇そ生せいに優すぐれた魔乖咒だ。『闇』を窮きわめれば死者すらも蘇よみがえらせることができるという。


　そう、死んだ『先生』を生き返らせるには、ヨルに今以上の実力をつけてもらわねばならないのだ。そのためにも、ヨルには魔宴を勝ち進んでもらわねばならない。


　だが当然のことながら、ナイトのその本心をヨルは知らない、いや、知らないはずだ。ただ、薄うす々うすはヨルも感づいてはいるだろう。ヨルはカンの鋭するどい娘こだ。隠かくしていてもいつかはバレる。


　それがわかった時、ヨルとナイトは今まで通りの関係を続けられるのだろうか？　そもそも今現在だって二人の関係は微妙だ。こんなことで魔宴を勝ち残れるのか――ナイトはかなり不安だった。


　だからこそ日々の鍛たん錬れんにいそしんでいたというのに、ヨルときたら……


「ヨル、いるか？」


　メガネをかけ、学校の制せい服ふくに身を包つつんだナイトはリビングに続く扉を開けた。すると中から食しよく欲よくをそそる匂においが漂ただよってきた。見れば、テーブルの上には湯ゆ気げの立つ朝食の用意が整っている。


「……テーブルが片かた付づかないから、早く食べてくれない？」


　心持ち不ふ機き嫌げんそうにヨルが告げてきた。彼女はすでにテーブルの一方に座すわっている。ただ目の前の朝食が手付かずなところを見ると、ナイトが来るのを待っていてくれたようだ。


「あぁ、待っててくれたのか、ありがとう」


「別に、待ってないわ。少し準じゆん備びに手間取っただけよ」


　そっけない口調でヨルは答えるが、ナイトは知っていた。ヨルはこう見えて、家事全ぜん般ぱんが得意だ。その彼女が準備に時間がかかるというのも奇き妙みような話である。そのあたりに、ヨルの複ふく雑ざつな内心が表あらわれているのだな、とナイトは理り解かいした。


　つまり、謝あやまるなら今が絶ぜつ好こうのチャンス、というわけである。


「なぁ、ヨル？」


「なによ」


「さっきは悪かったよ、少し言いすぎた。謝るから、機嫌を直してくれないか？」


「……別に、わたしは怒おこってないわ。謝ることなんてないわ」


　ツン、とした表ひよう情じようでそっぽを向くヨル。あいかわらず素す直なおでない娘だ。ナイトは額ひたいをかきながら続けた。


「なんて言うかさ、俺おれたちの間で少し考え方の違ちがい、みたいなものがあるんだな。そのせいで少し食い違いがあったみたいだけど、俺たちは一いち応おう、魔宴を戦っていく仲間だろう？　今みたいに仲たがいしたままだとダメだと思うんだ」


「あ、そ」


　ヨルはチラリ、とナイトの顔を一度だけ見つめた。


「つまりあなたは、わたしたちは仲間なんだから、さっさと仲直りしようって言いたいの？」


「まぁ、そうだな。でもそれだけじゃないさ。魔乖咒に関して言えば、君のほうが俺の何倍も詳しい。さっきはその君の意見をないがしろにするようなことを言ってすまなかったな、謝るよ」


　ここがポイントだ。なにかとプライドの高いヨルの機嫌を取りなすには、相手をたてる発言をしたほうがいいということをナイトは経けい験けん上知っていた。そして今回の場合もこれが正せい解かいだった。


「ん、まぁ別にわたしだって怒っているわけじゃないから、あなたがそこまで言うなら許ゆるしてあげるのもやぶさかではないわ」


　鷹おう揚ように言うヨル。どうやら機嫌はだいぶ直ったようだ――にしても、あいかわらず難むずかしい日本語を使う外国人である。


「さぁ、いつまでも話していたら料理が冷めるわ。早く食べましょう」


「あぁ、そうだな、食べようか」


　ということで朝食が始まった。日々の食事はヨルが作ってくれている。ナイトとしてはそこまでさせるつもりはなかったのだが、ヨルが自分からやると言って聞かないので任まかせることにしたのだ。


　食事のメニューはナイトの好このみに合わせてか、和食であることが多かった。今朝のメニューも、鮭さけの切り身、里さと芋いもの煮に物もの、納なつ豆とう、味み噌そ汁しるといった、日本の定番の朝食といった趣おもむきのものであった。


　ヨルの料理の腕うでは実じつ際さいなかなかのもので、どれもそつなく、飽あきのこない味でまとめられていた。


「お、今日の味噌汁うまいな」


「そう？」


「うん、美味うまい。この味ならどこに出しても恥はずかしくないぞ、ヨル」


　そう言うと、ヨルは少しだけ誇ほこらしげに鼻を動かした。


「まぁね、魔ま乖かい術じゆつ師しであるわたしの技ぎ量りようをもってすれば、こんな味噌汁ミゾ・ズツペを作るくらい赤子の手をへし折るようなものだわ」


　いや、へし折っちゃマズイだろ、それは！　それに関係ないから、味噌汁作るのに魔ま乖かい咒じゆ関係ないから――ナイトは内心イロイロと突つっ込こみたかったが、黙だまって味噌汁をすするにとどめた。ヨルを相手にヘタにツッコミを入れれば、十倍になってはねかえってくるということはすでに何度も経験済ずみだ。せっかく仲直りした矢先、揉もめ事をまた起こす必要はない。ナイトは大人の良りよう識しきを保たもちながら朝食を続けた。


　しかし、毎朝こういったメニューを作るというのはなにかと手間がかかるはずだ。それもナイトに合わせて和食のメニューばかり。実際のところはっきり口には出さないが、ナイトはヨルに深く感かん謝しやしているのだった。ただ、感謝はしているのだが……


「なぁ、ヨル、一ついいか？」


「なに？」


「なんでこのメニューで、主食が相変わらずパンなんだ？」


　そう、和食が並ならんでいながら、白はく米まいの姿すがたはどこにもなかった。変わって皿さらに載せられているのはパンである。ヨルは平然と答えた。


「前も言ったでしょ？　わたし、朝はパンを食べないと元気が出ないのよ」


　だからと言って、この組み合わせは何とかならないのか。味噌汁や焼き鮭と一いつ緒しよにパンを食べるのはどうも……


「朝はやっぱりカイザーゼンメルよね」


　ヨルが用意したパンは手の平くらいの大きさの丸いパンだ。ナイトにはあまりなじみのないパンだが、ヨルにとっては故こ郷きようの味なのだろう。


　美味そうにパンを食べる少女を尻しり目めに、ナイトは首を振ふりながらパンに手を伸のばした。さっくりとした食感のパンは確たしかに美味い。感じとしては、軽めのフランスパンみたいなものだろうか。中はまだほのかに温あたたかく、香こうばしい香かおりが鼻をくすぐってくれる。


　ナイトはパンと共にオカズへハシを伸ばした。実際に食べて見ると、鮭の切り身とパンの組み合わせは悪くないような気がした。塩気けの利きいた鮭とパンのバランスがちょうどいい。


　だが――ナイトは目の前のヨルを見た。半分に切ったパンの間に粘ねばつく納なつ豆とうを挟はさんで美味そうに咀そ嚼しやくしている。黙っていれば文もん句くのつけようもないほどの美少女が、今は口とパンの間に白い糸を橋はし渡わたししている。妖よう精せいのように幻げん想そうめいた美び貌ぼうも一発で粉こな々ごなになるような光景だった。


「……納豆を食べられる外国人ってのも少ないだろうが、これはまたシュールだな」


「なによ？　美味おいしいわよ。あなたも食べたら？」


「あぁ」


　勧すすめられるまま、ナイトは納豆に手を伸ばした――とりあえず、ヨルの前歯にネギが張はり付いているよ、と指し摘てきするのはもう少し後にしたほうがいいだろう。色んな意味で面めん倒どうなことになりそうだったからだ。


　さすがにヨルのマネをする気にはなれず、ナイトは練った納豆だけをかきこみ、パンとは別々に食べた。たぶん、これが一番無ぶ難なんな食べ方だ。


「それはそうと、ヨル。このパンどこで買ってきたんだ？　毎朝焼きたてみたいだけど」


「ん？　商店街の端はしのパン屋さんよ。日本人の割わりになかなかいいゼンメルを焼いてくれるわ」


　商店街とナイトの家は割と離はなれている。ヨルは毎朝その距きよ離りを歩いて買ってきてくれているというのか。


「君もマメだな。毎朝あんな遠くまで買い物に行っているのか？」


　ヨルはその言葉に苦く笑しようを漏もらした。


「まさか、そんな面倒なことしないわよ。パン屋の主人マイスターがドイツ贔屓びいきの人ですっごく気があってね、毎朝焼きたてを配達してくれるの」


「サービスがいいな」


　と、納なつ得とくしかけたものの、ナイトはそこであることを思い出した。


「って、君はドイツじゃなくてオーストリアの出身だろ？」


　ヨルはふっと肩かたをすくめた。


「似にたようなものだわ。魔ま乖かい術じゆつ師したるもの、利用できるものはなんでも利用しないとね」


　いや、以前は結けつ構こう二つの差にこだわっていたような気がするのだが……ヨルの合理的というか、利り己こ的な面がかいま見える場面だった。


　ヨルは納豆サンドを食べ終わると、さて、とテーブルに手をおいた。


「ナイト、食べながらでいいから、少しわたしの話を聞いて？」


「ん？」


　改あらたまったヨルの口調に、ナイトは食事の手を止めた。


「なんだ、急に？」


「今朝、わたしたちには意見の食い違ちがいがあったわ。どうもわたしたちはまだ相そう互ご理り解かいが足たりていない気がするの。だから、少し今の状じよう況きようをまとめてみない？」


　無む論ろんそれはナイトとしてもやらねばならないと感じていたことだ。


「あぁ、もちろんだ」


「まず、わたしたちは〈絢けん爛らんなる魔ま宴えん〉を戦っている最中ね。『滅メツ』を倒たおした今、残る敵てきは五人だわ」


　ナイトはそこで違い和わ感を覚えた。


「どうしてだ？　残りは六人じゃないのか」


　ヨルはかぶりを振ふった。


「言ってなかった？　八祖は魔ま乖かい咒じゆの八つの系けい統とうを司つかさどる存そん在ざいよ。だけどそのうちの一つはすでに血ち筋すじが途と絶だえてしまったの。八祖の系統は七つ――『闇ヤミ』『滅メツ』『歪ワイ』『偽ニセ』『異イ』『時トキ』『無ム』よ」


　なるほど、そうだったのか。


「あなたも知っての通り、わたしの使う『闇』は回かい復ふく、蘇そ生せいが得とく意いだわ。そしてあなたの使える『滅』は魔乖咒の中で最も破は壊かい力りよくがある。あなたが前ぜん衛えいで敵の攻こう撃げきを引きつけ、わたしは後衛としてあなたの補ほ助じよ、援えん護ごをしつつ、強力な高位魔乖咒を展てん開かいする。わたしたちの組み合わせはお互いの弱点を補おぎなえるという点で、最高に近いものだわ」


　確たしかにその通りである。ナイトが主おもな攻撃を担たん当とうし、傷きずついてもヨルが即そく座ざに回復してくれるのである。相手が少人数であるならば、まず負けない自信がナイトにはあった。


「『滅』を倒したことで、わたしたちは他の魔宴参加者より一歩先んじていると言ってもいいわ。ただ、そのせいで相手も警けい戒かいして、こちらに近づいてこないかもしれないけどね」


「なら、こっちから攻せめるっていうのはどうだ？」


　ヨルは難むずかしい顔で首を横に振った。


「それは得とく策さくではないわね。基き本ほん的に魔宴では、攻めよりも守りに撤てつしたほうが有利なのよ」


「そうか？」


「えぇ、そもそも魔宴にはあまり細こまかいルールはないわ。どんな手しゆ段だんを使ってもいいから他の参加者を倒し、最後まで勝ち残れば優ゆう勝しようっていうだけの単たん純じゆんなルールよ。まぁ、どんな手段でもいいって言っても、魔ま乖かい術じゆつ師しとしての不ふ文ぶん律りつとかがあるから完全に無む制せい限げんってわけではないわ。例たとえば一いつ般ぱん人じんを巻まき込むような手段は、まっとうな魔乖術師ならば避さけなければならないわ」


「だが、攻撃は最大の防ぼう御ぎよというぞ」


「魔宴参加者というのは、世界最高の魔乖術師たちよ。実力にそこまで大きな差はないわ。そんなもの同士が戦うのよ。自分にとって有利な場所でひたすら相手がくるまで待ち続けた方が、有利に戦えるのは当然でしょ？」


　それはそのとおりである。消極的だが、いい作戦だ。


「でも、『先生マイステリン』は思いっきり攻めてきたぞ？」


「『滅』はそれこそ力ちから押おししかできないからね。というか……『最強』と呼よばれた彼女なら、そんな小こ細ざい工くは必要なかったでしょうね」


　そこでジトリ、とヨルはナイトを見た。


「あいかわらず、あなたは『滅』にご執しゆう着ちやくのようね」


　マズイな、とナイトは内心後こう悔かいした。さっきも『先生』の話題で口こう論ろんになったばかりなのだ。そこでまたこんな話題を振ってしまう自分の迂う闊かつさが呪のろわしい。


「え？　いや……別に執着じゃないさ。ただ、『最強』と呼ばれる魔乖術師を引き合いに出して考えるのは、そんなに悪くはないだろ？」


「『滅』は色んな意味で特別だから、あまり参考にしないほうがいいわよ。それに、死んだ人間にいつまでも引きずられるのはあまりいい傾けい向こうではないわね」


　その言葉はナイトの内心を読み取ったかのようであり、ドキリと胸むねがざわめいた。


「引きずるなんて、そんな……」


　ヨルが蒼そう穹きゆうのように青い目でナイトをまっすぐ見つめてきた。その目を見ていると、自分の内心が見み透すかされるかのような錯さつ覚かくを覚えてしまう。ナイトはその眼まな差ざしが苦手だった、こういった場面では特に。


「……まぁ、別にあなたが誰だれに感かん情じよう移い入にゆうしようと、かまわないけどね」


　と、ヨルが肩かたをすくめる。言葉とは裏うら腹はらに、ぜんぜん納なつ得とくできていない面おも持もちであった。


　かといって、このままこの話題に関して下手へたに言い訳わけをするのもろくな結果にはならないだろう。ここはひとまず、話題を変えてしまおう、とナイトは考えた。


「でもヨル、魔宴参加者全員が守りに入ったら、誰も戦わない結果になるんじゃないか？」


　その言葉にはヨルも食いついてきた。ナイトの言葉を肯こう定ていする。


「そうね。ただ、時間が経たてば参加者は必然的に一箇か所しよに集まってくることになるから、その点はあまり心配いらないわ」


「どうしてだ？」


「魔宴に勝ち残ったものは、最終的に一箇所に集まることになるのよ。詳くわしくはまだ言えないけど、わたしの集めた情じよう報ほうが正しければ、最終決戦の地は一箇所しか存そん在ざいしないわ」


　なにやら含ふくみのある言い方である。どうしてそうなるのかを問いただしたいところではあったが、ヨルが隠かくすのならば何か理由があるはずである。大だい至し急きゆう知らねばならない情報、というわけでもないし、今は気にしなくてもいいだろう、とナイトは納得することにした。なぜ彼女が最初に日本へ来たのかは不思議だったが、その理由もその辺あたりにあるのだろう。


「まぁそういった状じよう況きようなんだから、わたしたちはこのままここで準じゆん備びを整えて相手を待ちましょう。この街全体に広こう域いき結けつ界かいを展てん開かいしているから、他の魔ま乖かい術じゆつ師しが侵しん入にゆうすればすぐにわかるはずよ」


　とりあえず、現げん在ざいの状況ではそうするしかないようだ。それに、うまく話題を『先生』のことから離はなせた。ごまかしただけだが、今はこれくらいがナイトの精せい一いつ杯ぱいだ。


　いずれはそのあたりのこともヨルと話し合わねばならないだろうが、少なくとも今はまだ早い。今はもう少し地じ盤ばんを固めることが先決だ、二重の意味で。


「そうだな、そうするのがいいみたいだ……と、俺おれはそろそろ学校に行くぞ」


　時計を見ればナイトの登校時間になっていたので、ナイトは席を立った。だが、ヨルはそんなナイトを面おも白しろくなさそうに見つめた。


「……今さら言いたくはないけど、できればわたしたちはお互たがい離れたりしないほうがいいわ。それにあなたも、他人と関かかわらないことね。いつ魔ま宴えんに巻まき込こまれるかわからないのよ」


「わかっている。でも他の魔乖術師がこの街に来ればすぐわかるんだろう？　ならいいじゃないか」


「まぁ、そうだけど……」


　ナイトはカバンを持って外へ出ようとして――ふと足を止めた。


「あぁ、一つ聞くけど、他の参加者が今どこにいるのかってことはわからないのか？」


「ん？　一流の魔乖術師なら、魔乖術師の気け配はいを感じ取ることは可か能のうよ。でも、さすがに距きよ離りが離れているとどこにいるかはわからないわね。せめて十キロメートル以内には近づかないと、気配はわからないわ」


「なら、今俺たちがここにいるってことは、他の連中も知らないってことだな？」


「そうね、『滅メツ』が倒たおされたってことはもう知れ渡わたっているかもしれないけど、それがどこだったか、まで知られるのはもう少し時間がかかるでしょうね」


　そういうことならばひとまずは安心か。いや、無む論ろん油ゆ断だんしていいわけではないが、多少気が楽になったのも事実だ。


「それじゃ、行ってくる。大人おとなしくしていてくれよ」


「どーゆー意味よ、それ？　まぁ、いいけど……早めに帰ってきなさい。帰ってきたら用があるからね。いってらっしゃい」


　ヨルの見送りの下もと、ナイトは学校への道を歩き出していった。


　その道すがら、ナイトは大切なことを一つ忘わすれていたことに気がついた。


「……ヨルのやつ、最後まで前歯にネギがついていたな」








　と、ナイトの姿すがたが見えなくなってからヨルは家の中に戻もどった。とりあえず朝食の片かたづけを済すませてしまうことにする。


　だいぶ慣なれた手つきで食器を洗あらっていくヨル。この数週間で、この家にもずいぶん慣れたものだ。遠く離れた異い国こくの地で、こんな所帯じみたことをするとは思いもしなかったな、と感かん慨がい深く思ったりもするヨル。


「……どうも、この国にくると調子が狂くるうわね」


　思えば昔もそうだった。子こ供どものころに来日したときも、色々な事じ件けんがあったものだ。


「まぁ、今は気にしてもしかたないわね」


　片づけを済ませ、ヨルは手を拭ふきながら頷うなずいた。魔宴を待ちの戦法でいく以上、敵てきが動いてくれないことには始まらない。今は下手へたに動かず、敵を迎むかえ撃うつ準備を整えておく時期だ。


「でも……あいつならわたしたちの居い場ば所しよもすでに知っているわね。あの『千セン里リ眼ガン』の持ち主なら……」


　ふと思い出したように呟つぶやき、ヨルは心持ち不安そうに顔を顰しかめた。


「あいつがすぐに動くはずはないと思うけど……一いち応おう用心しておいたほうがいいわね」


　ヨルは表ひよう情じようを引き締しめると、懐ふところから一冊さつの本を取り出した。魔ま道どう書しよである。


「さしあたっての対たい策さくは、厳げん重じゆうにしておかないとね」


　そう呟いてきびすを返したところで、ヨルは気づいた。ちょっと待て、これはもしかして……自分は今まで、とてつもなく重要なことを見落としていたのではないだろうか？　その事実に、遅おそまきながら気づいた。だが、気づくのが遅すぎた、もう手て遅おくれだ。


　半なかば呆ぼう然ぜんと、ヨルは鏡かがみを見ながら呟いた。


「やだ……前歯にネギついてる」








　ナイトが通かよう天てん神じん高校は地方都市赤あか霧ぎり市の北部にある、平へい均きん的な高校である。偏へん差さ値ちが平均的なら、運動部も対外的に目め立だった成せい果かを上げていない、ありふれた学校だ。そしてここに通うナイト自身の高校生活もまたなんの変へん哲てつもない、ありふれたものであった。


　彼が平へい凡ぼんな学生生活に甘あまんじているのはもともとある事件がキッカケであった。目立たず、平へい穏おん無ぶ事じに。それがナイトのモットーであり、それまでの彼はその指し標ひようどおりに生きてきたのである。魔ま乖かい術じゆつ師しとして覚かく醒せいした現げん在ざいでも、その基き本ほん的な方ほう針しんは変わっていない。結局のところ日にち常じよう生活で目立つのは、この国では必ずしもプラスになる要よう素そではないのである。


　そういうわけで、午前中の授じゆ業ぎようはまじめに聞き、ノートもマメにまとめておく。ガリ勉というワケではないが、下手にサボって劣れつ等とう生せいとして目をつけられるのがイヤだからだ。


　授業はそれなりにまじめに聞き、問題を当てられたときはまじめに答える。あまりスラスラ答えるのも目立つので、時折間ま違ちがえたりするという小こ芝しば居いまで混まぜ込んでいる。


　くだらない、実に退たい屈くつな日常だ。だが、その日常と言うものが実は誰だれもが享きよう受じゆできるものではないということを、裏うらの世界に足を踏ふみいれてしまったナイトはよく知っていた。世の中には明日の日を見ることができるかという不安におびえて毎日を過すごさねばならない人間もたくさんいる。その点、退屈な日常を生きることのできるナイトは、恵めぐまれた立場にいるのである。


　午前の授業を普ふ通つうに過ごし、昼休きゆう憩けい。ナイトはヨルが用意してくれた弁べん当とうを取り出した。


「ナイト、メシにしようぜ、メシ」


　と、級友の男子が声をかけてきた。ハネたクセ髪がみをもつ少し馴なれ馴なれしいこの少年、名前は仁じん野の陣じん矢や、通つう称しようジンジャーだ。ナイトとは中学から続く悪友という関係である。


「ねぇ、今日は天気いいから、中庭で食べない？」


　と、二人の会話に自然に入りこんできたのはショートカットで釣つり目の女子。彼女の名は佐さ藤とう杏あん子ず、通称シュガー。陣矢同様、ナイトにとっては気の置けない友人だ。


「えぇー、外で食うのかよ？　このクソ暑いときに。クーラーの効きいた教室で食おうぜ」


　季節は夏。外の気温が高い時期だ。日中の正午ともなれば、かなりの気温となるだろう。だが陣矢の言葉に、杏子は反はん論ろんした。


「なによ、イヤならあんたはこなくていいわよ！　あたしたちだけで行きましょう、ナイト」


　杏子が自分の弁当箱を持ってナイトを誘さそってくる。ナイトも正しよう直じき暑いのは苦手なのであまり気乗りはしない。どうしたものか、としばし黙もつ考こうするナイト。


「……まぁ、たまにはシュガーのワガママに付き合うのもいいだろ」


　と、ナイトは頷いた。他人にはあまり愛あい想そがないが、友人知人が相手ならばそれなりの付き合いのよさを見せるのがナイトという少年である。


「ナイト、お前人がいいぜ。シュガーなんかのワガママに付き合ってたら、一生を棒ぼうにフルことになるぞ」


「あら、ずいぶんじゃないの、ジンジャー。まぁ、あたしのカリスマは知らず知らずのうちに人を寄よせ付けるのよ。鈍どん感かんなあんたじゃ気付かないでしょうけどね」


「けっ、てめぇのどこがカリスマだよ。お前じゃせいぜい、カリカリ杏子飴あめでもかじってるのがお似に合あいだよ！」


「うわ、サブ、今の聞いた、ナイト？　こいつ、カリスマとカリカリをかけて上手うまい、とか思ってるわよ。サブっ。オヤジギャグ以下だわ」


　肩かたを自分で抱だいて身み震ぶるいするシュガー。どうもこの二人が顔を合わせると口論になってしまうな、とナイトは思った。もっとも、それがこの二人なりの愛あい情じよう表ひよう現げんなのだろう、とナイトは解かい釈しやくしている。


「さ、オヤジ未満のジンジャーは放っておいて、行くわよ、ナイト」


「あぁ」


　弁当箱を持って歩き出した二人の友人を見て、陣矢は慌あわてた。


「待てよ、二人とも！　わかった、俺も行くから！　俺は購こう買ばいでパン買ってくるから、場所とって待ってろよ」


「あ、購買行くなら飲み物買ってきて。コーヒー牛ぎゆう乳にゆうね」


「俺はレモンティーがいい」


「けっ、しっかりしてるな。買ってくるよ。後で金はらえよ」


「十秒以内に戻もどってきなさいよ」


「ムチャ言うな！」


「十、九……」


「もうカウントダウンかよ、ちくしょう！」


　毒づきながら走り出す陣矢。なんだかんだ言いながらダッシュで買い出しに行くとは、律りち儀ぎな男だ。


「八……〇」


「って、途と中ちゆうなくなっているぞ！」


「人生、途中経けい過かなんて所しよ詮せん飾かざりなのよ。要はどうやって生まれて、どうやって死んだか、それこそが大切なんだわ」


　杏子が感かん慨がい深げに頷うなずく。含がん蓄ちくがありそうでいて実は適てき当とうに言っただけの言葉に、ナイトはメガネを押おし上げてため息を漏もらした。


　――天てん神じん高校の中庭。校こう舎しやに三方を囲かこまれた場所にあるそこは、小さな池があり、緑も多い場所であった。ベンチが何脚きやくか置かれているため、昼食をここで取る生徒はナイトたち以外にも何組かあった。


「意外だな」


　と、購買から戻ってきた陣矢が最初にそう言った。


「思ってたより涼すずしい」


「正午はちょうど校舎のおかげで日ひ陰かげになるからね、ここは」


　杏子が得意げに説明した。


「そばに池があるし、この時間は風が吹くしで、夏場でも結けつ構こう涼しいのよ、ここ」


　だから杏子は外で食べようと言ったワケか。ナイトは素す直なおに感心した。


「たまに外で食べるのも、気分が変わっていいものだ」


「そうね、遠足とかを思い出すわよね」


「遠足か……遠足と言えば、小学校の遠足でシュガーは禁止されていたのに水すい筒とうにジュースを持ってきたんだよな」


　と、陣矢が唐とう突とつに昔を語りだした。その言葉に杏子が慌てたように手を振ふった。


「ちょっ！　ジンジャー！　あんた、その先を喋しやべるな！」


「いやさ、聞けよ、ナイト。結局ジュース持ってきたことがばれそうになって、シュガーのやつ水筒のジュースを全部一気飲みして証しよう拠こ隠いん滅めつしたのさ。まぁそこまではよかったんだけどさ、こいつバカデカイ水筒にジュース入れてきてて、結局一リットル近い量を一気飲みしたんだよ。そんで帰りのバスの中でトイレに行きたいってダダこねて、泣いたって過か去こが……」


「うがぁぁぁぁぁ、殺す！　あたしの忌いまわしき過去を暴ばく露ろしたあんたはコロス！」


「けっ、せっかく購買までダッシュしたのに金を払はらおうとしないやつが悪い！」


　と、中庭を騒そう々ぞうしく走り回る二人。楽しい昼食が台無しだ。周まわりの生徒も、迷めい惑わくそうに二人を見ていた。


「あんただって同じじゃないのよ、生しよう姜が男！　デザートはオヤツに入らないって言って、弁当の中に大量のお菓か子しを密みつ輸ゆして、ばれそうになったから包ほう装そう紙しごと全部食べようとして半分食べたところでおなか壊こわしたくせに！」


「うるせぇ！　おまえこそ俺の秘ひ密みつをバラすな！」


　どっちもどっちだ。ナイトは呆あきれると同時に、少し驚おどろいた。二人とナイトの付き合いは中学以来だが、この陣矢と杏子は小学校のころから同級生だったのだ。二人は互たがいにナイトの知らない面を知っているということだ。そのことを再さい認にん識しきすると、ナイトは少しだけ寂さびしさを感じた。


「二人とも、大人おとなしくしろ。変な目で見られているぞ。早く食べないと昼休きゆう憩けいもなくなる」


　ナイトが仲ちゆう裁さいに入ることで、取っ組み合い寸すん前ぜんの二人はようやく大人しくなった。


「……にしても、ナイトの弁べん当とう、最近凝こっているな」


　と、コロッケパンをかじりながら陣矢がナイトをちらりと見た。


「ん？　そうか？」


「お前、前は結けつ構こう大おお雑ざつ把ぱって言うか、手軽な感じの弁当だったじゃん？　でも最近は手間のかかるものが入ってないか？」


　確たしかに野菜の煮に物ものやら、磯いそ部べ揚あげやら、多た彩さいなオカズは一つ一つ作っていたら時間のかかるものばかりだ。


「そうね、ナイト、どうしたの？　料理に目覚めた？」


　それはもちろんヨルが気合を入れて毎朝早起きして作ってくれるから――なのだが、さすがにそれは言えない。この歳としで同どう棲せいをしているなどということは、たとえ友人といえど言うことはできない。いや、逆ぎやくに友人だからこそ言えないという面もあるのだ。


「いやぁ、実はそうなんだ。同じものばかり食べてても飽あきるから、最近料理のバリエーションを増ふやしてるのさ」


　はははは、と適てき当とうに笑うナイト。料理自体は嫌きらいではないが、自分で作る場合は大雑把な目分量で作るいわゆる男の料理が主体だ。こういった細こまかい料理は実のところ作ったことがない。


「ふーん……で、なんでご飯だけ別なわけ？」


　ナイトはオカズと別に用意したコンビニのパックづめご飯を見た。


「これか？　これは……」


　朝はヨルがご飯を炊たいてくれないから自分で用意した……とはさすがに言えない。和食が好きだという割わりにパン党とうであるヨルが来て以来、ナイトは家で滅めつ多たに米を食べなくなった。しかし和食にあうのはどう考えてもご飯である。


　昼の弁当にもヨルはパンをつけてくるのだが、パンは早弁で食べてしまい、昼にはコンビニのご飯を食べるのがナイトの食生活であった。だが、さすがにそんなことを友人二人に説明する気にはなれず、適当にごまかすことにした。


「いやさ、うちの電気釜がまが今壊こわれてて、ご飯が炊けないんだよ」


「タイヘンじゃない。いちいちご飯買ってたら、割高でしょ？」


　その通りだ。しかしヨルと違ちがって米党であるナイトは、丸一日米を口にしない生活は考えられなかった。背せに腹はらは代えられない。


「……そーゆーことなら、ご飯あたしがもってこようか？」


　と、杏子が意外な提てい案あんをしてきた。


「え？」


　どういうことだ、とナイトが首をひねると、杏子がこともなげに言った。


「ご飯が炊けないんでしょ？　なら、タッパにご飯つめて持ってきてあげる。コンビニで毎日買うより安上がりでしょ？」


　それはそうだ。だが、いくら友人とは言え、そこまで善ぜん意いに甘あまえていいものだろうか。


「でも、悪いだろ、シュガー」


「いいって、いいって」


　杏子は鷹おう揚ように手を振ふった。


「うちのおじいちゃんちが農家だから、毎年お米とか大量に来るのよ。正直ご飯が余あまって困こまるくらいだから、ご飯を食べてくれるなら助かるのって感じ？　気にすることないわ」


「そうか？　そういうことなら、頼たのんでもいいか？」


　ナイトは表面上平静を保たもちつつも、内心ではかなり喜んでいた。これで毎日ご飯が食べられる！　正直パック詰づめのご飯は妙みように固くてあまり好きではなかったのだ。


「ご飯だけじゃ何だし、前も言ったけど、オカズも持ってこようか？　うち家族多いから、一人分増ふえても問題ないわ」


　と、さすがにそれはナイトも断ことわった。


「いや、せっかくだけど、そこまで迷めい惑わくはかけられないな。気持ちだけもらっておくよ」


　そんなことになれば、今弁当を作ってくれているヨルにどう説明すればいいのかわからない。


「そう？　ならいいけど……でも、欲ほしくなったらいつでもあたしに言ってね。朝六時までに言ってくれればその日持ってくるから」


　心持ち残念そうに、でも期待を込こめて杏子はそう言った。


「あぁ、その時は頼むよ」


　でも、ヨルがいる限かぎりそんなことはないだろうな、とナイトは内心思いつつ答えた。


　そんな二人のやり取りをつまらなそうに眺ながめていた陣矢は、パンをかじりつつ呟つぶやいた。


「いや、今は夏だぞ。田い舎なかから米が来るのは秋になってからだろ」


　杏子は目にも止まらぬ速さで腐くされ縁の悪友に裏うら拳けんを叩たたきこんで黙だまらせた。


「ゲフッ！」


「どうした、ジンジャー？　変な声を出して」


「ほほほ、なんでもないわ」


　ごまかすように笑い声を漏もらす杏子。杏子はそのまま話題をそらすべく、不自然に声を大きくした。


「そう言えば、知ってる？　商店街で最近、変わった人がよく来るらしいわよ」


「変わったって、どんなのだ？　水着で街中を歩いているのか？」


　陣矢の言葉に、杏子はジト目を向けた。


「それは変わってるというより、ヘンタイじゃない――まぁいいわ。ウワサによると、最近見み慣なれない外国人がよく商店街に出しゆつ没ぼつするらしいのよね」


「ぶっ！」


　ナイトは思わず呑のんでいたお茶を噴ふき出だしかけてしまった。


「うわっ、汚きたねぇな、おい！」


「わ、悪い。お茶が変なところに入って……」


「大だい丈じよう夫ぶ？　はい、ハンカチ」


　杏子がくれたハンカチで口元をぬぐいつつ、ナイトはなんとか平静を取り戻もどした。
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　最近現あらわれた外国人――それはもう、心当たりは一人しかいなかった。できるだけ目立たないようにするため、ヨルに外出は控ひかえるようには言ってある。だが犬や猫ねこではあるまいし、二四時間家の中に引きこもっていられるものでもあるまい、ニートじゃあるまいし。


「……いや、待てよ」


　よく考えれば、ヨルは別に勉強をしているわけではない。魔ま乖かい術じゆつ師しというのは資し格かくなのかもしれないが、少なくとも職しよく業ぎようではないはずだ。魔宴を戦っているのはいいが、収しゆう入にゆうになりそうなことはなにもしていない。となると、ヨル＝ニートの図式が成り立つのではないだろうか？


「今度は急に深しん刻こくな顔をして、どうしたんだ？」


「いや、なんでもない。現げん代だい社会における若じやく年ねん無む職しよく業ぎよう者しやの増ぞう大だいと魔法使いの関かん連れん性せいにおける形けい而じ上じようの普ふ遍へん的価か値ちについて思し索さくにふけっただけだ」


「なんのこっちゃ？」


　陣矢がナイトのことを、暑さで頭がやられたか、的な眼まな差ざしで見つめてきた。


「まぁわけのわからないナイトは置いておいて、外国人ってのは珍めずらしいな？　こんな田舎になんの用だ？」


「べ、別に不思議でもないだろ？　今日きよう日びの国こく際さい社会、このあたりに外国人の一人や二人来たっていいだろう」


　ナイトはとりあえず当あたり障さわりのない意見を言っておいた。だが、話は望まぬ展てん開かいをみせていった。


「そう言えば外国人で思い出したけど、田中さんは元気か？」


「え？　田中？」


　一いつ瞬しゆん悩なやんでしまったが、思い出した。田中花子とは、ヨルが陣矢たちに名乗った偽ぎ名めいである。ヨルはナイトの親しん戚せきということで二人に紹しよう介かいしたのだった。


「あ、あぁ、田中ね。うん、元気にしてるはずだぞ。きっと今ごろみのさんの相談でも見ながらメシを食べるニート生活を満まん喫きつしてるんじゃないか、うん」


「やけに具体的ね」


　と、続いて杏子が思い出したように付け足してきた。


「そう言えばさ、最近よく来る外国人って、あたしたちくらいの年の女の子らしいわよ」


「へ、へぇ、そいつは奇き遇ぐうだな」


　なにが奇遇かわからないが、とりあえずそう返事するしかなかった。


「てっきり田中さんが戻ってきたのかと思ったけど、違ちがうの？」


　しまった、とナイトは後こう悔かいした。変にごまかそうとしたせいで話が変になってきた。大人しくヨルがまた戻ってきたとかいう話にしておけばよかったが、今さら後悔しても遅おそい。


「さぁ、知らないな……でも、近いうちにまた来るかもしれないって話があったから、もしかしたら来ているのかもしれないな」


「なんだかはっきりしないわねぇ」


「そう言うなよ」


　しかし、冷静に考えればこれも後回しにできない問題だった。


　ヨルだっていつまでも家の中に閉とじ込めておくことはできないし、決して広いとはいえない街中で、ヨルと杏子たちが出くわさないとも限かぎらない。となると、ヨルの存そん在ざいを早めに知らせておいたほうがいいかもしれない。


　だが、さすがにヨルと同どう居きよ中という事実はあまり知らせたくなかった。というか、魔ま乖かい咒じゆに関することを二人に教えるわけにはいかない。


　ヨルのことをどのように伝えるか、できる限り早めに考えねばならないことであった。


「……でさ、ナイトどうする？」


「ん？　あぁ、悪い。聞いてなかった。何の話だ？」


「オイオイ、どうしたんだよ。ナイト。人の話はちゃんと聞けよな」


　いつのまにか話題が変わったらしい。陣矢が肩かたをすくめて告げてきた。


「今日の放課後はどうするかって話だよ。テストが始まる前に遊んどかないとな」


「あんたの場合、テスト週間になっても遊びまくるじゃない」


　杏子のツッコミに、陣矢は鼻を鳴ならした。


「バカ言え。テスト週間に遊ぶと、さすがにテストをどうするか悩なやむだろ？　悩まないですむ今のうちに遊びまくらないとな」


「テスト週間中に遊ぶこと自体をどうこうしようとは考えないんだ」


「うっせ、お前も同類だろ」


「ま、そうだけどね」


　顔を見合わせて笑いあう陣矢と杏子。まったく、類は友を呼よぶとはこのことだ。もっとも、なんだかんだでそれに付き合ってしまうナイトも同じなのだが。


「じゃぁさ、ちょっと南公園に行かない？　なんか、そこに最近評ひよう判ばんのクレープの屋や台たいがあるらしいのよね」


「クレ～プ～？　なんか、わざわざ用もない公園に行ってまで食いたくはねぇな」


　陣矢が渋しぶい顔で言うが、杏子が食い下がった。


「それがさ、フランス帰りのパティシエがやってるらしくて、絶ぜつ品ぴんらしいのよね。雑ざつ誌しで紹介されて、毎日行列ができるほどの人気らしいわよ」


「大の男が外で甘あまいものを食うってのはな～」


　硬こう派はを気取る陣矢が腕うで組ぐみをして唸うなった。ナイトとしてはクレープなど食べても食べなくてもいいのだが、ここは杏子の機き嫌げんをとっておいたほうがよさそうだった。


「まぁ、いいじゃないか、ジンジャー。たまにはそういうのも」


「でもな～」


「クレープって言ってもお菓か子しだけじゃないはずだぞ。たしかハムとか野菜とかをはさんだ、軽食的なやつもあるはずだぞ」


　その言葉に、陣矢は少しだけ興きよう味みを惹ひかれたようであった。


「ふ～……ま、しかたないな。シュガーのわがままに付き合ってやるか」


　と、なんだかんだ言っても陣矢も折れた。最終的にシュガーの提てい案あんが通るというのは、この三人組ではよくあることだった。


「よし、じゃぁ放課後はクレープ食べに行くわよ――ジンジャーのおごりでね」


「って、俺おれかよ！　わけがわかんねぇぞ！」


「いーじゃない、男が細こまかいことを気にしないでよ」


「気にするわっ！　俺だってそんなに金ねーよ！」


「じゃぁ、多数決！　ジンジャーのおごりで賛さん成せいの人！」


　杏子とナイトの二人が手を上げた。


「はい、決定！」


「納なつ得とくいかねー！　なんだよ、それ！　俺は絶対に認みとめねぇぞ！」


「民主的な方法での決定よ。文もん句くは受け付けません」


「少数を黙もく殺さつするのは数の暴ぼう力りよくだぞ」


「じゃぁ、今度お昼のお弁べん当とうおごってあげるから、今日はあんたのおごりってことでよろしく」


「え!?　マジか？」


　勢いきおい込こんで確かく認にんする陣矢。杏子は頷うなずいた。


「ん、まぁ、覚えてたら暇ひまなときに作ってあげる」


「よし、ＯＫだ！　それで手を打とう」


　あっさりと頷く陣矢。本当にそれでいいのか、とナイトは不安になったが、陣矢はすっかり有う頂ちよう天てんだ。


「へっへっへ、やったぜ、明日からは俺も弁当だ♪」


　鼻歌まで歌ってご機嫌である。ナイトは小声で杏子に尋たずねた。


「なぁ、本当に弁当を作ってくるのか？」


「欲ほしいの？　明日もって来るわよ？」


「俺じゃなくて、ジンジャーの方」


「ん？　あぁ、あいつには朝の残り物でも適てき当とうにもって来て渡わたせばいいわよ」


　残り物……いや、まぁそれでも陣矢が喜ぶのならばいいだろう。


「最近うちの犬がエサをよく残すから、残ざん飯ぱん処しよ理りに困こまってたのよね、ちょうどいいわ」


「……どこまで冗じよう談だんなんだ？」


「え？　なにが？」


「いや、いいよ、もう」


　屈くつ託たくのない笑えみを浮うかべる杏子を見ていると、答えを知るのが恐おそろしくなってきた。これ以上この話題には触ふれないようにしよう。


　だが、まぁなんといってもここにいる三人は中学以来の親友同士だ。互たがいが互いを傷きずつけるなんて事はない、と信じようではないか――というか、信じたい。決して戻もどれない魔ま宴えんの世界に足を踏ふみ入れてしまったナイトは特に、そう思うのであった。





　一方そのころ、ナイトの家に一人残ったヨルは、テーブルの上に置かれた街の見取り図を眺ながめながらいかめしい顔をしていた。


「……今まで街中に仕込んだ魔ま方ほう陣じんは、全部で千数百ほど……この街で戦うにあたっては十分な数ね」


　地図上の至いたる場所に印と、ドイツ語の細かい書き込みがあった。朝も言ったとおり、魔宴は基き本ほん的に待ちの戦せん法ぽうのほうが有利だ。ヨルはこの数週間のうちに街中に魔ま乖かい咒じゆを仕込み、いつ、どこで敵てきに攻せめられても応おう戦せんできる準じゆん備びを整えておいたのである。


「探たん索さく系けいの魔乖咒で街を囲っているから、魔力を持つ魔ま乖かい術じゆつ師しがこの街に入ればその瞬しゆん間かんに反はん応のうがあるはずね」


　ほかの参加者がそうすぐに攻め込んでくるとは考えにくいが、戦う準備は万ばん端たんだ。


「でも、油ゆ断だんはできないのよね……」


　ヨルは形のいいあごに指を当てて首をかしげた。気がかりな相手がいるのだ。


　八や祖その一つである、『偽ニセ』を司つかさどるフィッティヴァルホック家。参加者の中でもヨルが要注意人物としてマークしている相手である。『偽』の魔乖咒はその名のとおり、幻げん想そうを得意とする魔乖咒だ。その能のう力りよくから、古こ来らいより隠おん密みつ、暗あん殺さつ術に長たけた一族でもある。


『偽』の魔乖術師ならば、ヨルの仕し掛かけた魔乖咒の網あみをすり抜ぬけ、気け配はいを隠かくしたまま接せつ近きんすることも可か能のうなはずである。


　そういった意味で、現げん状じようにおいて最も警けい戒かいすべき相手は『偽』になるのだ。


「『偽』に攻められると弱いのよね……隠密性が高いから、わたしの力でも気配を感じるのは難むずかしいわね」


　ただ『偽』は戦せん闘とう能力がほかの八祖に比くらべて劣おとっているとされている。そんな『偽』が積極的に攻めてくるという事じ態たいは考えにくいのだが……


「でも油断は禁きん物もつよね。この国にも、油断大たい敵てき火がボーボーってコトワザがあるし」


　もう一度、街中の魔方陣を遠えん隔かく操そう作さ、街中で魔力を検けん索さくし、反応を探さぐってみる。一いつ般ぱん人じんの魔力は微び弱じやくなので、反応するほどの魔力を持った人物がいれば十中八九が魔乖術師である。今のところこの街にいる魔乖術師はヨルとナイトの二人だけのはずだ。だが、魔方陣から返ってきた反応は三つあった。


「え!?」


　今、かすかに魔乖咒に反応があった。街中に仕掛けた魔方陣の一つが、わずかな魔力の反応を感じ取ったのである。


「今の反応……明らかに不自然だわ」


　本当にかすかな反応だった。注意していなければ気づかぬほどの。『偽』を警戒して神しん経けいが張はり詰つめていたからこそ気づいた反応である。


「魔乖咒の誤ご作さ動どうって可能性もあるけど、本当に『偽』がこの街に来ているって可能性もあるのよね」


　検索は毎日一定時間ごとにかけているのだが、今まではこんな反応はなかった。今になって急にこんな反応があるのはおかしい……妙みようだった。


　いや、今までは定期検索しかしていなかった。今の検索は、言わば突とつ発ぱつ的な検索だ。突然の検索だったからこそ、隠かくれていた魔乖術師も気配を殺し損そこねた、という可能性もあるのではないだろうか？


「これは、確たしかめる必要があるわね……」


　つぶやき、ヨルは立ち上がった。家の中で大人しくしている場合ではない。それどころか、早急に手を打たねば手て遅おくれとなってしまうかもしれない事態だ。


「ナイト……頼たのむから無事でいなさいよ」


　胸むねの奥おくから湧わき上がるイヤな予感がとまらない。胸むな騒さわぎに急せかされるようにして、ヨルは外へと飛び出していった。








　――放課後、ナイトたちは予定通り、公園にあるというクレープ屋へと赴おもむくことにした。


「ちょっと待っててくれ、すぐに済すむから」


　と、ナイトは陣矢たちに告げ、外に出て携けい帯たい電話を取り出した。最近になって登とう録ろくし直した自じ宅たくの番号。相手は無む論ろん、同どう居きよ人にんであるヨルだ。


　だがいくらコールしてもヨルは出ず、そのまま留る守す番ばん電話に切り替かわってしまった。


「変だな？　まさかヨル、出歩いているのか？」


　できる限かぎり外には出ないという約やく束そくをしてはいるが、ヨルだって人の子だ。毎日狭せまい家の中では退たい屈くつもするだろう。その辺あたり、あまり強きよう制せいはできない。


　帰りが遅おそくなると一言言っておきたかったのだが、出ないならばしかたない。一応留守電にメッセージを残しておくことにした。


「あぁ、俺だ。帰るのが少し遅くなりそうだ。用よう件けんはそれだけだから、じゃぁ」


　簡かん潔けつに告げ、電話を切った。こうやって一言言っておけば、余よ計けいな心配をかけることもないだろう。


　ナイトは用を済ませて教室へ戻もどった。放課後の掃そう除じ時間中の教室内には、しかし陣矢と杏子の姿すがたはなかった。


「なんだ、二人とも。先に行ったのか？」


　もしかしたら入れ違ちがいになったのかもしれない。しかたないな、とナイトはぼやきつつ、二人の姿すがたを求めて廊ろう下かを歩いていった。


　――その頃ころ、陣矢と杏子は二人で外にいた。正門とは正反対の側にある、いわゆる裏うら門もんの前に立ち、二人はナイトが来るのを待っているのであった。


「遅いわね、ナイト」


「ん、まぁ、すぐ来るだろ。行き先は南公園って言ってあるし、あそこに行くにはこっちから出たほうが近いんだから、ここにいればそのうち来るだろ」


　と、陣矢はあくびをしながら言った。裏門は正門に比くらべて利用するものも少なく、門をくぐる生徒もまばらだ。これならすれ違う心配もない。


「ん、まぁそうね……今日は何を食べようかしら？　考えてみればクレープなんてずいぶん久しぶりよね」


「……なぁ、シュガー、一ついいか？」


　陣矢がふと尋たずねた。一つ気になっていたことがあるのだ。今がそれを聞く、絶ぜつ好こうのチャンスだった。


「なに？」


「本当に明日、弁べん当とうくれるのか？」


「え？　お弁当？」


　一いつ瞬しゆん何のことだかよくわからなかったが、思い出した。昼休みにそんな約束をした気もする。杏子は片かた手てをヒラヒラと振ふった。


「あぁ、お弁当ね。そぅね、あんたがおごってくれるなら、あたしのほうも誠せい意いを見せよーじゃないの」


「うし、いいぜ、おごってやる。その代かわり忘わすれるなよ」


　妙みように嬉うれしそうな様子の陣矢に、杏子は少し面食らった。


「ちょ……言っておくけど、そんな期待してもあまり大したものは持ってこないわよ？　最近料理の研究しているから、実験で作ったやつを持ってくるだけだから。中には失敗作とかあるかもしれないけど、それでもいい？」


「あぁいいぞ。失敗作だろうがなんだろうが全部食ってやるよ。実験作なら、感想とかもちゃんと言ってやるよ」


「ホント？　ウソじゃないでしょうね？　調子いいことばかり言って、守れない約束はするなって昔から言ってるでしょ」


「ウソなもんか、残さず全部食ってやるよ、残したらもったいないし」


「食べ物を無む駄だにするなっての？　あんた、変なところで生き真面まじ目めね」


　苦く笑しようする杏子に向かって、陣矢は小声でつぶやいた。


「バカ言え。残さない理由は、お前が作るからだよ」


「え？　なに？」


「なんでもねぇ」


　と、陣矢は苦笑し、肩かたをすくめた。そんな幼おさな馴な染じみの姿を見て、杏子はふと、昔のことを思い出した。


　中学一年生のとき、ナイトと自分たちは同じクラスになった。杏子はいつからナイトのことが好きになったのか、細かくは覚えていない。だが、初対面のときから気になる相手ではあった。


　当時のナイトは今以上に無ぶ愛あい想そうで、周囲と壁かべを作っている感が強かった。話しかけても社交辞じ令れい以上の反はん応のうは返ってこなかったので、気になる男子でありながらもそれ以上接せつ近きんすることはできそうになかった。


　そんなことをついうっかり、この目の前の幼馴染にこぼしてしまったことがあった。陣矢はきっと大笑いすると思ったが、実じつ際さいの反応は違ちがった。ただ一言、そうなのか、と答えただけであった。


　それからしばらくたって、陣矢とナイトはいつのまにか親しい間あいだ柄がらにまで発はつ展てんしていた。陣矢と悪友である杏子がその二人の間に入っていくことも、拍ひよう子し抜ぬけするくらい簡かん単たんにできた。


　こうやって考えてみると……


「なんだよ、シュガー。ボーっとして、なに考えてる？」


「え？　少し昔をね……考えてみたら、あたしとナイトが仲良くなったのって、あんたがいたから？」


　陣矢はなにを今さら、と肩をすくめた。


「そうだっけか？　そんなこともう覚えてねぇよ」


「ん～、でも、たぶんそうよね。ありがと、今さらだけど」


「なんだよ、急に、キモイぞ、お前？」


「なによ、その言い草。人が素す直なおにお礼言ったのに」


　でもまぁ、考えてみれば改あらたまってそんなことを言わなければならないような仲ではないのだ、自分たちは。きっとこの関係は、これから先も続いていくのだろう、それがいつまでかはわからないが、できるだけ長く続いて欲ほしいものだ。


　取りあえず、明日のお弁当は少しだけ気合入れて作ってみようかな、と杏子が考えているところへナイトがやってきた。


「悪い、待たせたな」


「遅おそいぜ、ナイト」


「まぁまぁ、早く行きましょ」


　と、三人はいつものように連れ立って裏門を抜ぬけるのであった。





「でも、公園なんて久ひさしぶりだな」


　と、公園への道すがら陣矢が呟つぶやいた。


「俺おれ、小学校のときぶりかも」


「そうだな、俺もあまり行かないな」


　ナイトも頷うなずいた。休日になっても公園に行かなくなったのは、いつからだっただろうか。少なくとも昔は公園で友人たちと走り回っていたはずなのに、いつのまにかそんな出来事も思い出となってしまった。


「でもクレープ屋ができたなんてよく知ってたな、シュガー」


「ん？　あたしも友達から聞いたの。屋や台たいだけど、すっごく美味おいしいって、今評ひよう判ばんよ。今度テレビにも出るって話よ」


「ヤレヤレ、これだから日本人はイヤだねぇ～。流行のものがあるとすぐに飛びつくんだから、俺はそんなのヤダねぇ～」


　陣矢がそんなことを言うが、ナイトは知っていた。そういう陣矢自身かなりのミーハーで、真新しいものが出るとなんでも飛びつくということに。少し前に流行はやった犬型ロボットも小こ遣づかいはたいて買いはしたものの、すぐに飽あきて結局杏子にあげてしまうということがあった。


「いやならいいわよ、あんたは食べるな。別にあんたにまで食べてもらわなくてもいいんだから」


　とか杏子が言い出すと、陣矢が唇くちびるを尖とがらせた。


「なんだよ、お前が言うから来たんだぜ？」


「無理してまで来てもらわなくていいわよ。あたしはナイトと二人で行くから、あんたは財さい布ふだけ置いて帰りなさい」


「って、金は俺かよ！」


「そういう約束じゃない？　今いまさらなし、とかはなしよ」


「けっ、わかったよ、行けばいいんだろ、行けば」


「いやなら来なくていいのよ？」


「いや、すごぉく行きたいなぁ」


　ものすごく棒ぼう読よみ口調で陣矢が言う。


「心がこもってなぁい」


「ものすごく行きたいから連れて行ってください、シュガーさん」


「まったく、これだから生しよう姜がはしかたないわね。そんなに言うなら一いつ緒しよに連れて行ってあげるわよ」


「へいへい、好きに言っとけ」


　と、陣矢と杏子は二人でバカな掛かけ合いをしている。この二人は本当に仲がいいな、とナイトが思っていると、視し界かいの端はしに妙みようなものが見えた。


　どこかで見覚えのある人ひと影かげが見えて――息を噴ふき出しかけた。なんとナイトたちの進行先、往おう来らいの真ん中にいるのはヨルではないか。真まつ昼ぴる間まの街中、季節も夏だと言うのに相変わらず黒くろ尽ずくめの格かつ好こうをした金きん髪ぱつの少女、この距きよ離りでも間ま違ちがえようがない。


　ヨルは道の中央に立ってしきりに周囲を見回している。何かを探さがしているようだ。まさか、ナイトを探しているのだろうか？　だとしたら、タイミングがあまりにも悪すぎる。さっき陣矢たちに適てき当とうなごまかしをしてしまった以上、今ヨルが出てくれば、話がややこしくなるのは目に見えていた。


「マズイな……」


「ん？　どうした、ナイト？」


　と、立ち止まったナイトを二人が振り返ってきた。そのおかげで二人はヨルの存そん在ざいにまだ気づいていない。そしてヨルのほうもまだナイトたちに気づいてない様子だった。いまならまだごまかせそうだ。


「えっと……そうだ、こっちの道から公園に行こう」


　と、ナイトは右に曲がる角を指差した。こちらに行けばヨルと出くわさずにすむだろう。


「は？　なに言ってんだ。南公園は方向違うぜ」


「いや、実はこっちのほうに行くと近道があるんだよ」


「ウソつけ。そっちは完全に真ま逆ぎやくだよ。ここいらは俺の縄なわ張ばりだから、道は路地まで全部わかるぜ」


　くっ、陣矢の奴やつ、頭はあまりよくないくせに、そんなことだけは覚えているんだな、とナイトは舌した打うちした。だが、このまま手をこまねいていても事じ態たいは変わらない。ナイトはなんとか進行方向を変えようと必死だった。


「実はそっちの先には計けい都とと羅ら睺ごうがあって暗あん剣さつ殺けんで不ふ吉きつだからやめたほうがいいんだ」


「なんだか、誰だれかの必ひつ殺さつ技わざみたいな理由だな」


「とにかくこっちのほうに……」


「あ、いたいた、ナイト!?　探したわよ」


　ナイトの努力もむなしく、先にヨルに発見されてしまった。ナイトは苦虫を潰つぶしたような顔で額ひたいを押おさえた。


「あ、田中さんじゃん」


「久ひさしぶりじゃない？」


　と、陣矢と杏子はのんきに挨あい拶さつなんかしている。さて、この二人にはどう説明したものかな、とナイトが首をひねっていると、二人は自然な様子でヨルに話しかけていた。


「いつ戻もどってきたの？」


「え？　あ、あぁ、つい先日戻ってきたところですよ」


　と、ヨルはつくり笑いを浮うかべて答えた。


「それでしばらくはこの町にいることになりそうです」


「へぇ、そうなんだ？」


「ちょうどいいじゃん？　田中さんも一いつ緒しよにクレープ食べない？」


　と、陣矢が言う、余よ計けいなことを。


「いやさ、俺たちこれからそこの公園で評ひよう判ばんのクレープを食いに行くんですよ。いや、俺はクレープなんて甘あまいもんにはあまり興きよう味みはなかったんですけどね、最近巷ちまたであんまり評判みたいなんで、一度試ためしてみようと思って」


「よく言うわよ。そのうわさを聞いたのはあたしで、あんたは知らなかったクセに」


「ははは、この砂さ糖とう女の言うことは聞き流してください――で、田中さんも一緒に、どうっすか？」


　頼たのむからヨル、適当に答えて早く話を切り上げてくれ、と祈いのりを込こめた視し線せんをナイトはヨルへ送った。それを見たヨルは、心こころ得えた、とばかりに一度頷うなずいた。よかった、これで……


「それはいいですね、行ってみようかしら？」


　ナイトの祈りは通じていなかった。ナイトはあわてて叫さけぶ。


「ちょっと待てよ、ヨル、じゃなくて、田中。確たしか、今日は用があるとか言ってなかったか？　時間大だい丈じよう夫ぶなのか？」


「そうね、そう言えば用があったわね」


「ほら、それなら……」


　そこでヨルが口元に微び笑しようを浮かべた。その笑えみを見た瞬しゆん間かん、ナイトはなにかロクでもないことが起こりそうだな、と直感的に思った。


「用っていうか、約やく束そくがあったんだけど、約束の相手にすっぽかされちゃったからヒマになっちゃったかも……」


　マズイ。そう言えば、朝今日は早く帰るとヨルと約束をした気もする。すっかり忘わすれかけていたが、失敗した。このままでは、この後のことが思いやられる。


「え？　そうなの、田中さん？　いやぁ、約束を守らない奴やつって最悪っすよね」


　とか、陣矢まで尻しり馬うまに乗ってくる。まるで自分のことを言われているような気がして――実じつ際さいそうなのだが――ナイトは胸むねが痛いたんだ。


「よく言うわよね、ジンジャー。あんただって子こ供どもの頃ころから約束破やぶってばっかりじゃない」


「え？　そうだっけ？」


「とぼけるんじゃないわよ。守れない約束ばっかりするから、結局破ることになるんじゃないのよ」


「……それで、この後皆みなさんは結局どうするんですか？」


　と、ヨルが尋たずねてくる。マズイ空気だ、とナイトは思った。このままクレープなんかを食べに行ったら、後でヨルになにを言われるかわかったもんじゃない。ここは少し心苦しいが、陣矢たちとは別れてヨルに付き合うべきだ。


「あぁ、これから公園に……」


「悪い、俺は少しヤボ用ができたから、また今度にしてもらえないか？」


　ナイトが言うと、途と端たんに陣矢が顔をしかめた。


「えぇ～、なんだよ、それ。ドタキャンか？　いきなりそれはないだろ」


「すまん。ちょっとはずせない用事があったのを思い出して……」


「なに、そんな大切な用事なの？」


　ナイトはゆっくりと頷いた。


「あぁ」


「あら、ナイト。でもお友達と約束をしたんでしょ？」


　と、そこでヨルが口を挟はさんできた。


「お友達との約束は大切よ。それをないがしろにするのはひどいんじゃない？」


　ニコニコと、微ほほ笑えみながらヨルが告げてくる。ここでヨルがいうとおり陣矢たちとの約束を優ゆう先せんさせれば、今夜どれだけイヤミを言われることになるかわからない。


「いやいや、最初の約束を優先させないといけないからな」


「あらぁ、でも、忘わすれてたんでしょ？　忘れるような約束なんてどうせ、たいしたものじゃないでしょう？」


　マズイ、どうやらヨルはすでにかなりご機き嫌げんナナメだ。さっきから意い地じの悪い返答しか返ってこない。ここは早めに謝あやまったほうがよさそうだ。


「いや、まぁ、その、なんて言うか……とにかく、クレープはまた今度ということで……」


「ちょっと待ちなさいよね、ナイト」


　と、今度は杏子が口を挟んできた。あぁ、なにか話がますますややこしくなりそうだな、とナイトは思った。


「ちょっとナイト、あたしたちとの約束はどうなるのよ。あたしは放課後のクレープが楽しみで、それだけを生きがいに今日一日を生きてきたといっても過か言ごんではないのよ」


　……それはずいぶん安上がりな生きがいだな、と思ったが口には出さないでおく。言えばきっと大変なことになるから。


「いやな、シュガー。悪いけど、その約束は次の機会ってことにしてくれないか？　こっちの先約があった」


「なによ、親友との約束は二の次ってわけ？」


「いや、そういうわけじゃないけど……」


「佐藤さん？　あまりしつこいと見苦しいですよ」


　と、微笑みながらヨルが告げてくる――頼たのむからこれ以上かき混まぜないで欲ほしい。


「な!?　田中さん、見苦しいってどういうこと？」


「言葉どおりの意味ですよ。ナイトには用があるみたいですし、フラレたからといってしつこいと嫌きらわれますよ？」


　微笑んではいるものの、ヨルの言葉は辛しん辣らつだ。当然、そんなことを言われて杏子が大人しく引き下がるはずがない。


「ご挨あい拶さつじゃない、田中さん？　なら言わせてもらうけど、あたしとナイトの間には三年以上続く友ゆう情じようってものがあるのよ。友情は時に親しん戚せきの血の繫つながりよりも強くなるものだわ。あたしたちの絆きずなを甘あまくみないでよね」


　と、杏子が言う。恥はずかしいセリフを臆おく面めんもなく言うとは、どうやらかなり頭に血が上のぼっている様子である。


「友情なんて、所しよ詮せんは目に見えない不ふ確たしかなものです。そんなものに頼たよっていると、いつか後こう悔かいしますよ」


「友情も信じられないなんて、田中さんは随ずい分ぶん寂さびしい人生を送ってきたのね」


「あら？　友情にすがって生きているあなたがそれを言いますか？」


　マズイ、これは非ひ常じようにまずい展てん開かいだ。ヨルも杏子も表面上はにこやかだが、実じつ際さいはいつ摑つかみ合いのケンカを始めてもおかしくない空気だ。その空気を感じ取ったか、陣矢が耳打ちしてきた。


「おい、お前のせいだぞ、ナイト。なんとかしろよ」
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「俺にどうしろと？」


「知るかよ、どうにかしろ。俺ぁあの二人の間に飛び込む勇気はないぜ」


　そんなものこっちだってない。しかしどうにかしないといけないのも事実だった。そもそもの原げん因いんもナイトなのだし、ここは一ひと肌はだ脱ぬぐしかあるまい。


「あぁ～、二人とも少し落ち着いたら……」


『あんたは黙だまってなさい！』


　二人から怒ど鳴なられてしまった。こういうところは息があっているな、とナイトは場ば違ちがいな感心をした。


　しかしここで大人しく引っ込んでいては話が進まない。ナイトはくじけそうな自分を鼓こ舞ぶしながら口を開いた。


「とにかく二人とも落ち着け。こんな街中でケンカをしたら近所に迷めい惑わくだろう！」


「なによ、そもそもの原因はあなたじゃない、ナイト」


「そーよ、あんたのせいだわ！」


　二人の怒いかりの矛ほこ先さきがこちらを向いてきた。


「悪かった、俺が約束を忘わすれていたのがそもそもの原因だった、謝あやまるから、勘かん弁べんしてくれ」


「謝ってすむなら戦争は起きないのよ！　ナイト、この後どうする気なの、そこが問題よ」


　ヨルの言葉に、杏子も頷うなずいた。


「そーね。この後あたしたちとクレープを食べるか、忘れていた約束を優ゆう先せんするか、どうする気？」


　ナイトは素す早ばやく頭を回転させた。とにかく、二つの約束を両立させるのは難むずかしそうだ。だから選ぶのはどちらか一つである。この場合、どちらを優先させるべきだろうか。


　朝先に約束をしたのはヨルだ。ならばそちらを優先させるべきだろう。だが、それではきっと杏子も納なつ得とくしないだろう。ではどうすればいい？


　ここはあえて杏子たちとクレープを食べに行くというのはどうだろう？　ヨルだって甘いものは嫌いじゃないはずだ。一いつ緒しよに食べに行って、クレープをおごってヨルの機き嫌げんを取りつつ、なんの用なのかを聞き出せばいい。そしてその内ない容ようしだいで、杏子たちと別れるタイミングを考えればいい。ヨルの機嫌が悪くなるかもしれないが、帰ってからひたすら謝り倒たおせばなんとかなるだろう、よし、それが一番いい方法だ。


　ナイトはそんなことを考え、決心した――愚おろかにも。


「あぁ、田中。なんなら一緒にクレープでも食べに行かないか？　近所だし、そんなに時間はかからないはずだし……」


　そこで言葉が途と切ぎれた。なぜなら、ヨルがすさまじい目でナイトのことをにらんでいたからだ。


「あ、そ……別にいいわよ、わたしのことは気にせずに、どうぞ好きなだけクレープでもなんでも食べるがいいわ！」


「いや、そんなことを言わずに……」


「もう結けつ構こうよ、わたしは先に帰っているから、あなたは好きにすれば！」


　それだけ言い、ヨルは踵きびすを返すと足早に去っていった。ナイトがそれを追うべきかどうすべきかと悩なやんでいるうちに、ヨルの姿すがたは見えなくなってしまった。


「あーあ、いいのか、ナイト？　田中さん行っちゃったけど？」


　ナイトは少しだけためらった後、肩かたをすくめた。


「いいさ、あれくらい」


　仕方ない。ここはお土産みやげにクレープでも買って帰って謝あやまるとしよう。そう決めて、ナイトは公園へ向かうことにした。


「ねぇ、それはそうとナイト、一ついい？」


　杏子の言葉に、ナイトは振ふり返った。杏子は意味深な笑えみを浮うかべながら尋たずねてくる。


「今田中さん、先に帰っているって言ってたけど……田中さんって、今どこに住んでいるの？」


「…………」


　ヨル、余よ計けいなことを……


「気のせいか、田中さんが行ったのって、あんたの家の方角じゃなかった？」


「…………」


「で、説明してもらえる？」


　やはり笑みを浮かべたまま尋ねてくる杏子。ナイトは蜘蛛くもの巣に引っかかった昆こん虫ちゆうの気分が少しだけわかった気がした。


　とにかく、これをなんとかごまかすのはかなり苦労しそうだった。そして、自分のした選せん択たくは最悪の方向へ転がっていきそうだと今さらながら気づいた。





　一方、ナイトたちと別れたヨルはつかつかと早足で進み、十じゆう分ぶんに距きよ離りが離はなれたところで足を止め、自じ己こ嫌けん悪おのため息を吐ついた。


「あぁ……最低、またやっちゃった」


　本当に、困こまったものだ。くだらないことでついついはりあってしまった。おまけにナイトとも結局ケンカ別れしてしまった。自分は何をやっているのだろう？


　そもそも、こんなのんびりしてはいられないのだ。『偽ニセ』が接せつ近きんしている可か能のう性せいが高い以上、ヨルとナイトが離はなれ離ばなれになるのは危き険けんであった。


　しかし、ナイトの最後の言葉を聞いた瞬しゆん間かん、ヨルは全身の力が抜ぬけるほどのショックを受けたのもまた事実だ……


　そう、ナイトは優やさしい少年である。斜しやに構かまえたように見えるが、周囲の人間に何かと気き遣づかってくれる。だから友人との約束を優先させようとする。


　そのこと自体はいいことだ。だが、それはヨルを落らく胆たんさせた。


　ナイトはヨルにも優しくしてくれる。だが、それはヨルが特別だからというわけではない。確たしかに魔ま乖かい咒じゆという秘ひ密みつを共有しているという関係が二人にはあるが、たとえそれがなかったとしても、ナイトは困った人間には手を差し伸のべるだろう。彼は本来そういった性せい格かくの人間だ。


　そうだ、今までヨルはナイトに何気なくふるまっていたが、その実、彼の優しさにかなり頼たよってきたのだということに今いまさらながら気づいたのだ。だが彼がヨルに優しいのは、ヨルが特別だからではない。ナイトにとっての一番はヨルではないのだ。


「……バカみたい、わたし」


　なんだか自分が一人で道どう化け芝しば居いをしているような気分になってきた。いつの間に、ナイトにこんな感かん情じようを抱いだくようになったのだろうか。


　ナイトは確かにヨルにとって不可欠な人間である。魔ま宴えんを勝ち抜ぬく上でも大切な戦力だ。だが、それだけではない。ヨルは、ナイトにとっての特別になりたいのだ。自分は全すべてにおいて一番に、そして彼にとっても必要な存そん在ざいでありたいのだ。


　しかし、彼女は自分の感情を認みとめたくはなかった。


「馬ば鹿か馬ば鹿かしいわね、こんなことで……まぁいいわ。ナイト、帰ってきたら……」


　そこでヨルはハッとした。今、魔乖咒の反はん応のうがあった。見み慣なれない魔力の気け配はいであった。しかもその魔乖咒は、ナイトたちが行った公園の方角からしてくる。


「しまった、まさか……間に合いなさいよ！」


　ヨルは慌あわてて来た道を駆かけ戻もどっていくのであった。






　第二章　『惑ワク思シなる千セン里リ眼ガン』







　話は少し戻もどる――ヨルと別れた後ナイトは杏あん子ずたちに近きん況きようを説明せねばならなかった。


「ふ～ん。つまり、つい昨日また田中さんが戻ってきて、下宿先を探さがす間だけあんたの家に泊とまっているって言うの？」


　ナイトは頷うなずいた。結局ヨルと同どう居きよしていることをごまかすことはできなかったのだ。いや、一いち応おうごまかそうと試こころみては見たのだが、ナイトの家まで行くと杏子がごねたのでどうしようもなかったのだ。


「まぁ、実はそうなんだ」


「偉えらそうに言うんじゃないわよ。だいたいなに？　あたしたちの間で隠かくしごと？　水みず臭くさいわね。そういうことも包つつみ隠さず話してこそ親友ってもんじゃないの？」


　確たしかに、隠していたのは少し後ろ暗いことがあったせいだ。しかし、それは決して不健全なものではない。むしろ、友人たちのことを思ったからこそあえて黙だまっていたのだ。


「ま、そう言うなって、シュガー。いくら友人って言ったって、秘ひ密みつにしておきたいことだってあるだろ？」


　と、陣じん矢やがフォローを入れてくれた。ナイス、とナイトは心の中で感かん謝しやした。


「なによ、あんたもナイトの肩かたを持つ気？」


「いや、そーじゃないけど、お前だって秘密があるだろ？　それと同じだよ、例たとえば体重が二キロ増ふえたとか、例えば一年たっても胸きよう囲いが一センチしか成長してないとか……」


「うがぁぁぁぁぁぁぁ、なぜあんたがそれを知っている!!」


　慌あわてた様子で杏子が陣矢の首を絞しめ上げる。陣矢が顔を赤くしながら答えた。


「い、いや、お前の日記にそう書いてあって……」


「なんであんたがその内ない容ようを知ってるのよ！」


「いやぁ、まさか机つくえの引き出しの二に重じゆう底ぞこに日記が隠してあるとは思わなかった。てっきりヤバいノートでも……」


「殺す！　その日記に名前を書かれたものは四〇秒後に心しん臓ぞう麻ま痺ひで死ぬ」


「いや、俺おれの名前かいてないし、心臓麻痺じゃなくて絞こう殺さつだし……」


「うっさい、とにかく死になさい！」


　なんだか陣矢の表ひよう情じようが本気でやばくなってきたので、ナイトは杏子の行動をとめることにした。


「落ち着けよ、杏子。さすがにそれ以上やると陣矢がヤバイ」


「放はなしなさい、ナイト、こいつを殺してあんたも殺すわ！」


　ダメだ、半分錯さく乱らん状じよう態たいになっている。とはいえ、所しよ詮せんは女子だ。ナイトの力を振ふりほどけるわけもなく、杏子はナイトに両りよう腕うでをつかまれたまま駄だ々だをこねる事しかできなくなった。


「放してよ、ナイト！」


「あぁ、わかったから少しは落ち着け、杏子。放すのはそれからだ」


　暴あばれて杏子も疲つかれたのか、まもなく大人しくなったのでナイトは杏子を解かい放ほうした。


「やれやれ、死ぬかと思った」


　赤くなった首をさすって陣矢が言う。が、表情はいたって普ふ通つうだ。まぁ、女子の細腕で絞められても逃にげようと思えばいつでも逃げられるはずである。実じつ際さいは大して効きいてなかったのだろう。


「なぁ、わかっただろ、シュガー。誰だれにだって隠しごとの一つや二つあるもんだ。そんなに目くじら立てるなよ」


「あんたが言うな、生しよう姜が」


　まぁナイトが言えた義ぎ理りではないが、陣矢は杏子に殺されかけても文もん句くは言えないことをしている。


「サンキュウな、ジンジャー。助かったよ」


　一いち応おう礼だけは言っておく。すると陣矢がウインクしながら親指を上げた。


「ドントウォーリー、一いち蓮れん托たく生しようさ」


　……いや、なにが言いたいのかよくわからないが、深くは突つっ込こむまい。


「あれ違ちがった？　呉ご越えつ同どう舟しゆうだっけ？」


「……もしかして、困こまったときはお互たがい様と言いたいのか？」


「あぁ、そうそう、それそれ」


　無理して難むずかしい四よ字じ熟じゆく語ごを使おうとするからそうなるのだ。


「とにかく、隠していたことはともかくとして、いい年した男女が同どう棲せいなんて問題があるわ！」


「いや、同棲ってわけじゃなくて……」


「同棲じゃないなら同どう衾きんか」


　陣矢の言葉に、杏子が眉まゆを吊つり上げた。


「ど、ど、どーきん!?　あんた、なにをしてるのよ!?」


「違う、同どう居きよだ、同居！　それも一時的に！」


　まったく、陣矢ときたら、バカのクセにどうしてそんな難しい単語など知っているのだろう、どうせ官かん能のう小説かなにかで仕入れた単語に決まっているが。


「とにかく、高校生がそんな生活不健全だわ！　あたしは絶ぜつ対たい認みとめない！……というわけで、今夜は様子を見にあたしがあんたの家に行くわ」


「なんでそうなる」


　カンベンして欲ほしかった。ナイトの平へい穏おんな日にち常じようを返して欲しい――いや、もう今さらそんなものは二度と戻もどってこないというのはわかっているが、愚ぐ痴ちらずにはいられなかった。


「そうだな、そういうことなら俺もナイトの家に泊とまろうかな」


「マジでカンベンしてくれ……」


　この二人が家に来たりすればまたヨルになにか言われるに決まっている。というか、魔ま宴えんのことを考えれば二人をこれ以上巻まき込むわけにはいかないのだ。


　さてどうしたものかと考えていると、二人が前を指差した。


「お、あれがうわさのクレープ屋じゃないか？」


「あ、本当ね。とりあえず話は後にして、食べましょ――ジンジャーのおごりでね」


「へいへい、わかってるよ」


　しかたない、ここはさっさとクレープを食べて、二人を適てき当とうにごまかして家へ逃げ帰るしかないだろう。先に帰ったヨルのことも気がかりだし、早めに切り上げるのが得とく策さくだろう。


「思ったより混こんでるな」


　来てみると、公園の一角に人だかりができていたのですぐにわかった。時間も時間なので、市内の高校生が他にも集まっているようであった。


「制せい服ふくで買い食いしているのが見つかると、面めん倒どうだな」


　ナイトが言うと、杏子は肩かたをすくめた。


「そんなの気にすることないわよ、ちょっと買い食いするくらい、誰だってやってることでしょ？」


「まったくだ、ナイトは相変わらずマジメだな」


　と、親友二人は杞き憂ゆうだと笑った。確たしかにその通りだろう。だが、目立たず平穏に、というのがナイトのモットーなのだ。長年守ってきた考え方は、そうすぐには変えられない。


「それより早く買うわよ。話によると、材料がなくなり次し第だい閉へい店てんしちゃうらしいから」


「せっかく来たのにそれはないぜ」


　というわけで、三人も列に並ならんだ。待っている人間は五人ほどだったので、三人ともそれほど待つことなくクレープを買うことができた。


　店はワゴン車の後部を改かい造ぞうして作った移い動どう式しきのものだった。すぐそばにはゆっくり休めるよう、テーブルとイスが用意されており、他の客がすでに使っていたところであった。見たところ、ナイトたちと同年代くらいの客が大半であった。おそらくナイトたちと同様、うわさを聞いて集まってきたのだろう。


「あたしは……スペシャルフルーツマウンテンで」


「一番高いのを頼たのみやがった！」


　杏子の注ちゆう文もんに、陣矢がブーイングの声を上げた。


「いーじゃない、けち臭くさい男はもてないわよ。それとも、あの約束はウソだったの？　これだから約束を守れない男は……」


「ケッ、いいさいいさ、俺おれも男だ。宵よい越ごしの金はもたねえよ。好きなもんを注文しろよ」


　やぶれかぶれで陣矢が言ってきた。ずいぶん古ふる臭くさい言葉を使うが、宵越しの金を持たないのは江え戸どっ子だ、と心の中でツッコミを入れるナイト。


「ナイトはどうすんだ？」


「ん？　俺はいいぞ。これくらい、自分で買う」


「遠えん慮りよするな！　好きなものを買えよ。先月金のないときは世話になったからな、その礼だ」


　そう言えば、先月末、金欠だった陣矢をなにかと援えん助じよした記き憶おくがある。ならば、ここは好意に甘あまえるとしよう。


「俺はそっちの、チーズハムエッグにしてくれ」


　と、陣矢が店員に注文をした。ナイトも何にするか、と素す早ばやくメニューに目を走らせた。


「俺は……そっちのアイスクリームのやつで」


　結局ナイトが注文したのは、メニューの中で一番安いものであった。


「なんだ、ナイト。そんなのでいいのか？」


「あぁ、冷たいものがちょうど食べたかったんだ」


　ナイトとしては別べつ段だんどれでもよかったのだが、ここで陣矢に無む駄だ使づかいばかりさせては、また先月の二の舞まいとなってしまうだろう。そんなわけで、陣矢の好意を受け取りつつ、陣矢の負ふ担たんを減へらせるよう一番安いものを選んだのだ。


「はい、どうぞ」


　と、さほど待つことなく三人分の注文が差し出された。店員は白いコックコートを着た若わかい男であった。この男がうわさのフランス帰りなのだろうか？　営えい業ぎようスマイルを浮うかべたその顔はいかにも人当たりがよさそうで、どこにでもいそうな外見の若い男であった。ただ、フランス帰りの凄すご腕うでという割わりに若すぎる風ふう貌ぼうが珍めずらしく、ナイトは相手の顔をじっと見つめた。


「ナイト、何ボーっとしているんだよ？　早く食おうぜ」


「ん？　あぁ、そうだな」


　あまりジロジロ見るものだから、店員に変な顔をされてしまった、ナイトは慌あわててその場を離はなれ、先にイスに座すわっていた陣矢たちのところへ戻もどった。


「あ、これヤバくない？　かなり美味おいしいんだけど」


　と、一口食べた杏子が顔をほころばせた。どうやらミーハーな杏子には大満足な味であったようだ。


「あぁ、けっこういいんじゃないか？」


「そうだな。悪くはない」


　と、陣矢にナイトもうなずいた。実じつ際さいクレープは、評ひよう判ばんになるくらいなので悪くない、むしろなかなか美味であった。ナイトの食べるアイスのクレープは、冷たいアイスと柔やわらかい皮とのバランスがちょうどいい食感であった。


「なるほどな、確たしかにこれはなかなか……」


「ナイト！　そんなところにいたの！」


「え!?」


　聞き覚えのある声である、というか、さっき別れたばかりのヨルの声であった。


　見れば、やはり傍かたわらにはヨルがいた。何を慌てているのか、少し息を切らせて立っている。


「ちょうどよかった、もう食べ終わるから、そろそろ帰ろうかと思っていた……」


「それどころじゃないのよ、とにかく、ちょっとこっちへ来て！」


　と、ヨルが強ごう引いんにナイトの手を引いていく。ナイトは引きずられるようにして歩いていった。


　そんな二人の様子を見て、陣矢と杏子は顔を見合わせた。


「なんなんだ、あの二人？」


「……気に入らないわね、どーも」


　杏子が歯は軋ぎしりをした。


「あいつ……そんなに外国人がいいの、金きん髪ぱつに青い目がいいわけ？　いっそあたしも金に染そめてカラーコンタクト入れればいいわけ？」


「いやぁ、ナイトが洋ピン好きって話は聞かないな」


「洋ピンって、あんた、オヤジ臭くさいわよ」


　その単語の意味を知っている杏子もどっこいどっこいだ。


　陣矢は爪つめを嚙かんでいらだっている幼おさな馴な染じみを見て、ため息を吐ついた。


「まぁ、そうカリカリするなよ。別段お前が見た目で負けてるってことはないと思うぜ？　少なくとも、美人の外国人と可愛かわいい日本人なら、俺は日本人の方を選ぶね」


「え？　そーぉ？」


　今のは陣矢としては最大級の誉ほめ言葉である。それを聞いた杏子もまんざらでもない顔をしている。だから陣矢は一言付け加えた。


「お前が黙だまってればの話だけどな」


「なによ、それじゃぁあたしが喋しやべるとダメみたいじゃない！」


　みたいじゃなくてその通りだ……しかし、ここで余よ計けいな一言を言ってしまうのが陣矢の限げん界かいなのだろう。つくづく因いん果がな自分の性せい格かくに、陣矢は苦く笑しようした。


「まぁ、せいぜい頑がん張ばれよ。俺は一いち応おう、お前の味方だぜ」


「え？　いきなりなによ？」


　陣矢は幼いころやったように、幼馴染の頭に軽く手を載のせた。


「まぁ、なんだ？　頑張って頑張ってそれでもどーしようもなかったら、その時は俺がなぐさめてやるから、精せい一いつ杯ぱい頑張ってみろよ」


「あんた、なにを……」


「なんでもねぇよ」


　プイと、陣矢は赤くなった顔を背そむけた。


「ナイトの奴やつ遅おそいな、少し様子見てくる」


「あ、ちょっと……」


　杏子が止めるよりも早く、陣矢はナイトとヨルの去っていった方向へ走っていった。


「なによ、あのバカまで……」


　杏子は自分の頭に触ふれてみた。そう言えば、いつからだろう、昔はよく遊んでいた陣矢と、いつの間にか遊ばなくなっていた。それがまたいつの間にか毎日のように顔をつき合わせて遊び歩いている。


　きっかけは、ナイトとの出会いだろうか。でも、考えてみればナイトを引き合わせてくれたのは陣矢ではなかっただろうか。だとしたら……


「……そうね、あたしもあんたのこと、別段嫌きらいじゃないわよ」


　誰に聞かせるでもなく、そう呟つぶやく――しかし世の中というものはどうにもままならないもので、その不ふ条じよう理りさをかみ締しめる佐さ藤とう杏子、一六歳さいの夏である。


　――一方そのころ、ナイトとヨルは人目のない木こ陰かげに隠かくれ、小声で話し合っていた。


「どういうことだよ、ヨル？　さっきから、いったい何の用なんだ」


「それが、どうも、この街にほかの魔ま乖かい術じゆつ師しが入り込こんでいるみたいなのよ」


　と、ヨルは切せつ羽ぱ詰つまった様子で告げてきた。ナイトもその言葉の意味する内ない容ように気づき、ハッとした。


「つまり……ほかの魔ま宴えん参加者が？」


「このタイミングで魔乖術師が観光旅行に来るとは考えにくいわね。しかも、相手はすでに私たちの近くにまで迫せまっている可か能のう性せいが高いわ」


「どういうことだよ？　街に張はった結けつ界かいがあれば、不意を突つかれる心配はないんだろ？」


「そう思っていたんだけど。敵てきのほうが上うわ手てだったのよ。敵は『偽ニセ』、幻げん惑わくの使い手として名高い魔乖術師よ。場合によっては、そのあたりに潜ひそんでいる可能性もあるわ」


「おいおい、正気か？　まさか、いきなり襲おそってくるとか言うんじゃないだろうな？」


「その可能性だってあるわ。魔宴はスポーツの試合じゃない、殺し合いなのよ。奇き麗れい事ごとは言ってられないわ」


　ナイトはそう言われ、周囲を警けい戒かいするように見み渡わたした。そこにあるのは見み慣なれた日にち常じようの中の、公園の風景であった。だがその裏うらには、すでに敵の魔手が伸のびているかもしれないのだ。そう考えると、周囲のあらゆるものが怪あやしく思えてきた。


「だから少しでも変なことがあれば、十分警戒するのよ。なにか最近変わったこととか、変な人とかを見なかった？」


「いや、そんなことはないが……」


　ナイトはそう言いかけて、ふと思い出した。いや、言われてみれば、最近なにか違い和わ感を覚えた気がする。それがなんであったのかは思い出せないが……


「……ヨル。それで、その『偽』っていうのはどんなやつなんだ？」


　ナイトの質しつ問もんに、ヨルは重々しい声で答えた。


「『偽』はさっきも言ったとおり、幻想の魔ま乖かい咒じゆを使ってくるわ。『まつろわぬもの』『見えざる虚きよ構こうの神意』『思し慮りよの迷めい宮きゆう』『影かげより潜ひそみくるもの』『永遠とわの襲しゆう撃げき者しや』とも呼よばれる虚構世界の管理者『虚きよ偽ぎの裁さい判ばん官かん』を信しん奉ぽうする『偽』の八や祖そ、フィッティヴァルホック家の代表よ。『偽』は私の『闇ヤミ』と同様、戦せん闘とう用というよりは補ほ助じよ系けいの魔乖咒に当たるわ。だけど油断はできないわよ。『偽』の魔乖咒は人を惑まどわせる精せい神しん攻こう撃げきを得意としているから、ある意味『滅メツ』以上の強きよう敵てきよ」


　なるほど。まぁどんな相手であれ、ナイトとしても相手を甘あまく見るつもりはない。気を引き締しめてかからねばなるまい。


「つまり、いつ敵が攻せめてくるかわからないから注意しろってことだな？」


「その通りよ。だから早く帰って、態たい勢せいを整えましょう」


　ヨルが少し早口で言ってきた。普ふ段だん冷静なヨルがここまで切羽詰った様子になるとは、よほど緊きん迫ぱくした状じよう況きようらしい。


「よぉ、ナイト。なにそんなところでコソコソ話してるんだよ。田中さんも一いつ緒しよにあっちで話そうぜ」


　と、話し込む二人を不ふ審しんに思ったのか、陣矢がやってきた。しかたがない、ここは適てき当とうなことを言って、陣矢たちとは別れるとしよう。


「悪いな、ジンジャー。少し用が……」


　と、そこでナイトは気づいた。ヨルが恐おそろしい形ぎよう相そうで陣矢をにらんでいるのだ。それは今まで見たことがないほど憎にくしみに満ち溢あふれた表ひよう情じようだった。


「感心しないわね、ナイト。いつまでこんな茶番を続けるつもり？」


「なんのことだ」


　ヨルが鋭するどい視し線せんをナイトへ向けてきた。


「言ったはずよ。あなたはすでに私と同様、裏の世界に踏ふみ込んでしまったのよ。もはや表おもての世界には戻もどれないわ。なのに、いつまでこんなことを続ける気？　このままだと、あなたはいつか周囲の人間を巻まき込むことになるわ」


「わかっているさ」


「わかってないわ！」


　ヨルが語気を荒あららげた。


「このままあなたが同じ生活を続ければ、いつか取り返しのつかないことになるわよ。そうなってからじゃ手て遅おくれなのよ」


「わかっている。だから俺おれは……俺は、力を手に入れたんだ」


　そうだ。かつてナイトは『先生マイステリン』と出会ったときに願った。力が欲ほしい、正せい義ぎを貫つらぬくための、大切なものを護まもるための力が。そして実じつ際さいナイトは力を手に入れた。『最強』と呼ばれた魔女を倒たおしうるほどの力を。


「そのために、俺は大切なものを護る力を手に入れたんだ」


「それで、あなたは護れるの？　いいえ、護れたの、大切なものを？」


　見み透すかすようなヨルの眼まな差ざしに、ナイトはハッとした。そう、確たしかにナイトは、昔と比くらべものにならないほどの強大な力を手に入れた。だが、ナイトは前回の戦いで、大切な『先生』を失ってしまった……ヨルはそのことを言っているのか？


「ナイト、あなたはそうやって、全てを自分の感かん傷しように巻き込むつもり？」


　ヨルの言うことは正しい。周囲の危き険けんを考えるなら、ナイトはもはや日常にかかわるべきではないのだ。そういった意味では、ヨルはどこまでも正しい。だが。


「俺は……そうやってあっさり全すべてを捨すててしまえるほどものわかりはよくないし、達たつ観かんしてもいない」


「ナイト、それは未練だわ。いつか必ず後こう悔かいするわよ」


「…………」


「…………」


　二人は無言になって睨にらみあった。と、その間へ居い心ごこ地ちの悪そうな顔をした陣矢が入ってきた。


「あぁ、お取り込み中悪いけど……もしかして俺は、向こうへ行ったほうがいいか？」


「そうだな、陣矢」


　ナイトがうなずいたそのとき、ヨルがジロリと、鋭い視線を陣矢に向けた。


「ナイト。あなたには確かに力があるわ。でも、所しよ詮せんその力は微び弱じやくよ。大切なものを護るには、その力はまだ足りない」


「……そうかもしれない。だが、最さい低てい限げんのものを護るくらいの力はあるさ」


　ナイトとて矜きよう持じはある。『先生』から受け継ついだのは『最強』の称しよう号ごう。その名に恥はじぬ力をナイトは持っていなくてはならないのだ。


「慢まん心しんは魔ま乖かい術じゆつ師しにとって最大の敵てきよ。それに実際、あなたの実力は取るに足らぬものでしかないわ」


　なんだ、今日のヨルは様子が変だ。妙みように突つっかかることばかり言ってくる。さっき仲たがいしたことをまだ根に持っているのだろうか。


「そのことを今教えてあげるわ」


　ヨルが片かた手てを持ち上げた。ヨルの長い金きん髪ぱつに一いつ瞬しゆん黒い幾き何か学がく模も様ようが浮うかび上がった。


　次の瞬間、ヨルの指先から、影かげが伸のびる。黒い影はヨルの指先で鋭い爪つめの形となった。


　ヨルはその鉤かぎ爪づめを真横に振ふるった。鋭い刃やいばはそのまま、傍かたわらに立っていた陣矢の胸むねを切り裂さいた。


「な!?」


　あまりの事じ態たいに、ナイトはなにも反はん応のうすることができなかった。陣矢自身も同じだ。何が起こったのかわからない、呆ぼう然ぜんとした表ひよう情じようのまま、血のにじみでる胸の傷きずを見下ろしていた。


「な……なんで……」


　陣矢は胸を押おさえて出血を抑おさえようとしたが、すぐに力ちから尽つきたように膝ひざをつき、そのままドウと地面に倒たおれた。


「ヨル!?　君は、何を考えている！」


「これが現げん実じつよ、ナイト」


　ヨルは凍こおるほど冷え冷えとした口調で答えた。


「もしもわたしが敵だったらどうするの？　あなたは今そこで突っ立っていたのと同様、自分の大切なものを護ることもできないのよ」


「しかし、だからって何でこんなことをするんだ！」


　ナイトが叫さけび、ヨルを睨にらんだ。ヨルも負けじと睨み返してくる。


「現実から目をそむけないで！　これがあなたの実力なのよ！」


　ヨルは地面の上に血ち溜だまりを作る陣矢を指差した。


「あなたの実力では、大切な人を護ることもできない。そして中ちゆう途と半はん端ぱなあなたの決意は、周囲を不幸にするだけよ」


「それはわかったよ！　でも、こんなことをするなんて……なんで？」


「……わたしの『闇ヤミ』は回かい復ふく蘇そ生せいが十八番おはこよ。これくらいの傷、すぐに塞ふさげるわ」


　ヨルは呟つぶやき、手を動かして魔ま方ほう陣じんを描えがいて魔ま乖かい咒じゆを発動させた。そんなヨルを見て、ナイトはふと、ある仮か定ていを思いついた。その仮定は普ふ段だんならばありえないと笑い飛ばすところだが、考えれば考えるほど現げん実じつに思えてきた。


「……ヨル、一ついいか？」


「なに？　今魔乖咒に集中しているから、あまり話しかけないで」


「君が展てん開かいしようとしているのは、攻こう撃げき用魔乖咒じゃないか？」


　ナイトが言った瞬間、ヨルは邪悪に口元をゆがめた。


「えぇ、そうね！」


　ヨルの手から発せられた光球が陣矢に伸びた。ナイトはとっさに飛び出し、手に魔力を込こめ、ヨルの攻撃をはじいて陣矢を守った。


「あら、感心ね。今度は護ることができたじゃない」


　こともなげに言うヨル。そんなヨルを見て、ナイトは先ほどの仮定が事実であったと確かく信しんした。


「君は……いや、お前は誰だれだ」


「何を言っているの？　同どう居きよ人にんの顔を忘わすれた？」


「違ちがう、お前はヨルじゃない！」


　ナイトはきっぱりと断言した。


「俺の知っているヨルは、こんなことをしたりしない！」


「あら？　ナイト。あなたがいったいわたしの何を知っているというの？」


　ヨルは不思議そうな表情で首を傾かしげてきた。だが、そもそも今の状じよう況きようでそんなことをすること自体不自然だ。


「確かに俺はヨルのことをたいして知っているわけじゃない。だが、お前が偽にせ者ものだってことがわかるくらいにはヨルのことを知っている」


「ふーん」


　目の前の少女は興きよう味み深そうにうなずいた。


「何より今の魔乖咒、ヨルの魔力と気け配はいが違った。それが一番決定的だった」


「……おやおや、これは予想外でしたねぇ」


　ヨルが――いや、ヨルの姿すがたをした何者かがそう呟つぶやいた。


「私の偽ぎ装そうは完かん璧ぺきだったはずです。個こ々この魔力の波は動どうを識しき別べつできるとは、なるほど、魔乖術師としての経けい験けんは浅くとも、魔乖咒の才さい能のうに関しては天てん性せいのものがあるようですね、あなた」


「お前……そうか、お前が『偽』の」


「大だい正せい解かい、とお褒ほめしましょう」


　相手は薄うすら笑いを浮うかべつつ、手を大きく動かして拍はく手しゆをしだした。その動き、表ひよう情じよう、言動、すべてがナイトを小ばかにしているかのようだった。


　そして相手の姿が変へん貌ぼう。ヨルの姿がゆがみ、相手の本ほん来らいの姿が現あらわれる。現れたのは、長身の男であった。身長は、中ちゆう背ぜいのナイトより頭一つ分は高かった。地じ味みな色の服装だが、その全身至いたる所に銀色の細いチェーンが巻まきつけられ、体を動かすたびにチャリチャリと金きん属ぞく音おんがした。細身ではあるが、瘦やせているわけではなく、引き締しまった体つきをしている。


　見たところ、歳としは二十そこそこといった感じだ。浅黒い肌はだは生来のもので、明らかに日本人ではなかった。頭はドレッドヘア、顔には大きなミラーグラスをつけ、全身のチェーンとあいまって異い様ように目立つ風ふう貌ぼうであった。


「どうも、お初にお目にかかります。お察しのとおり、私は『偽』を司つかさどる〈八や祖その禍まが家や〉、フィッティヴァルホック家のものです。名はミハイル・ド・ロベルト・ダ・フィッティヴァルホックと申します。以後、お見知りおきを」


『偽』の魔ま乖かい術じゆつ師し、ミハイルは流りゆう暢ちような日本語とともに丁てい寧ねいに頭を下げてきた。だが相手のその態たい度どと口調は丁寧すぎて、慇いん懃ぎん無ぶ礼れいだとナイトは思った。


「……『偽』の魔乖術師が、俺に何の用だ？」


　我われながら馬ば鹿かなことを聞くものだ、とナイトは内心呟つぶやいた。相手がこうしてナイトの目の前に現れた目的は、一つしかない。


「困こまるんですよねぇ、本当に」


　ミハイルは額ひたいに手を当て、ため息を吐つきながら頭かぶりを振ふった。


「あなたのような存そん在ざいは、とっても困るんですよ、ねぇ、わかっていますか、あなた？」


「…………」


「返事がない、ただのしかばね……ではなくて、わかっていないようですね、あなたは」


　ミハイルはまたも大げさに首を振りながら息を吐いた。そのしぐさの一つ一つが人の神経を逆さかなでするものであった――というか、ナイトの周囲に現れる外国人は、本当に外国人かと疑うたがいたくなるような連中ばかりだ。日本語は達たつ者しやだし、日本の文化についても詳くわしすぎる。


　と、そんなナイトの内心を知ってか知らずか、ミハイルは続けた。


「〈絢けん爛らんなる魔ま宴えん〉は言ってみれば、魔乖術師同士の殺し合いです。どんな手しゆ段だんを使ってでも相手を殺せば勝ちです。ですが、その殺し合いにも最さい低てい限げんのルールがあります。わかりますか？」


　わかるはずがない。ナイトが無言のままでいると、ミハイルは勝手に続けた。


「魔宴に参加できるのは、それぞれの八祖から一名だけというルールです。そもそも泥どろ沼ぬま化する八祖の抗こう争そうを収おさめるために始めた魔宴で組そ織しき戦せんを許きよ可かすれば意味がないでしょう？　ですから、あなたのようなノラ魔乖術師に勝手なことをやられるのは、非ひ常じように困るわけなのですよ。おわかりですか？」
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　言われてみればその通りだ。ナイトがヨルに手助けするのは本来ならルール違い反はんだ。だが……


「えぇ、あなたの言いたいことはわかりますよ。あなたは八祖のどの家にも所しよ属ぞくしない魔乖術師だと言いたいのでしょう？　確たしかに、そういった意味であなたの手助けはルール違反ではありません。ですがね、あなたのようなノラ魔乖術師を発見したら、速すみやかに処しよ分ぶんするというのが魔乖術師のルールなのですよ」


　言いざま、ミハイルが手を振るった。その指先から炎ほのおの玉がナイトめがけて飛んでくる。ナイトは慌あわてず、その攻こう撃げきを片かた手てで打ち払はらった。


「いきなり無ぶ粋すいじゃないか、『偽ニセ』。初対面の人に挨あい拶さつするときは、握あく手しゆをしましょうって教えてもらわなかったか？」


「クックックック……なるほど。さすが『最強』の後こう継けい者しや。その実力はなかなかのものですね」


「『最強』――俺の『先生マイステリン』を知っているのか？」


「えぇ、もちろん」


　ミハイルは人を見み下くだすような薄ら笑いを浮かべたままうなずいた。


「脳のうミソまで筋きん肉にくでできた『滅メツ』の魔乖術師なら知ってますとも。あの戦いは、私も陰かげから拝はい見けんさせていただきましたからね」


　ナイトは相手の言葉に耳を傾かたむけるふりをしながら、いつでも交戦できるように体たい勢せいを整えた。相手への警けい戒かいは解とかないまま、横目でちらりと倒たおれた陣矢を見た。グッタリとしたままの陣矢、出血がひどい。このままほうっておくのはかなり危き険けんだ。一いつ刻こくも早く手当てをしなくては、手て遅おくれになってしまうだろう。本物のヨルさえいればあれくらいの傷きずはすぐ治なおせるのだが、今ここでそれを望むのはさすがに甘あますぎる。


「清すが夢む騎ない人とさん。正しよう直じき言って、あなたの存在は非常に面めん倒どうです。ノラ魔乖術師の分ぶん際ざいで、その実力は我われ々われ八祖クラスにも匹ひつ敵てきする。このまま見み過すごすには少々危き険けんすぎますのでね。悪いのですが、ここで始し末まつさせていただきますよ」


　言いながら、ミハイルが宙ちゆうに魔ま方ほう陣じんを描えがいた。複ふく雑ざつなその図形は、今までのものより強力な魔ま乖かい咒じゆが展てん開かいされることを意味していた。


　だが強力な魔乖咒はその分発動に時間がかかる。ナイトの瞬しゆん発ぱつ力りよくをもってすれば、それをかわすくらいはわけのないことだった。


「クックックック……確かに、あなたならばこの攻撃をかわすのはたやすいでしょう。ですが、かわせますか？　後ろがどうなっても知りませんよ」


　いやらしい笑えみを浮うかべたミハイルの言葉に、ナイトはハッとした。ナイトの真後ろには今、倒れた陣矢がいる。ナイトがかわせば、その攻撃はそのまま陣矢に命中するのだ。


「陣矢！」


　ナイトは陣矢を助け起こそうと振ふり返ったが、遅おそかった。


「甘いですよ、清夢騎人さん」


　ミハイルが、手の先から強きよう烈れつな閃せん光こうを放はなった。それがナイトたちへと迫せまる。ナイトはとっさに懐ふところから紙を取り出した。その紙にはあらかじめ魔乖咒展開用の魔方陣が描かいてある。こんなことに備そなえて、常つねに何枚まいか持ち歩いているのだ。


　投げられた紙の上で魔方陣が輝かがやき、ナイトたちを守る光の壁かべが現あらわれた。その壁が、ミハイルの攻撃を見み事ごとに受け止める。ミハイルの攻撃が止まらないため、受け止めるナイトもそのまま膠こう着ちやく状じよう態たいとなった。


「オヤオヤ、さすが、と言ったところですか。少しは戦いなれているようですね」


「お蔭かげ様さまでね」


「ちょっと、ナイトにジンジャー、さっきから何をやって……」


　と、そこへやってきたのは杏子だった。戻もどるのが遅おそいので様子を見に来たのだろうが、この場合登場のタイミングが最悪だった。


　杏子はまず、魔乖咒を使うナイトとミハイルの姿すがたに目を留とめた。


「な……なにしてるの、あんたたち？　どういう特とく撮さつ？」


　と、そこで杏子は気づいた。地面の上で血ち溜だまりを作って倒れた陣矢に。


「ジ、ジンジャー！　なにしてるのよ！」


「オヤオヤ、また目撃者が増ふえてしまいましたね」


　困こまったようにつぶやくミハイル。だがその表ひよう情じようは口調と裏うら腹はらに、心底楽しそうに笑っていた。


「目撃された以上、口くち封ふうじが必要ですね」


　ナイトへの攻撃は右手で続けたまま、ミハイルは反対の手を杏子へと向けた。ナイトはハッとして叫さけんだ。


「逃にげろ、杏子！　早く！」


「え？　なに、なんなのよ、いったい、なんだってのよ!?」


　状じよう況きようが飲み込こめず、癇かん癪しやくを起こしたように叫ぶ杏子。だがその反はん応のうはこの場合、最悪であった。杏子を助けたいが、今ナイトが動けばミハイルの攻撃が陣矢を直撃してしまう。ナイトは動けなかった。


「恨うらむなら、そこにいる清夢騎人さんをお恨みなさい」


　ミハイルは笑えみを深め、左手から魔乖咒を放った。


「杏子！」


　ナイトの叫びもむなしくミハイルの攻撃は真まっ直すぐ杏子へと伸のびていき――胴どう体たいに風かざ穴あなを開けた。


「な!?」


　だが、杏子は無ぶ事じだった。何故なぜならば横手から飛び出した陣矢が杏子の代かわりにその攻撃を受け止めたからだ。


「ど、どうして……」


　突つき飛ばされた杏子はもはや事の成り行きについていけず、腹から血をボタボタと垂たらす陣矢をただ呆ぼう然ぜんと見上げていた。


「な、なんかもう……わけわかんね。わけのわからん外人が出てきたと思ったら、いきなり切られるし、痛いたいし、その痛みも感じなくなってきたし……」


　陣矢は苦しそうに声を漏もらしながら、その場に膝ひざをついた。


「じ、陣矢！」


　杏子が叫ぶ。陣矢は朦もう朧ろうとしながらも、力を振り絞しぼって掌てのひらを杏子へ向けた。


「バカ、早く逃げろ、お前も俺おれみたいになりてぇか！」
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「で、でも、早く手当て……」


「かすり傷きずだ！　いいから逃げろ！」


　陣矢が文字通り、血とともに言葉を吐はき捨すてた。当然のことだが、陣矢のそれはかすり傷どころか致ち命めい傷しように近いものだった。だが陣矢の心意気を無む下げにするわけにもいかない。杏子はようやく立ち上がり、後ろを気にしながら駆かけ出した。


「逃がすとお思いですか」


　ミハイルはだが、もちろん容よう赦しやがなかった。逃げる杏子の背せ中なかめがけて左手を向ける、が。


「させるかよ！」


　その前に陣矢が仁に王おう立だちとなる。自みずからの体を盾たてにして、その攻撃を受け止めた。


「陣矢！」


　ナイトが叫ぶのと、陣矢が糸の切れた人形のように倒たおれるのはほぼ同時だった。血を吸すったＹシャツはどす黒く不ふ吉きつな色に染そまっている。だが、それを着る陣矢は少しだけ安あん堵どしたような表ひよう情じようを浮うかべていた。


「よくわかんねぇけど……あいつが助かったなら、それでいいか」


「陣矢、しっかりしろ！　すぐに助ける！」


　だが陣矢は、すでにナイトのその声すらも聞こえていないようであった。


「あぁ……でも……心残り……弁べん当とう……食いたかった……」


　かすれるような声でそう呟つぶやき、陣矢はゆっくりと、まぶたを閉とじた。


「オヤオヤ、一いつ般ぱん人じんの割わりに、見上げた根こん性じようですね。まぁいいでしょう。その蛮ばん勇ゆうに免めんじて、あの少女は見み逃のがしてあげますか……今はね」


　クックック、と耳みみ障ざわりな含ふくみ笑いを漏もらすミハイル。その声、その態たい度ど、そのしぐさ、全すべてが癇かんに障さわる存そん在ざいだった。いや、もはやその存在の全てを、ナイトは許ゆるすことができなかった。


「ミハイルゥゥゥッ!!」


　怒いかりの咆ほう哮こう。ナイトは渾こん身しんの力で相手の攻撃を弾はじき飛ばし、拳を握にぎり締しめて敵てきの魔ま乖かい術じゆつ師しに躍おどりかかった。


「おっと、危あぶない危ない」


　笑いながらミハイルは防ぼう御ぎよ壁へきを展てん開かい、ナイトの攻撃は透とう明めいな魔力の壁によって受け止められた。


「いけませんねぇ、魔乖術師たるもの、常つねに冷静でなくてはいけません。でなくては、長生きできませんよ」


「黙だまれ黙れ黙れぇぇぇぇ!!」


　もはや頭に血が上のぼって、相手の言葉など理り解かいできなかった。ナイトはただ激げき情じように任まかせ、渾身の力を右手に注そそいで相手へ叩たたきつけるだけであった。


「無む駄だですよ、無駄。そんな攻撃は……む？」


　ピシッと、魔力の壁に亀き裂れつが走った。


「まさか、私の障しよう壁へきを力ずくで破やぶる気ですか？　そんな非ひ常じよう識しきな!?」


　ピシピシッと、障壁の亀裂が一気に広がった。


「あぁぁぁあぁぁああぁあぁああああああ!!」


　雄おたけびを上げながらさらに力を込めるナイト。ナイトの体を流れる『滅メツ』の魔力がミハイルの障壁を侵しん食しよくしていく。


「そうでしたね。思い出しましたよ。『滅』の魔乖咒には防御能のう力りよく無む効こうの特とく性せいがあるのでしたね」


　次の瞬しゆん間かん、ナイトはミハイルの障壁を破は壊かい、その右みぎ腕うでは吸すい込まれるようにミハイルの頰ほおに入った。その衝しよう撃げきでボールのように弾き飛ばされるミハイル。


　だがミハイルは転ころがる勢いきおいを利用してすばやく立ち上がり、体たい勢せいを整えてきた。


「クックックックック、激情に身を任せることで一時的に瞬しゆん発ぱつ力りよくは高まったようですが、それだけの力ではこの私には勝てませんよ」


　と、顔のミラーグラスを押おし上げて不ふ敵てきな笑えみをこぼすミハイル。その態度が、いや、言葉、表情、ミハイルという存在の全てが、ナイトにとって不ふ快かいだった。


「あぁぁぁぁぁあぁああぁぁぁあぁあぁあぁああ!!!」


　さらに叫びながらミハイルへ飛び掛かった。が、拳はなにもない空くうを薙ないだ。


「そんな直線的な攻撃では、私に触ふれることもできませんよ」


　耳元でミハイルの声。瞬間、ナイトの体が宙ちゆうで一回転した。自分の体が投げ飛ばされたのだ、と気づいたときには、体が地面に叩きつけられる衝撃が襲おそってきた。衝撃でメガネが弾き飛ばされ、一瞬息がつまった。そのためにその後の対たい応おうが遅おくれた。


「クックックックック……真しん剣けん勝負の最中に動きを止めるとは、殺してほしいのですか、あなたは？」


　言いながら、ミハイルは倒れたナイトの胴どう体たいをつま先で蹴けり上げてきた。かなり強きよう烈れつな蹴りだった。胃いの中のものが逆ぎやく流りゆうするような違い和わ感にナイトは体を折り曲げたが、ミハイルは容よう赦しやなく蹴り続けてきた。何度も何度も、サッカーでもやるかのごとく、ナイトの腹部を蹴り続ける。


「どうしたのですか、清夢騎人さん。この程てい度どで終わりだというのですか？」


　丁てい寧ねいな物腰と裏うら腹はらに、ミハイルは人体の急所を狙ねらって的てき確かくに蹴り上げるというエグい攻こう撃げきを繰くり出してきた。その攻撃を前に、ナイトは体を動かして急所をずらすくらいのことしかできなかった。


「拍ひよう子し抜ぬけですね。『最強』と謳うたわれた『滅』を倒したその実力、楽しみでしたのに、ガッカリですよ」


　余よ裕ゆうたっぷりな態度でミハイルは肩かたをすくめ、蹲うずくまるナイトを見下ろしてきた。


「まったく、買いかぶりすぎだったようですね。こんな小こ細ざい工くまでしたというのに、必要なかったようですね」


　言いながらミハイルはちらりと、倒たおれたままの陣矢を見た。血まみれの陣矢はピクリとも動かなかった。もはや誰だれが見ても、陣矢の命のともし火は消えていた。


「貴き様さま……よくも、よくも陣矢をぉぉ」


　ナイトは倒れたまま奥おく歯ばをかみ締しめ、土を強く握にぎり締めた。が、その顔面をミハイルは容赦なく蹴り上げてきた。


「嫌きらいなんですよねぇ～、あなたのような偽ぎ善ぜん者しやは。いったいなにをそこまで怒おこっているのですか？　あなたのお友達が殺されたから？　でも、その原げん因いんを作ったのはあなた自身です。先ほども言ったでしょう？　あなたが我われ々われ魔ま乖かい術じゆつ師しに関かかわらなければ、こんな結果にはならなかったのですよ」


　言いながら、ミハイルはナイトの頭を踏ふみつけ、体重をかけて踏み躙にじってきた。だが、その痛いたみも今のナイトはロクに気にならなかった。


「まぁ、冥めい土どのお土産みやげです。最後にいいことを教えてあげましょう」


　言い、ミハイルがパチリと指を鳴らした。瞬間、倒れたままの陣矢の姿すがたがかき消すように消えた。跡あとには血の一滴てきたりとも残っていなかった。


「クックックックック、私は『偽ニセ』の魔乖術師、『惑ワク思シなる千セン里リ眼ガン』の異い名みようを持つ幻げん想そうの魔乖術師です。今のが、私の魔ま乖かい咒じゆの力です」


　そう、すべてはミハイルが生み出した幻想だったのだ。最初から最後まで、全すべてが夢む幻げん、ナイトは幻術に踊おどらされていただけなのだ。


「なら、陣矢たちは……」


「すべては幻まぼろしですよ。あなたを惑まどわすための幻想、こちらの計算以上の効こう果かがあったようですね。クックック」


　嫌いやらしい笑みを浮うかべるミハイル。が、ナイトはその事実にホッと胸むねをなでおろした。


「そうか……陣矢たちは、無ぶ事じなんだな」


「何を安あん堵どしているのですか、偽善者」


　ミハイルがさらに足に体重をかけてきた。


「まったく、どうしようもない偽善者ですね、あなたは。見ていて反吐へどが出るほどだ……だから嫌いなんですよ、あなたのような存そん在ざいは。このまま虫けらのように踏み潰つぶして、オヤ？」


　ナイトは倒れたまま、自分を踏むミハイルの足をつかんだ。


「なんですか、この手は？　いまさら何を……」


　ミハイルは足を振ふって手を振り払はらおうとした。だが、できなかった。なぜなら、ナイトの手はピクリとも動かなかったからだ。万まん力りきのような力でギリギリと、ミハイルの足を締しめ上げてくる。恐おそろしい力であった。ナイトの手の中にあるミハイルの足の骨ほねが、ギリッと悲ひ鳴めいを上げた。


「奇き遇ぐうだな」


　倒れたまま、ナイトが呟つぶやいた。


「俺も、お前みたいなやつが大っ嫌いなんだよ」


　言いながら、立ち上がる。片かた手てでミハイルの足をつかんだまま。腕うでを大きく振るとミハイルの体が宙ちゆうを舞まった。


「な!?」


　そのまま回転させて遠心力を加えつつ、ミハイルの体を放ほうり投げた。ミハイルは大おお柄がらではないとはいえ、大の大人だ。それを片手で放り投げるなどという芸当、当然人にん間げん業わざではない。


　だが、ナイトにはそれが造ぞう作さもなくできた。『滅メツ』系けい統とう第二咒じゆ法ほう〈破は滅めつの星の守しゆ護ご者しや〉。自みずからの筋きん力りよくを増大させる魔乖咒である。ナイトは倒れた状じよう態たいでその魔乖咒を発動させたのだった。


　ゴミくずのように軽く放り投げられたミハイルはそばに生はえていた木の幹みきにたたきつけられ、そのままガックリと木の根元に崩くずれた。


「グッ……とんでもない馬ば鹿か力ぢからですね、ますますあなたのことが嫌いになりましたよ」


「あぁ、同感だ。お前みたいに人の弱みに付け込こんだりする下げ種すが、俺は大嫌いなんだよ」


　ミハイルは苦しげに息を吐はきながら、ヨロヨロと立ち上がった。


「クックックック、粋いきがるのはおよしなさい。あなたの魔乖咒の才さい能のうは、ある意味私以上であると認みとめましょう。ですが、あなたは精せい神しん的に脆もろすぎる。それではこの私には、我わが『偽』には決して勝てませんよ。あなたは魔乖術師としては最低レベルでしかないのですからね」


「そう。なら、そこに最高レベルの魔乖術師が加わったらどうなるかしら？」


　聞き覚おぼえのある声と同時に、ナイトの背はい後ごから魔乖咒が飛んできた。ミハイルはその攻こう撃げきを、ギリギリのところで回かい避ひ。振り返れば、そこにはいつからいたのか、黒いマントを身にまとったヨルが佇たたずんでいた。


「ヨル!?　どうしてここに？」


　ヨルは肩かたをすくめて首を振った。


「新しい敵てき、『偽』の魔乖術師が近づいてきているから、注意しなさいってあなたに忠ちゆう告こくしに来たのよ」


「そうか、そいつはどうもご親切にありがとう」


　ナイトは口の端はしから流れる血を拭ぬぐいながら皮ひ肉にくっぽく答えた。


「でもできればそういう忠告は、今度から少し早めに言ってほしいな。せめて本人ご到とう着ちやくの前に伝えてくれないと、歓かん迎げいの準じゆん備びをする暇ひまがないんだよな」


「善ぜん処しよするわ。今はそんなことより、目の前の敵に集中しなさい」


　と、ヨルが冷れい徹てつな表ひよう情じようのまま言った。完全に戦せん闘とう態たい勢せいに入っているようであった。


　ヨルはナイトと違ちがい、生まれながらの魔乖術師だ。これがミハイルの言う、経けい験けんの差というやつなのだろうか。


　ヨルはチラリと、一いつ瞬しゆんだけナイトの様子を窺うかがってきた。


「ケガはどの程てい度ど？」


「たいしたことはない。戦闘に支し障しようが出るほどじゃないさ」


「なら、いくわよ、事前の打ち合わせどおりに」


「あぁ」


　ナイトが前ぜん衛えいで敵をひきつけ、ヨルは後方からナイトを援えん護ごしつつ魔乖咒を展てん開かいする。それが二人の戦闘パターンである。


「行くぞ」


　短く合図をして、ナイトは前へ飛び出した。それと同時にヨルが魔乖咒を放ち、ミハイルを牽けん制せいする。


「おっと」


　ミハイルはヨルの攻撃をかわした。だが、それが二人の狙ねらいである。回避の直後で硬こう直ちよくした瞬間を狙い、前衛のナイトが迫せまる。


「なかなかいい動きをしてきますね」


　ミハイルが両手でナイトの拳こぶしを受け止めた。だが魔乖咒で強化し、魔力を込めたナイトの攻撃はその程てい度どで受け止められるものではない。凄すさまじいまでの衝しよう撃げきはミハイルの全身を駆かけ抜ぬけ、その体を軽々と吹ふっ飛ばした。


　だが、ミハイルもそれでは終わらない。後ろへ弾はじき飛ばされながら空中で魔ま方ほう陣じんを描えがき、魔乖咒を放ってきた。


「効きくかっ！」


　叫さけび、ナイトが追つい撃げきする。ミハイルの攻撃など意にも介かいさず、ひたすら前進。相手の放った攻撃がナイトの肩を掠かすめていったが、致ち命めい傷しようには遠い。ナイトはそのままミハイルに肉にく薄はくし、強きよう烈れつな前まえ蹴げりを叩たたき込んだ。


「グッ」


　ミハイルは息を詰つまらせ、体を折り曲げながら吹っ飛んでいった。今の一撃はかなりまともに入った。常じよう人じんなら内ない臓ぞう破は裂れつ間ま違ちがいなしの威い力りよくである。さすがのミハイルも、軽傷ではすまないだろう。


「ナイト、肩かたの傷きずは大だい丈じよう夫ぶ？」


　背はい後ごからヨルが問いかけてくる。ナイトは振り返ることなく、肩に手を当てた。触さわってみると鈍どん痛つうが今さらのように感じられた。思ったよりも深い傷で、出血がひどかった。


「あぁ、たいした傷じゃない」


「ムチャ言わないの。回かい復ふく咒じゆ法ほうをかけるわ」


　と、背後でヨルが魔方陣を描いた。ヨルの使う『闇やみ』は回復、蘇そ生せいに優すぐれた魔ま乖かい咒じゆだ。ヨルの実力ならばたいていの傷を瞬時に塞ぐことが可か能のうである。そのヨルがいるからこそ、ナイトも傷を恐おそれることなく前へ出ることができるのであった。


　ナイトの体をヨルの魔力が包つつみ込み、傷を癒いやす……ザクッ。


「え!?」


　違和感を覚えて、ナイトは自分の体を見下ろす。胸むねの中央を、黒い刃やいばが貫かん通つうしていた。刃の根元からは赤い血が流れ落ち、ナイトの体をつたって地面にこぼれていた。


「ヨ、ヨル？」


　何が起こったのかわからず、ナイトは背後を振り返った。ナイトのすぐ背後にまで近づいていたヨルは、手にした黒い剣けんでナイトを刺さしたのであった。


「ど、どうして……」


　全身から力が急に抜けていく。ナイトは驚きよう愕がくに顔をゆがめながら、目の前に立つヨルを見上げた。ヨルは何が楽しいのか、微び笑しようを浮うかべながらナイトを見下ろしていた。


「だから言ったでしょ？　あなたはね、魔乖術師としてあまりにも未み熟じゆくすぎるのよ。昨日今日出会った魔乖術師を信じて、無む防ぼう備びな背中をさらす――そんなことでは殺してくださいと言っているようなものですよ、クックックックック」


　ヨルの浮かべる嫌いやらしい笑みには見覚えがあった。


「貴様、まさか……」


「はい、そのまさかですよ」


　ヨルの姿がゆがみ、そのまま黒い肌はだを持つミハイルの姿となった。


「貴き様さま、ヨルをどうした！」


「どうもしませんよ。ヨルミルミ・シュトレンベルグは最初からここには来てなどいませんよ。全ては夢む幻げんだった、ただそれだけの話です」


　ナイトは自分が今蹴けり飛ばし、吹っ飛ばしたミハイルを見た。地面の上に倒たおれているミハイルは、だがかき消すように消えてしまった。確たしかに手ごたえがあったはずなのに、あれは幻まぼろしだったらしい。


「無む駄だですよ、私の『偽ニセ』は完かん璧ぺきです。本物と同じ外見、触しよつ感かん、あらゆるものが同じ偽者を生み出します。あなた程てい度どの力では見み抜ぬけませんよ」


　まったくだ。そのおかげですっかりしてやられた。確かに戦せん闘とう能のう力りよくで言うならば、ナイトのほうがミハイルを上うわ回まわっているだろう。だが実じつ際さいの戦闘において、上うわ手てなのはミハイルのほうなのだ。


「さぁ、お立ちなさいな、清夢騎人さん。傷は浅いですよ」


　馬ば鹿かを言う。胸のど真ん中を刺さしておいて、軽けい傷しようなものか。


「よく見なさい。あなたのどこに傷があるのですか？」


　言われて気づく。先ほどまでの胸の痛いたみが消えていた。いや、傷自体がどこにもない。ナイトは無傷のまま倒れていただけであった。


　なにがなにやらわからず、ナイトは怪け訝げんな顔のまま起き上がった。その様子を見て、含ふくみ笑いを漏もらすミハイル。


「クックックック……安心なさい、あなたは無傷です。あなたの傷もまた、私の生み出した幻です」


「どうしてそんなことを？」


　そうだ、ミハイルは実際、ナイトを倒そうと思えば倒すことができたはずだ。なのに何故なぜそれをしなかったのか、不可解だった。


「なに、今のはほんの余よ興きようですよ。いわゆる前ぜん座ざというやつです」


「余興？」


「えぇ、嫌きらいなんですよね、弱いものイジメって。だってそうでしょう？　私とあなたが戦えば、私が勝つのはわかりきったことです。そんな勝しよう負ぶをして何の意味があるのです？　面おも白しろくもなんともない。魔ま宴えんはゲームなのですからね、もっと楽しまないといけませんよ」


「ゲーム、だと？」


　ミハイルは笑いながらうなずいた。


「えぇ、〈絢けん爛らんなる魔宴〉は遊戯ゲームです。八や祖そ同士の抗こう争そうを肩かた代がわわりした代理戦争など、ゲームの域いきを出ませんよ」


「貴様、ゲームだと!?　それで人が死ぬんだぞ！　なのに、それを遊戯ゲームだって言うのか！」


　そうだ。魔宴は魔ま乖かい術じゆつ師しの殺し合いである。その殺し合いをただの遊びと断だん言げんするミハイルの感覚が、ナイトには理り解かいできなかった。いや、あまつさえそれを楽しもうという相手の考えは不ふ可か解かいを通り越こして不ふ愉ゆ快かいだった。


「えぇ、所しよ詮せんゲームではありませんか、こんなもの。まぁゲームではありますが、それはお互たがいの命を賭かけた、最高のゲームです。ですからできる限かぎり楽しまないとね」


　クックックック、と笑うミハイル。ナイトは不快感を我が慢まんしきれず、怒いかりに任まかせてミハイルに殴なぐりかかった。


「無む駄だですよ、そんなもの」


　ナイトの攻こう撃げきはしかし、ミハイルを素す通どおりした。目の前にいると思ったミハイルの姿すがたは、またも幻げん影えいだったのだ。ミハイルはその様子を見て、またも人の神しん経けいを逆さかなでする含み笑いを漏らした。


「クックック、いいことを教えてあげましょう。私はね、殺し合いをする相手の前に自分の姿をさらすほど自信家ではないのですよ。ですからね、あなたが今日ここで出会った私は、私の生み出した幻影に過すぎないのですよ、最初から最後まで、ずっとね」


　人を小ばかにしたようなミハイルの顔を見て、ナイトは歯は軋ぎしりをするくらいしかできなかった。こうやって言う以上、ミハイルの本体はここから離はなれた安全な場所にいるのだろう。ナイトにはどうすることもできない。


「さぁ、清夢騎人さん。これでわかったでしょう？　暴力で殺し合いをしたって、それは無む益えきな争あらそいです。そんなことより、私とゲームをしようではありませんか」


「ゲームだと？」


「えぇ、別段私は、あなたをどうこうしようとは思いません。正しよう直じき言って、あなた一人の取るに足たらない命など私にはどうでもいいのです。正せい確かくに言えばあなたは魔宴参加者ではないのですからね、私にあなたを殺す必ひつ要よう性せいはないのですよ」


　言いながら、ミハイルは懐ふところから一冊さつの本を取り出した。それは革かわの装そう丁ていがなされた古ぼけた本であった。それと似にた本を、ナイトもまた持っていた。


「これがなにかわかるでしょう？」


「魔ま道どう書しよ、だな」


「えぇ、これが我わが『偽ニセ』のフィッティヴァルホック家に伝わる魔道書『見ミ果ハてぬ虚キヨ偽ギの外ガイ典テン』です。あなたもまた、持っているはずです、『滅メツ』の魔道書をね」


　確かに、ナイトも持っていた。『先生マイステリン』より受け継ついだ『滅』の魔道書、『滅ホロび逝ユく愚グ者シヤどもの挽バン歌カ』を。


「魔宴参加者はそれぞれの家に伝わる古いにしえの魔道書を持っています。魔宴の厳げん密みつなルールでは、ほかの参加者からこの魔道書を奪うばい、全すべての魔道書を手に入れることを目め指ざすのが最終的な目的なのですよ」


「なら、相手を殺す必要はないのか？」


「魔道書の贈ぞう与よは可か能のうです。ですがせっかくの魔道書を敵てきに手て渡わたしてしまえば、その参加者は魔宴で生き残ったとしても、同どう系けい統とうの魔乖術師に抹まつ殺さつされることになるでしょうからね、結局は殺して奪うしかないのですよ。でも、あなたはそこまでする必要がないでしょう？　だからゲームをしましょう。お互たがいの魔道書を賭かけて、ゲームを」


　笑いながらゲームを持ちかけるミハイル。だが、当然ながらナイトは相手の言葉を信じることなどできなかった。


「ゲーム？　何をする気かは知らないが、そんなことをする義ぎ理りはないな」


「おやおや、怖こわいのですか、私とのゲームが？」


　嘲あざけるような口調のミハイル。見え透すいた挑ちよう発はつである。だが、挑発とわかっていてもナイトは自分の怒いかりが湧わき上がって来るのがはっきり自覚できた。


「暴ぼう力りよくで相手と殺し合うというのは、私の美学に反します。だからゲームで決着をつけようではありませんか。あなただって、本心では人殺しなどしたくないはずです。この提てい案あんは決してあなたに悪いものではありませんよ」


「だが、ゲームに勝ったからといってお前が素す直なおに魔道書を渡す保ほ証しようがどこにある？」


「そうですね、確たしかにそれは、私を信用してもらうしかないです。ですが、まずは私の話だけでも聞いてみませんか？　聞くだけなら別に損そんはしないはずでしょう？」


　ナイトが無む言ごんのままでいると、それを了りよう承しようと受け取ったか、ミハイルは勝手にしゃべりだした。


「今の時刻は午後の四時ですか。では、今から二四時間です。明日の午後四時までが制せい限げん時間です。これから私は、私の能力を使ってあなたを騙だまします。制限時間の間、あなたが一度も私に騙されなければあなたの勝ち、一度でも騙されてしまえばあなたの負けです。どうです？　単たん純じゆんでしょう？」


　確かに、それだけなら単純なゲームである。だがあっさり相手の土ど俵ひように乗れば、それこそ相手の思う壺つぼだ。


「それだけのルールか？」


「えぇ、わかりやすいでしょう？」


「だが、俺おれが騙されたとどう判はん断だんする気だ？」


　極きよく論ろんを言えば、ナイトが騙されていないと言い張はれば勝負はつかないはずである。騙されたかどうかというのは、客観的には判断が難むずかしいことだ。


「私が幻げん影えい使いだというのはあなたもご存ぞん知じでしょう？　私の生み出した幻まぼろしを本物だと勘かん違ちがいしてしまえば、あなたの負けです。少し考えればわかるはずですが。これはあなたにとって有利な話ですよ」


　そうだ、ナイトが騙されていないと言い張れば、勝負はつかない。


「いいのか？　そんなルールで？」


「えぇ、構かまいませんとも。要は、あなたがどんな言い逃のがれをしてもどうしようもないほど、決定的に私の幻影にはまった状じよう況きようを作り出せばいいだけの話ですからね。ゲームは、少しくらい難なん易い度どが高めのほうがやりがいがあるというものですよ」


　クックック、といやらしい笑えみをこぼすミハイル。随ずい分ぶんと自信たっぷりなことである。


「では、決着は二四時間後、ということでよろしいですね」


「待て、俺はまだその勝負を受けるとは言ってないぞ」


　ナイトの抗こう議ぎを、だがミハイルは受け付けなかった。


「ですが、あなたは私の提案を受けざるを得ないはずです。先ほどあなたのお友達が死にましたよねぇ？　確かにあれは幻影でしたが、このままあなたが戦い続けた場合、先ほどと同じことが現げん実じつとなりうるのですよ。あなたがあくまでゲームを拒こばむというのであれば、どうなっても知りませんよ」


「待て、陣矢たちに手を出すな！」


　反はん射しや的にナイトは叫さけんだ。その反はん応のうを見て、面おも白しろそうにミハイルは口元を緩ゆるませた。


「えぇ、私が本気を出せば、あなたはお友達を守ることもできない――それはすでに証しよう明めい済ずみです。ですから、あなたは私の勝負を受けざるを得ないのですよ」


　ナイトは歯は軋ぎしりをしたが、どうしようもなかった。結局ナイトの意い思しがどうであれ、イヤでもこのゲームに参加せねばならないのであった。ナイトはミハイルの脅きよう迫はくに、屈くつするしか道はないのである。


「では、また二四時間後にお会いしましょう。楽しいゲームの始まりです」


　嗤わらうミハイル。その姿すがたが空気に溶とけ込こむようにして消えていった。ナイトはなし崩くずし的に、ミハイルのゲームに参加することとなってしまったのである。


「……しかたないな」


　本心は無む論ろんこんなくだらない勝負など拒きよ絶ぜつしているが、やる以上は勝たねばなるまい。実じつ際さい、命の奪うばい合いをするよりはよほどいい。


　だが、ミハイルの幻げん影えいはかなりのものである。先ほどのミハイルの姿も、実際に触ふれようとするまで幻影とは気づかなかった。よほど用心していなくては、さっきの二の舞まいとなってしまうだろう。


　外はずれて落ちたメガネを拾ひろい上げ、土を払はらって顔に戻もどす。このメガネは伊達だてなので別になくても困こまらないが、長年かけ続けてきたのでもはや顔にかかっていないと落ち着かないのである。


　と、メガネをかけなおしたところで聞き覚えのある声がした。


「ナイト、無ぶ事じだったの!?」


　無論それは、ヨルの声であった。見れば、ヨルが息を切らしてこちらにやってくるところであった。


「さっき、こっちから見み慣なれない魔ま力りよくの気け配はいがしたから急いで来てみたけど……なにがあったの？」


　と、しきりに周囲の様子を窺うかがいながらヨルが言ってきた。ナイトは少し用心しながら答えた。


「あぁ、新しい敵てきが出てきた。『偽ニセ』の魔ま乖かい術じゆつ師し、ミハイルとか言う男だ。知ってるか？」


「『偽』ですって？　そう……やっぱり、すでにこの街に侵しん入にゆうしていたのね」


　ヨルが悔くやしそうに唇くちびるをかんだ。


「『偽』は隠おん密みつ性せいにすぐれた魔ま乖かい咒じゆだわ。その接せつ近きんに気づかなかったのは、私のミスね……それで、あなたはなにもされなかったの？」


「あぁ、そうだな。おかげさまで、もう十分された後だよ」


　ナイトは先ほどのミハイルとのやり取りを手早くまとめて話した。


「……と、まぁそんなわけで、あいつの変なゲームに巻まき込まれたんだ」


「なんて……なんて迂う闊かつなことをしたのよ、ナイト！」


　と、ヨルが眉まゆを吊つり上げ、怒いかりを込めた口調で怒ど鳴なった。まさかそんなに強い反応が返ってくると思っていなかったので、ナイトは少し面食らってのけぞった。


「なんだ、なにをそんなに怒おこってるんだ？」


「それは私が不注意だったっていうのもあるけど……だとしてもあなたはあまりに無用心だわ。魔乖術師を相手にそんな約やく束そくをするなんて、もっての外ほかよ」


　ヨルがため息を吐つきながら説明をした。


「あなたは知らないかもしれないけど、契けい約やく強きよう制せい履り行こうの〈果たすべき誓ちかい〉っていう魔乖咒があるわ。この魔乖咒を発動して他人と契約すると、契約者はその契約を絶ぜつ対たいに遂すい行こうすることになるのよ」


「つまり？」


「あなたがゲームに負ければ、あなたはあなたの意思と関係なく魔道書を『偽』に奪うばわれるわ」


　なんてことだ、それは。いざゲームに負けたとしても、素す直なおに魔道書を渡わたさなくてもなんとかなるだろう、とか姑こ息そくなことも考えたりしたのだが、相手もそこまで甘あまくはなかったということか。


「〈果たすべき誓い〉は簡かん単たんな魔乖咒でもないけど、魔ま宴えんに参加する八や祖そクラスの魔乖術師なら使えて当然だわ」


「だとしても結けつ構こうじゃないか、要は、ゲームに勝てばいいだけの話なんだからな」


「それはそうだけど……」


　ヨルは少し不安そうに顔をゆがませた。それを見て、ナイトは警けい戒かい心しんを強めながらヨルの顔を見つめた。


　と言うより、先ほどあんなことがあったばかりである。目の前のヨルが本物だと確かく信しんがもてない。これもまたミハイルの生み出した幻げん影えいであるかもしれない。そう考えると、なんとも目の前の少女の存そん在ざいが胡う散さん臭くさく思えてきた。


　外見は確たしかにいつものヨルだ。だが同どう居きよしているとはいえ、ヨルと初めて出会ってからまだ数週間しかたっていない。彼女のことだって、ナイト自身まだ知らないことのほうが多い。だからこそ、相手を全面的に信じることはできなかった。


　そんなナイトの気配を敏びん感かんに感じ取ったか、ヨルが鼻から息を漏もらして言った。


「ナイト、あなたの考えていることが手に取るようにわかるわ。わたしのこと、偽にせ者ものかと疑うたがっているんでしょう？」


　図星だ。だが動どう揺ようを極力悟さとられないように努つとめつつ、ナイトはとぼけた。


「まさか、そんなはずがないだろう」


「いいのよ、別に気にしなくても。『偽』の幻術はかなりの精せい度どよ。外見は当然、触しよつ感かんだとか香かおり、味み覚かくまで、人間の五感全すべてを惑まどわせる力があるのよ。正しよう直じき、『偽』の幻まぼろしを見み破やぶるのはわたしでも難むずかしいわ。まして、わたしとあなたは他人同士。大して親しん密みつな仲じゃないんだから、偽者と本物を見分けるなんてほとんど不可能よ」


　と、ヨルが悲しそうな顔で言った。なぜそんなことを言うのだ、とナイトは疑ぎ問もんを持った。確かに二人は他人だった。だが二人は似にたもの同士だ。ままならぬ人生に振ふり回される者同士、互たがいの気持ちがよくわかっていた。そして数週間前、『滅』との死し闘とうを潜くぐり抜ぬけ、二人の距きよ離りはかなり縮ちぢまった――はずだった。少なくとも、ナイトはそう思っていた。だが、ヨルは違ちがったのだろうか？　そう思っていたのは、ナイトの勝手な思い込みだというのか？


「でも困こまったわね。私が本物だと証しよう明めいするには、どうすればいいかしら？」


「……そうだな、そう言えばヨル、君は確か、料理が得とく意いだな、それも和食が」


「え？　まぁ、そうね、それなりに得意だけど……」


「確か、最初に食った味み噌そ汁しるはなかなかうまかったな、日本人も顔負けのできだったぞ」


「なによ、いまさらそんな話を持ち出して、最初のは悪かったって、謝あやまったじゃない、あんな失敗作……」


　少しだけ不ふ機き嫌げんそうに言うヨル。その通りだ。初めてヨルが作ってくれた味噌汁は、お湯に味噌を溶とかしただけの代しろ物ものでとても飲めたものではなかった。出だ汁しを取っていない味噌汁があんな味だとは、ナイトも知らなかった。


　軽い引っ掛かけだったのだが、そこまで知っているとなると、目の前のヨルは本物だと思ってもいいのだろう。


「あぁ、なるほど、記き憶おくを確かく認にんして、本物かどうかを確かめたわけね」


　と、ヨルも得とく心しんがいったようにうなずいた。とりあえずは一安心、というわけか。


「とにかく、こんなところで無む駄だに話していてもしかたないわ。いったん帰って対たい策さくを練りましょう」


　確かにその通りである。ナイトもヨルと同じ気持ちだった。自じ宅たくは防ぼう御ぎよ用よう魔ま乖かい咒じゆの魔ま方ほう陣じんによって守られているので、こんな街中にいるよりはるかに安全だ。


　だが、気になることがある。陣矢と杏子だ。先ほどの二人がミハイルの生み出した偽にせ者ものだったということは、本物は今も近くにいるはずだが……


「なぁ、ヨル、近くに陣矢たちがいなかったか？」


「え？　いないわよ。変な魔力の気配を感じたから、すぐに人ひと払ばらいの結けつ界かいを張はったわ。この辺に一いつ般ぱん人じんは誰だれも残ってないはずよ」


「それって、いつ張ったんだ？」


「え？　気配を感じてすぐだから、今から十分くらい前ね」


　となると、先ほどミハイルと顔をあわせていたときにはすでに二人は近くにいなくなっていたわけだ。それなら二人とも無ぶ事じだろう。


　ただ確信はもてないので電話をかけてみることにした。が、どういうわけか二人とも携けい帯たいに出ない。なんだか不安があおられてきたが、ヨルが早く戻もどろうと急せかすので、二人のことは現げん状じようで納なつ得とくすることにした。一いち応おうナイトはミハイルの申し出たゲームに応じたのだから、ミハイルにとっても無関係の二人を襲おそう理由はないはずである。夜になってからまた連れん絡らくして、それでも二人とも不通だったら探さがしにいってみようと決意する。


「早く、行くわよ、ナイト」


「わかってる」


　ナイトは急かされながらヨルの後を追った。


　ヨルが結界を解かい除じよしたので周囲に一般人が戻もどってきた。夕方の時間、老ろう若にやく男なん女によが行きかいそれなりに混こん雑ざつする街中を縫ぬうようにして、二人は足早に家へと帰っていった。


　しかし……帰りながらもナイトはいろいろと考えてみた。


　いったい、ミハイルは何を考えてこんなゲームを持ち出してきたのだろう？　わざわざ回りくどい方法で。魔ま宴えんは結局のところ、魔ま乖かい術じゆつ師しによる殺し合いだ。こんなゲームを持ち出す理由がわからない――まさか、本気で自分の美学のためだというのか？　いや、あのミハイルの嫌いやらしい性せい格かくを考えれば、言葉どおりの意味ではないだろう、何か裏うらがあるに違ちがいない。


　そうだ、このゲームの性せい質しつ上じよう、ナイトは騙だまされないよう、常つねに気を配くばっていなくてはいけない。それはつまり、全すべてを疑うたがわねばならないということだ。だがナイトがそんな態たい度どでいれば、周囲との人間関係がギクシャクしてしまう。ミハイルの狙ねらいは、まさかそこだというのか？


　と、考えながら歩いていると、目の前で信号が赤になった。横おう断だん歩道の手前で足を止め、腕うでを組んでしばし考えてみる。いったい、ミハイルの本当の目的は何なのか……


「ちょっと、ナイト！　いきなりなにしてるのよ！」


「え？」


　ヨルの叫さけび、同時に手を強く引かれ、ナイトは倒たおれそうになりながら後ろへ下がった。そしてその鼻先を、猛もうスピードで走るトラックが通り過すぎていった。


「な!?」


　警けい告こくするようにクラクションを鳴らし、トラックはそのまま猛スピードで走り去っていく。呆ぼう然ぜんとするナイトを、周囲の人間が顔をしかめて注目していた。


「何考えてるのよ、いきなり赤信号の道路のど真ん中でたちどまって！」


　見れば、先ほどまでナイトがいた場所は道路であった。だが確たしかに先ほどまで、そこは歩道だったはずである。


「オヤオヤオヤ、どうなさいましたか、清夢騎人さん。赤信号を渡わたってはいけないと、子こ供どもの頃ころ教えてもらわなかったのですか？」


「ミハイルッ！」


　振ふり返れば、そこに嫌いやらしい薄うすら笑いを浮うかべたミハイルが立っていた。反はん射しや的にナイトが身み構がまえると、ヨルが静かにナイトの手を押おさえた。


「落ち着きなさい。こんな街中で、人目があるのに魔乖咒を使うわけにはいかないわ」


　確かに、人払いの結界がない今、周囲には民間人が大おお勢ぜいいる。民間人に魔乖咒の存そん在ざいを悟さとらせないようにするのは、魔乖術師の務つとめだ。


「それに、目の前の男は幻げん影えいよ」


　言われても、それが幻影だとナイトにはわからなかった。外見は無む論ろん、目の前のミハイルはそこにいるかのような気け配はいまで感じられる。ミハイルは、やはり笑えみを崩くずさぬままヨルを見みつめた。


「オヤオヤ、私の幻影を見み破やぶったのですか？」


「あなたみたいに変な格かつ好こうをした奴やつが街中にいて、周りの人間が誰も見てないんだもの。わたしたち以外には見えないような幻まぼろしなんでしょ」


　と、ヨルが確かく信しんを込こめて言う。確かにドレッドヘアにミラーグラス、全身にチェーンをつけたミハイルの姿は嫌でも目立つ。しかし、周囲の人間はそれを無む視ししている。なるほど、落ち着いて考えれば不自然だった。


「クックック、さすが、『闇』の八祖シユトレンベルグ。少なくとも、そちらの清夢騎人さんよりは頭が切れるようですね」


　と言い、ミハイルはナイトにミラーグラスの奥おくのまなざしを向けた。


「まったく、拍ひよう子し抜ぬけですよ。まさか、こんなにあっさりゲームの決着がつくとは思いもしませんでした」


「待て、今のは違う！」


　ナイトは歯は嚙がみした。そう、目の前の交差点、実じつ際さいの位置とずれた位置に歩道があるような幻を見せられ、ナイトはそれを信じて足を止めてしまったのだ。なんとも地じ味みな幻だが、してやられた。間近に接せつ近きんするトラックも、幻影に隠かくされてナイトからは見えないように仕組まれていた。まったく、周しゆう到とうなことである。


「今のは、騙されたわけじゃない！　よそ見をして歩いていただけだ。断じてお前の幻に引っかかったわけじゃない」


　苦しい、しかも子供じみた言い訳わけだ。だが、ナイトとしては騙されたと認みとめることはできなかった。認めれば、その瞬しゆん間かんナイトの敗はい北ぼくとなってしまうのだ。


　ミハイルは耳みみ障ざわりな含ふくみ笑いをこぼしながら肩かたを震ふるわせた。


「クックック、まぁいいでしょう、今のはほんの前ぜん座ざに過ぎないのですからね。だいいち、こんなあっさり決着がついても私が楽しくない。今のはまぁ、見み逃のがして差し上げますよ」


　ミハイルは人差し指を一本たて、左右に振った。


「でも、次はもっと用心してくださいよ？　でないと、簡かん単たんにゲームオーバーになっちゃいますからねぇ」


　と言った途と端たん、ミハイルの姿すがたが消えた。食えない相手である。いったいなにがしたいのか、本心がつかめない。ただ、油ゆ断だんならない相手であることだけは間違いなかった。


　そしてヨルが苦にが々にがしい顔でナイトを睨にらんできた。


「……なにか言うことは？」


「……助けてくれてありがとう」


　ヨルは肩をすくめてこれ見よがしにため息を吐ついた。


「本当に、しっかりしてよね。あなたことの重大さ、本当にわかっている？　よりによって『偽ニセ』を相手にスキを見せたりしたら、どんどんつけ込まれるわよ」


　クドクドと、イヤミの混まじった説教が始まった。街中でこれをやられると目立つし、かなり恥はずかしいのでやめて欲ほしい。ナイトは強ごう引いんにヨルをさえぎって説教を打ち切らせた。


「いいから、今は早く戻もどろう！」


「……本当に反省しているの？　まぁ、確たしかにのんびりできる状じよう況きようじゃないけど……本当に頼たのむわよ？」


「あぁ、わかっている」


　ヨルは腰こしに手をあてて首を振ふった。


「まったく、これでもあなたには期待してるんだから、もっとしっかりしてよ？」


「え？」


　ヨルがナイトに背せ中なかを向けながら続ける。


「一いち応おう、あなたのこと頼たよりにしているんだから。あまり情なさけない姿を見せないでよね」


「それって、どういう……」


「ほら、いくわよ」


　心持ち赤くなった顔を背そむけたまま、ヨルが足早に前を進んでいく。ナイトは慌あわててその背中を追った。





　――そのままナイトの自じ宅たくに戻り、玄げん関かんから中に入って鍵かぎをかけ、ナイトはようやく一息つけた。いや、まだ安心していい状況ではないが、いつも見み慣なれた家の中ならば外よりも落ち着ける。


「とりあえず、この家の周囲には魔ま乖かい咒じゆ除よけの結けつ界かいを展てん開かいしておいたわ。これなら『偽』でもそう簡単には仕し掛かけてこられないはずよ」


　そう、ナイトとヨルは数週間前から戦う準じゆん備びを整えてきたのだ。この家の中ならばミハイルがどんな手を使ってきたとしても、ある程てい度どは対たい抗こうできるはずである。


「さて、どうしたものか……」


「とりあえずはご飯にしない？　夕食の用意できているから、温あたためるだけで食べられるわよ」


　まだ夕食には少し早い気もするが、敵てきはいつ攻せめてくるかわからないのである。食べられるうちに食事をしておくのがいいだろう。


「そうだな、そうしようか」


「すぐに用意するわね」


　と、ヨルがキッチンへと姿を消した。残されたナイトは、とりあえず着き替がえて普ふ段だん着ぎになることにした。ナイトの普段着はいまどきの高校生とは思えないくらい地味な色合いの上下だ。もともとファッションに気を使う性質たちではないので、それで十分なのだ。


　着替えた後、他にやることもなくてキッチンに顔を出した。


「ヨル、手伝うことはないか？」


「ん？　じゃぁ、お皿並ならべてもらえる？」


　ナイトは言われるまま、戸と棚だなから食器を取り出してテーブルに用意していった。


「ヨル、今夜の献こん立だては何なんだ？」


「肉じゃがよ。今回は結けつ構こううまくできたと思うわよ」


　と、ヨルがうれしそうに言った。ナイトに気を使ってか、ヨルが作る料理は和食、日本の料理が中心であった。ナイトとしてはありがたい話ではあるのだが、気を使わせているのではないかという懸け念ねんもあった。


「ナイト、悪いけど、そっちの戸棚の醬しよう油ゆを出してもらえる？」


「わかった」


　醬油がちょうど切れたらしい。ナイトは買い置きの入った戸棚を開け、少し背せ伸のびをしながら醬油ビンに手を伸ばした。


「あぁ、それとナイト、さっき言い忘わすれたことがあったわ」


「なんだ？」


「あなた、少し背中が無用心すぎるわね」


　ドン、という衝しよう撃げき。同時に鈍どん痛つうがナイトの胸むねを襲おそった。


「な!?」


　絶ぜつ句くして振り向くと、自分の背中に出で刃ば包ぼう丁ちようが突つきたてられているのがわかった。それを刺さしたのは、当然ヨルだ。


「少しは用心したほうがいいわよ、でないと、こんな風になりますからねぇ～」


　ヨルは、ナイトが今まで見たことがないほどゆがんだ笑えみを浮うかべた。その顔を見て、ナイトは遅おそまきながら気づいた。


「お前、ヨルじゃない……」


「クックックックック……」


　含ふくみ笑いをこぼすヨルの姿すがたがゆがんだ。その姿はそのままドレッドヘアの魔ま乖かい術じゆつ師し、ミハイルの姿となった。


「まったく、残念ですよ、清夢騎人さん」


　ミハイルは笑いながら、困こまったように肩かたをすくめた。


「先ほど警けい告こくして差し上げたと言うのに、この体ていたらくですか。こんなにあっさり決着がついてしまっては、張はり合いがありませんよ、まったく。あなた、本当に勝負する気があるのですか？」


「ミハイルッ！」


　ナイトは歯を食いしばってミハイルを睨にらみつけた。ともすれば、胸の痛いたみに意い識しきを奪うばわれそうになるが、精せい神しん力りよくで意識を強ごう引いんに覚かく醒せいさせた。


「貴きっ様さまぁぁぁぁぁぁ!!」


　ナイトは、怒おこっていた。だが、それが何への怒いかりなのかは自分でもよくわからなかった。人の弱みを利用するミハイルの卑ひ劣れつさへの怒りか、それにあっさり引っかかる自分の甘あまさへの怒りか……だが、今はそんなことどうでもいい。ナイトは激げき情じように任まかせて、目の前のミハイルめがけて躍おどりかかった。


　今度は、ナイトの攻こう撃げきは素す通どおりしなかった。目の前のミハイルからは確たしかに殴なぐった手ごたえが返ってきたのだ。ミハイルはナイトの怪かい力りきにはじかれ、床ゆかに叩たたきつけられた。


「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」


　自分でもわけのわからない雄お叫たけびを上げつつ、ナイトはマウントポジションからミハイルの顔面へ拳こぶしを叩き込もうとした。


「ちょっと、ナイト！　しっかりしなさい！」


　と、下のミハイルが腕うでを伸ばし、ナイトのあご先を殴った。その衝しよう撃げきに、一いつ瞬しゆん視し界かいがゆがんだ。


「何を見たのよ、ナイト!?　意識をしっかり持って、もう一度周囲を見なさい！」


　一拍ぱくおいて見れば、ナイトはヨルの上に馬乗りになって、今まさに拳を叩き込もうとしているところであった。ナイトに組み敷しかれたヨルが、青い目で下からナイトをまっすぐ見上げている。


　いったいどういうことだ？　確かにミハイルの上にナイトは乗っていた……いや、この家にはナイトとヨルの二人しかいないはずだ。だからこの状じよう況きようは正しい？　しかし先ほどまでは確かに……ナイトは冷静に状況を分ぶん析せきすることができず、頭を抱かかえて悩なやみこんだ。


「ナイト、あなた、まさか……『偽ニセ』の幻げん影えいを見たの？」


　まさか、今のも幻影だったというのか？　でも、言われて見てみれば、先ほど背はい後ごから刺された胸の傷きずはどこにもなく、痛みも消えていた。


「……俺おれは、いったい……」


　ナイトは呆ぼう然ぜんと、周囲を見回した。いったい、なにがどうなったというのだ。


「……とりあえず、降おりてくれないかしら？　重いんだけど」


　言われて、ナイトははじかれたように立ち上がった。


「いや、ヨル、悪かった――違ちがう、違うんだ！　誤ご解かいだ！　今のはただ、後ろから刺されたような気がして、ヨルが敵てきに見えて、それで……」


「クックックック、いやはや、なんとも面おも白しろい座ざ興きようではありませんか。清夢騎人さん、あなたコメディアンの才さい能のうがあるのではありませんか？　久ひさ々びさに笑わせてもらいましたよ。クックックック」


　人を小ばかにした、皮肉たっぷりの声がした。見れば、いつの間にかイスに座すわったミハイルが、リビングのテーブルに頰ほお杖づえをついてこちらを見ていた。


「貴様!!」


「ふふふ、まったく、赤あか子ごの手をひねるとはこのことですね、清夢騎人さん、あなたを騙だますなんて、本当に、簡かん単たんなことですよ……まぁ、よろしいでしょう。なかなか面白かったし、今のは座興ですからね、特別にカウントしないでおいて差し上げましょう」


　ミハイルがそこで二本の指を立てた。


「でも、注意してください。仏ほとけの顔も三度までとこの国では言います。次に騙だまされたら、あなたの負けですよ？」


　一方的に告げ、ナイトが近づくよりも早くミハイルの姿はまたもかき消すように消えてしまった。残されたナイトとヨル。ナイトは、いたたまれない気持ちでテーブルに拳を叩きつけた。


「バカにしやがって！」


　完全に手玉に取られてしまった。それでいてミハイルに一いつ矢し酬むくいるどころか、反はん論ろんすらまともにできないでいる。自分が情なさけなかった。


　これが正面からの殴り合いなら、ナイトとてまだ自信はあった。だが、相手は決してそんな勝負を挑いどんではこない。当然だ。誰だれだって自分の土ど俵ひようで戦うほうが有利なのだから。もはやナイトは、完全にミハイルのペースに乗せられていた。


「少し落ち着きなさい、ナイト」


　と、ナイトとは対たい照しよう的に落ち着き払はらったヨルは、細長い指を自分のあごに当てた。


「……こっちの計算ミスね。『偽』の幻影が結界でも防ふせげないなんて……これは、難むずかしいわね」


　ヨルが考え込こむように腕を組んだ。そうだ、結界で守っていたにもかかわらず、ミハイルは家の中で幻影を操あやつってみせた。どうなっているのだ？


「残念だけど、補ほ助じよ系けい魔ま乖かい咒じゆに関する腕前では、ミハイルのほうが上うわ手てのようね。結界の隙すき間まを狙ねらって、魔乖咒を展てん開かいさせたんでしょう。もちろんわたしの張った結界があるから大だい規き模ぼ魔乖咒は使えないし、せいぜい実体のない幻まぼろしを使う程てい度どでしょうけど……効こう果かは十分のようね」


　そうだ、今のような幻を使われれば、実体のない幻でも簡単に騙されてしまう。なんとも厄やつ介かいであった。


　しばらく考え込んでいたヨルは、やがて決心したようにナイトに向き直った。


「ナイト、今から言うことをよく聞いて。あなたは、『偽ニセ』のしかけたゲームを受け入れてしまったわ。受け入れた以上、もう逃にげられない。そして『偽』のことだから、ゲームに負けたりすればロクな結果にならないわ。だから、あなたは絶ぜつ対たいに勝たないといけないの。わかる？」


「あぁ、それはそうだ」


「このゲームの性せい質しつやルールを考えると、あなたはこのゲームが終わるまで誰とも会わないように一人でいたほうがいいわね」


　確たしかに、ミハイルとのゲームの必勝法は、それしかないだろう。誰とも会わないようにして一人家の中で制せい限げん時間の間過すごすのが確かく実じつだ。


「私も明日の夕方まで外にいるわ。絶対に戻もどってこないから、誰が来ても決して扉とびらを開けちゃだめよ」


　と、ヨルが荷物をまとめだした。まるで家出をするかのようなヨルの態たい度どに、ナイトはあわてた。


「おい、ヨル！　本気で出て行く気か？」


「明日までね。わたしがここにいると、かえって面めん倒どうだわ。この家の防ぼう御ぎよ結界は全部起動させておくから、防御は完かん璧ぺきなはずよ。軍隊が攻せめてきても数週間は耐たえられる強度があるわ。だからあなたは私が出て行ったら扉を閉しめて、絶対に誰も入れないようにするのよ」


「そんなことで、本当に大だい丈じよう夫ぶか？」


　そう呟つぶやくと、ヨルが鋭するどい目でナイトを睨にらんできた。


「えぇ、人ひと払ばらいの結界も張はっておくから、誰もこの家には近づけないはずよ。誰か来たとしたら、それは『偽』の幻まぼろしね。騙されないようにしなさい」


　と、不ふ機き嫌げんな口調で言うヨル。


「どうしたんだ、ヨル？　何を怒おこっているんだ？」


「別に、怒ってないわよ！」


　どう考えても苛いら立だった様子である。


「いや、怒っているだろ」


「怒ってないわ。ただ――少しだけ、自分の甘あまさと、あなたのバカさ加か減げんに腹はらが立っているだけよ」


「なにをそんなに怒っているんだよ？」


「なら言うけど……あなた、幻のわたしに刺さされて倒たおれそうになったのよね？」


　その通りである。それも夕方とさっきの二度ほど。


「確かに『偽』の幻げん術じゆつは、人間の五感すらも狂くるわせるわ。でもね、実じつ際さいのところ人を倒すほどの痛つう覚かくを与あたえることはできないはずだわ」


「でも、さっきは確かに……」


「えぇ、そうね。もしも……もしもあなたがわたしを本当に信じていたなら、そんな痛いたみを感じたりはしなかったはずよ。わたしに刺されたとき、あなたが心からわたしを信じていたならば、そんな現げん実じつを受け入れたりはしなかったはずだわ。つまり、痛みは感じなかったはずよ。痛みを感じたということは、あなたを裏うら切ぎるわたしという存そん在ざいをあなた自身が認みとめてしまったからだわ」


「違ちがう、俺は君のことを信しん頼らいして……」


　ヨルは片かた手てでナイトの言葉を制せいした。


「いいのよ、別に。現実問題としてそうなったとき、最後まで相手を信頼することなんてできっこないものね。なにしろわたしとあなたは、所詮他人に過ぎないんだもの」


　そう言われた瞬しゆん間かん、ナイトは先ほど幻のヨルに刺されたとき以上の衝しよう撃げきを受けた。


「じゃぁね、ナイト。別にそのことは気にしていないから、今は『偽』とのゲームに集中しなさい。明日の夕方に戻もどるから、それまで誰も入れちゃだめよ」


　と、ヨルはあっさりと部屋から出て、そのまま玄げん関かんから外へと出て行った。バタン、と扉が閉まった瞬間、ナイトは急きゆう激げきな孤こ独どく感に襲おそわれた。


　なんなんだ、さっきのヨルは。確かに、確かにナイトは最後の最後でヨルにやられてしまった、と考えたのかもしれない。だがそれはあの場では仕方のないことではないか。それなのに、あのような言い方をすることはないではないか。


　最近少しヨルとの距きよ離りが近づいたのではないか、と思っていたのだが、それはナイト一人の思い込みだったということなのか。


　所しよ詮せんは他人――先ほどのヨルの言葉が、まだ胸むねに刺さっているようだった。


　そう、ヨルとナイトは、ほんの数週間前に顔をあわせた他人に過すぎない。だがそれがいつのまにかパートナーとなって、命を賭かけた殺し合いなんかに参加している。それは互たがいの信頼関係がなければできないことだ――少なくとも、ナイトはそう考えていた。だが、ヨルはそうとは感じていなかったのか。


「まったく、冗じよう談だんじゃないぞ」


　やるせない気持ちを込めて呟き、ナイトはリビングのテーブルについた。テーブルにはヨルが用意してくれた肉じゃががあった。腹はらが減へってはどうしようもないので、湯ゆ気げの立つそれを一口食べてみた。


「……しょっぱいな」


　それは少し醬しよう油ゆが多すぎるせいか、ナイトには少し味が濃こいように感じられた。しかも、少し食べただけで満まん腹ぷくになってしまった。いや、実際は満腹ではないはずなのだが、胸がいっぱいで食べ物をそれ以上受け付けなかったのだ。


　と、同時に急激な睡すい魔まが襲ってきた。すさまじく眠ねむい。まともに立つことも難むずかしいほどだ。


　もはや難しいことを考えることができない状じよう態たいで、ナイトはリビングのソファへ崩くずれるように倒れ、眠りの世界へと旅立っていった。


「無用心ですねぇ～。食事に何か毒が入っていないかと考えなかったのですかねぇ～」


　誰かの声が聞こえた気がしたが、それがなんなのかを考えることもできないくらい深い眠りへとナイトは落ちていった。





　――どれだけの時間が経たっただろうか？　ナイトはハッと気づき、目め覚ざめた。場所は自じ宅たくのリビング。なにもかけないままソファで寝ねていたため、少し寒さむ気けがした。


「……少し寝すぎたか？」


　窓まどの外を見ると、すっかり明るくなっていた。朝まで寝てしまったらしい。ここ最近早起き続きで、疲つかれがたまっていたせいだろうか？　まぁ、寝てしまったものは仕方がない。


　ナイトは顔を洗おうと思って立ち上がり、驚おどろいた――時計を見れば、時じ刻こくは午後の四時一五分となっていたからだ。


「マジか？」


　丸一日近く眠っていたということになる。いくらなんでもそれはおかしい。常じよう識しき的に考えて、そんな長時間目覚めないということはありえない。どういうことだ？　食事をしてすぐに襲ってきた猛もう烈れつな睡魔……まさか、食事に睡眠薬やくでも混まざっていたというのか？　だが、誰が、なんのためにそんなことを？


　いや、今はそんなこと、どうでもいい。今重要なのは、時刻だ。翌よく日じつの午後四時、ミハイルとのゲームの制せい限げん時間はすでに過すぎている。すなわち、ナイトが勝ったということになるのだが……本当にそうなのだろうか？


「いや、待て。確か、こういう推すい理り小説を読んだことがあるぞ」


　そうだ、時じ効こうが切れるのを待つ犯はん人にん。時効が過ぎた後、自分の犯行を犯人は得とく意いげに話した。だが、その部屋に置かれてあった時計の針はりは全すべて進められており、時効はまだ成立していなかった――という内ない容ようだ。


「そういうことか」


　種たねがわかれば簡かん単たんだ。きっと、こうやってナイトにゲームが終わったと勘かん違ちがいさせて、引っ掛かけるつもりなのだ。意外とせこい手しゆ段だんを使ってくるものだな、とナイトは思った。


　まず、ナイトは家中にある時計を集めてみた。その時計は全すべてがまったく同じ時刻を示しめしており、午後四時を過ぎていた。


　意外と几き帳ちよう面めんなところのあるナイトは、家の時計は全て正せい確かくに合わせてある。最もつとも時間に正確な電でん波ぱ時計に全ての時計の時間を合わせているのだが、今目の前にある時計は全てが秒単位で同じ時刻となっていた。


「……だが、これくらいごまかすのは簡単だ」


　そう、ミハイルの『偽ニセ』ならば、この程てい度どをごまかすくらいは訳わけないだろう。まだ安心はできない。


　ナイトは電話をとり、一一七の時じ報ほうの番号を押おした。


『……午後四時、一七分、四〇秒をお知らせします』


　時報もやはり同じだった。


「でも、まだ安心できないな」


　ナイトはさらにテレビをつけてみた。テレビのニュース番組を見てみると、やはりそこにも同じ時刻が表ひよう示じされていた。しばらく番組を眺ながめてみたが、内容にも不自然な点は見当たらなかった。


「いや、俺は騙だまされないからな！」


　叫さけび、ナイトは外へ飛び出した。太陽は西に大きく傾かたむき、確たしかに夕方の時間のようだった。だが、それでも信じられず、ナイトは道路を走って、最初に出会ったサラリーマン風の男だん性せいに話しかけた。


「すいません、今何時か、教えてもらえませんか？」


　息を切らせて尋たずねると、相手は少し驚きながらも親切に教えてくれた。


「え？　あ、あぁ……今は一六時二〇分くらいだよ」


「今日は何日でしたっけ？」


「え？　七月二日だけど」


　間違いなく翌日の午後四時を過ぎているようだった。


　念のため、適当な通行人に何度か同じ質しつ問もんをしてみたが、全て同じ答えだった。


「どうも……本当に時間が過ぎているみたいだな」


　客観的に考えると、どうしてもそうとしか考えられなかった。


「でも……こんなにあっさり終わっていいのか？」


　ミハイルのゲームが、こんな簡単なものだとは思えなかった。しかし現げん実じつは、途と中ちゆう何度か怪あやしい場面こそあったものの、最終的にはナイトが勝利したと告げているのだった。


「あっ、ナイト!?　あんたこんなところでなにしてんのよ？」


　背はい後ごからそんな声が聞こえてきた。振り返ると、陣矢と杏子、いつもの二人が近づいてくるところだった。二人ともカバンを持っており、今の時間を考えると下校中なのだろう。


「ナイト、あんたどうしたのよ？　連れん絡らくもなしにいきなり学校休んで、病気じゃなかったの？　その割わりには元気そうだけど……」


「だから言ったろ、シュガー。ナイトが風邪かぜひくもんか、仮け病びようだったんだろ？　たまには学校休みたい気分のときもあるよな、ナイト」


　ハハハ、と笑う陣矢。ナイトはつかつかと陣矢に近づくと、まじまじと相手を見みつめた。


「陣矢……本当に、ジンジャーか？」


「は？　なに寝ねぼけてんだ？」


　怪け訝げんな顔をされても、ナイトは嬉うれしかった。何しろ昨日最後に見た陣矢は、ミハイルに殺された姿すがただったのだ。それが幻まぼろしだと言われても、あれだけ生々しい幻げん影えいを見せ付けられてはこの目で確かく認にんするまで安心できなかったのだ。


　その陣矢が今、こうして元気そうにしている。その事実が、ナイトを安あん堵どさせたのだった。


「よかった……無ぶ事じだったんだな」


「無事って……どうしたんだよ、ナイト。お前変だぞ？　頭沸わいたか？」


　怪訝な顔をする陣矢。どうやら昨日のミハイルと出会った出来事を、全く知らないようだった。


「なぁ、ジンジャー。ひとつ聞くけど……昨日、俺おれたちってどんな感じで別れたっけ？」


「なんだよ、今いまさら。昨日は公園でクレープ食って……お前、急用があるとか言って帰って行ったんじゃないか」


　なるほど、そういうことになっているのか。詳くわしくは知らないが、魔ま乖かい術じゆつ師しの秘ひ密みつを守るために誰だれかがごまかしたのだろう。


「少し変なことを聞くけど……今、何時だっけ？」


「時計ないのかよ？　えっと、四時二五分くらいだな」


「七月二日だよな？」


「そうだけど……」


　ますます変な顔をされてしまった。だが、ここまで来てようやくナイトも安心できた。そう、もはや、制せい限げん時間を過すぎてしまったという事実はほぼ間ま違ちがいないようであった。


「で、ナイト。あんた、今日はなんで学校休んだわけ？　無む遅ち刻こく無む欠けつ席せきの皆かい勤きんがとりえのあんたが」


　杏子に聞かれて、ナイトは適てき当とうにごまかした。


「いや、ちょっと体調が悪くてな」


「その割には元気そうだけど？」


「夕方まで寝てたら治なおったんだよ」


「都つ合ごうのいい体調ねぇ～」


　呆あきれたように杏子が言う。彼女は少しだけ不ふ機き嫌げんそうに腰こしに手を当てた。


「せめて、連絡くらい入れときなさいよね。いきなり連絡なしで休まれたら、心配するじゃない」


「悪かった、気をつけるよ」


「まったく、あんたってしっかりしてるよーに見えて、たまーに抜ぬけてるんだから」


　杏子がクドクド言うのを、陣矢がまぁまぁとなだめた。


「ま、いーじゃないか。結局無事だったんだ。それに、たまに朝気分が悪くなることってあるだろ？　俺なんてしょっちゅうだぜ」


　陣矢が笑いながら、大通りのほうを見た。


「よし、ナイトが元気ならちょうどいい。どっか適当にぶらつくか」


「そーね。今日は心配かけた罰ばつとして、ナイトの奢おごりよね」


　二人の言葉に、ナイトはいつもの癖くせでうなずきそうになってしまった。が、さすがに今日はそうもいくまい。昨日の約やく束そくどおりならば、もうヨルが戻もどってくるころだった。


「悪い、今日は少し都合が悪いんだ」


「なんだ、ちょっとくらいいいだろ？」


「今日はどうしても無理なんだ。そのかわり、明日付き合うからさ」


「もぅ、しかたないわね。なら、明日は絶ぜつ対たいよ？」


「あぁ、約束する」


「じゃぁ、またね」


　と、二人は思っていたよりあっさりと帰っていった。少しくらい文もん句くを言われるかと覚かく悟ごしていたのだが、拍ひよう子し抜けするくらいあっさりとしたものだった。


「まぁ、いいんだけどな……ん？」


　背はい後ごに、気け配はいを感じてナイトは振ふり返った。が、そこには誰もいない。気のせいかと思って前を見ると、すぐそこの壁かべにもたれるようにして浅黒い肌はだの男が立っていた。


「どうも、お早うございます、いいお目覚めでしたか、清夢騎人さん」


　無む論ろん、相手はミハイルであった。ミハイルは微び笑しようすら浮うかべつつ、気さくに声をかけてきた。


「気分はいかがですか？　私とのゲーム、少しは楽しんでいただけましたか？」


「そうだな、それなりには」


　ナイトは油ゆ断だんなく身み構がまえながら答えた。そんなナイトを前にして、ミハイルはクック、と含ふくみ笑いをもらした。


「なにもとって食おうというわけではないのですから、そんなに身構えなくても大だい丈じよう夫ぶですよ」


「…………」


「さて、ゲームを終えて、気分はいかがですか？」


「…………」


「二四時間私に騙だまされなければあなたの勝ちという話でしたが……あなたは勝てましたか？」


「なぜ俺に聞くんだ？」


「あなたがどう感じているのか、少し興きよう味みがありましてね」


　意い味み深しんに笑うミハイル。ナイトはその表ひよう情じようを見て、相手が何か企たくらんでいる、と本ほん能のう的に悟さとった。


「……客観的に見て、ゲームは終わって、俺は騙された覚おぼえはない。だから、俺の勝ちだろう？」


「本当に、そうお思いですか？　あなたは私に一度たりとも騙されていないと、胸むねを張はって言えますか？」


「…………」


　それを言われると辛つらい。何度かミハイルの幻げん術じゆつにまんまと騙されたからだ。しかし、ナイトが胸を張って騙されていないと言い張れば、ミハイルはそれを覆くつがえすことはできないはずだ。騙されたのかどうかというのは結局個こ人じんの主観でしか判はん断だんできないのだから。


「さて、俺は騙された覚えはないな」


「本当に？」


「くどいぞ、ゲームは俺の勝ちだ！　違うのか？」


「クックックックック……確たしかに、あなたは勝てたのかもしれません。ですが、この勝利はあなたの望んだ勝利だとお思いですか？」


「どういう意味だ？」


　ミハイルはナイトを小ばかにしたようにあごを上げた。


「あなたの大切なパートナーはどこへ行ったのですか？　かわいい、かわいい、『闇ヤミ』の魔ま乖かい術じゆつ師しさんは？」


「ヨルなら……すぐに戻もどってくる」


「すぐに、戻ってきたら、いいですねぇ～」


　喉のどの奥おくから絡みつくような笑い声をもらすミハイル。その嫌いやらしい笑いは、ナイトの神しん経けいを逆さかなでした。そんなナイトの内心を知ってか知らずか、ミハイルは落ち着き払はらった口調で続けた。


「あなた方二人の組み合わせは、正しよう直じき厄やつ介かいです。『闇』と『滅メツ』、互たがいが互いの弱点を補おぎなえる二種類の魔ま乖かい咒じゆの組み合わせは、戦せん闘とう能力という点で他の魔乖咒の追つい随ずいを許ゆるしません。ですが、あなたは私に惑まどわされ、『闇』と別れてしまった。それは失敗でしたね」


「それがお前の狙ねらいだというのか？」


「さぁ、どうでしょう？　ですが、現げんにあなたは今、私の前に一人で立っています。あなたを助ける人間はどこにもいないではないですか」


「お前一人を倒たおすくらい、俺一人で十分だ」


　ナイトは腰こしを落とし、いつでも戦えるように呼こ吸きゆうを整えた。確かにミハイルはまともに戦うのが難むずかしい相手だ。だが、それでも正面からぶつかる限かぎり、ナイトも負ける気はしなかった。


「確かに、あなたは私を一人で倒せるでしょう。ですが、これから先もずっと一人で大だい丈じよう夫ぶですか？」


「どういう意味だ？」


　笑いながら、ミハイルがあるものを放ほうり投げた。それは、サッカーボールくらいの大きさの物体だった。それはナイトの足元に落ちると、少しだけ弾はずみながら転ころがってきた。


「な!?」


　それは、生なま首くびだった、人間の。乱みだれた長い金きん髪ぱつが絡からみついて、顔は見えない。だが、輝かがやくようなその金髪の持ち主を、ナイトは一人しか知らなかった。


「クックックック……一人で外を出歩く『闇』など、ただの的まとでしかありませんでしたよ」


「貴きっ様さまぁぁぁぁぁぁぁ!!!」


　ナイトの中で、血が沸ふつ騰とうするような怒いかりが燃え上がった。気づいたときには、ナイトはミハイルとの間合いを一息で詰つめていた。そのまま魔乖咒を込こめた拳こぶしを、ミハイルに叩たたき込んだ。


　が、その攻こう撃げきは空くうを切った。ミハイルの姿がかき消すように消えてしまったからだ。幻げん影えいである。


「クックックックックックック、慌あわてないでくださいよ、ただのボールじゃないですか。いったいなにをそんなに怒おこっているのですか？」


　少し離はなれた場所に現あらわれたミハイルが、パチリと指を鳴ならした。とたん、ヨルの生首に見えたそれは、ただのサッカーボールになった。


「これも、幻覚か……」


「クックックック、やはりダメですね、ダメですよ、あなたは、ねぇ、清夢騎人さん？」


　腕うでを組み、笑いながらミハイルが告げる。


「この程てい度どのことで心が乱されるようでは、あなたは魔乖術師としてあまりに未み熟じゆくすぎます。だから、あなたはあっさり騙だまされてしまう……そんなことでは私には勝てませんよ、絶ぜつ対たいにね。あなたがどれだけ強くても、私に勝つことは未み来らい永えい劫ごう不ふ可か能のうです」


「黙だまれ！　今のはもう、制せい限げん時間を過すぎた後だっただろう！」


「まだ気づかないのですか？　あなたはね、とっくの昔に……いえ、最初からゲームに負けていたのですよ」


　パチリ、とミハイルの指が鳴った、途と端たん、周囲の光景がゆがみ、全すべての幻影が解かい除じよされた。


「こ、ここは……」


　見れば、ナイトは公園の広場に立っていた。時計を見れば、時刻は午後四時、太陽が西に傾かたむいた時間であった。


「……ん？」


　手に違い和わ感があった。見れば、手に持ったクレープの中に入ったアイスが溶け、ナイトの手にこぼれていた。


「クレープ……まさか!?」


「ようやくわかりましたか？」


　ハッと顔を上げると、目の前には公園のクレープ売りの男が立っていた。いや、男の姿がゆがみ、それはそのままミハイルの姿すがたとなった。


「あなたはね、私と出会う前から……正せい確かくに言えば、あなたはこの公園に来てそのクレープを買ったときから私の幻影の世界をさまよっていたのですよ」


「そんな……」


　ナイトはなお信じられず、携けい帯たい電話の時計を見た。表ひよう示じされる時じ刻こくは、七月一日の午後四時一分。


「まさか、そんなバカなことが」


　ならば、まさか、ナイトは最初から騙されていたというのか。全てがミハイルの幻影で、実じつ際さいのところ、ナイトはこの公園から一歩も動かず、手の中のアイスが夏の日差しで溶とけ出してしまう程度の短い時間しか、まだ経たっていないというのか？


「おわかりですか？　あなたはね、私とゲームを始める前から勝負に負けていたのですよ、残念でしたねぇ～、クックックックック」


　ミハイルは勝ち誇ほこったように笑った。


「胡こ蝶ちようの夢ゆめ、という言葉があります。夢と現げん実じつ、そのどちらが本当の現実なのかわからない――あなたはまさに、そんな幻影の中を彷徨さまよっていたのですよ、私の思おも惑わくに乗って、まんまと騙されていたわけです」


　ミハイルが指を再さい度ど鳴らした。


「そして、私の目的もまた達たつせられました。私の勝ちですよ、清夢騎人さん」


「な!?　体が……」


　ナイトの体が、凍こおりついたように動かなくなってしまった。そこでようやく気づいた。ナイトの足元、公園の広場にはナイトを中心に、巨きよ大だいな魔ま方ほう陣じんが描えがかれているのだった。その魔方陣に描かれた模も様ように魔力が走り、強力な魔ま乖かい咒じゆの力がナイトへと流れ込んで来るのが感じられた。


「この際だから教えてあげましょう、これぞ我わが奥おう義ぎ、『偽ニセ』系けい統とう第四咒法、〈まつろわぬ虚うつろの理り想そう郷きよう〉です。対象者を決して覚さめることのない夢の世界へ誘いざなう魔乖咒ですよ」


　ナイトの意い識しきが、魔乖咒によって奪うばわれていく。それは遠く、果てのない奈な落らくの底へと落ちていく感覚に似にていた。


「ただこの魔乖咒は強力な分、発動に手間がかかるのですよ。しかも対象者が魔方陣の中心から動いてはならないという制約までありましてね、それで少し面めん倒どうでしたが、あなたには私の幻げん想そう世界をさまよってもらいましたよ。まぁ、いわゆる時間稼かせぎです。おかげでこのとおり、あなたはこのまま覚めない夢の世界へと旅立つというわけです」


　ドウ、とナイトはその場で倒たおれた。もはやナイトには、ミハイルの言葉を理り解かいするだけの意識すらも残っていなかった。


「安心しなさい、夢の世界もそんなに悪いものではありませんよ。なにしろ、そこはあなたの望んだ世界なのですから。理想の夢に抱だかれて、衰すい弱じやく死ししなさい、それはそれで幸せな死に方だと思いますよ、クックックック」


　最後の最後に、ナイトは自分の名を呼よぶ誰かの存そん在ざいを思い出した。だがそれが誰なのかわからぬまま……ナイトは夢の世界へと堕おちていった。
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　第三章　虚きよ構こうと現げん実じつと虚構の中の現実







「ナイトォォォォ!!」


　ヨルは必ひつ死しに叫さけびながら走ったが、間に合わなかった。嫌いやな予感がして、慌あわてて戻もどってくれば案の定じようだ。いつのまにか公園に描えがかれていた魔ま方ほう陣じんによって見み慣なれぬ魔ま乖かい咒じゆが発動し、マズイと思ったときは手て遅おくれだった。ナイトはヨルが見守る中、巨きよ大だいな魔乖咒に飲み込まれ、崩くずれるように倒たおれたのだった。


「ナイト！　しっかりしなさい！」


　倒れたナイトに駆かけ寄より、抱だき起こしながらヨルは片かた手てで魔方陣を描いて魔乖咒を発動させた。『闇ヤミ』系けい統とう第二咒法〈闇天使の癒いやし手〉だ。致ち命めい傷しようであっても瞬しゆん時じにふさぐ、最高の回かい復ふく魔乖咒である。


　だが、その魔乖咒でもナイトが起き上がることはなかった。


「どうしてよ！　傷は、ないはずなのに……」


〈闇天使の癒し手〉は肉体の傷は無む論ろん、精せい神しん的な傷すらも回復させる強力な魔乖咒である。なのにナイトは目覚めない、どういうわけなのだ？


「クックックックック、無む駄だですよ、『闇』。たとえあなたの魔乖咒がどれだけ強力であっても、我わが夢ゆめの呪じゆ縛ばくを解とくことはできません」


「あなたは……」


　異い様ような風ふう体ていの魔ま乖かい術じゆつ師しは深々と、慇いん懃ぎんな礼をした。


「初めまして、『闇』の魔乖術師、ヨルミルミ・シュトレンベルグさん。私はミハイル・ド・ロベルト・ダ・フィッティヴァルホックというものです。お察しのとおり、私が『偽ニセ』の代表ですよ」


「どうやってここに……」


　クックック、とミハイルはやはり人を小ばかにした含ふくみ笑いをもらした。


「我が『偽』の魔乖咒の偽ぎ装そう能のう力りよくをもってすれば、あなたに気づかれないようにこの街へ侵しん入にゆうすることくらいわけのないことですよ」


「そう、細こまかいことはどうでもいいわ。今大切なのは……ナイトをこんな目に合わせたのは、あなたなのね？」


　ヨルは柳りゆう眉びをを吊つり上げてミハイルを睨にらんだ。情なさけなかった、不ふ甲が斐いなかった、ナイトをこんな目に合わせてしまった自分自身が、くだらないことで心を乱みだしてしまった己おのれの未み熟じゆくさが、なによりも悔くやしかった。


　ミハイルはそんなヨルを前にしても、実に楽しそうに笑ったままである。


「オヤオヤ、怖こわいですねぇ。で、だとしたら、どうだというのですか？」


「どうもしないわ。ただ――あなたを殺す理由が一つ増ふえるだけの話よ」


　ヨルがそう言った瞬間、ヨルの目の前の空間に火がともり、勢いきおいよくミハイルめがけて飛んでいった。火の玉はミハイルの体を素す通どおりし、背はい後ごの地面にぶつかって小しよう爆ばく発はつを起こした。


「オヤオヤ、無む詠えい唱しよう、魔方陣なしの即そつ攻こう性せい魔乖咒。さすがですねぇ。相手に発動を悟さとらせる間もなくこれだけの威い力りよくの魔乖咒を使えるとは……『魔王の娘ムスメ』の異い名みよう、伊達だてではないようですね」


「チッ」


　飄ひよう々ひようとしたミハイルを前に、ヨルは舌した打うちをしながら髪かみをかきあげた。長い、金きん糸しのような金きん髪ぱつ。それが周囲に広がると同時、表面に黒い幾き何か学がく模も様ようが浮うかび上がった。〈魔乖術師の刺いれ青ずみ〉である。


　魔乖咒を発動させるには、魔方陣を描かねばならない。それは魔乖咒の大だい原げん則そくの一つだ。だが、実じつ際さいに魔乖咒を使うたびに魔方陣を描くのは面めん倒どうな話である。特に戦せん闘とうで魔乖咒を使う場合、魔方陣を描く手間とタイムロスは致ち命めい的だ。


　よって、一流の魔乖術師はあらかじめ魔力の通る筋すじを、自分の体に描いておくのである。よく使う魔方陣のパターンを直ちよく接せつ描き込こみ、いざというときはそこに魔力を流せば魔方陣を描かずに魔乖咒を発動させることが可か能のうなのである。これがあれば高位の魔乖咒であっても、魔方陣を簡かん略りやく化して発動させることが可能なのだ。それが〈魔乖術師の刺青〉と呼よばれるものであった。


　ヨルの場合、髪に魔力の通り道を作っているのであった。黒い、まさに『闇』のごとき魔力がヨルの体内を駆け巡めぐり、魔乖咒を展てん開かいしていく。


「そこよ！」


　ヨルが手を振ふる。黒い刃やいばがその指先から伸のび、何もない空間を薙ないだ。いや、その空間がゆがみ、そこから胸むねを押おさえたミハイルが姿すがたを現あらわした。ヨルの魔乖咒によって上うわ着ぎが切られ、めくれた布ぬのの下の浅黒い肌はだはわずかに傷きずついていた。


　ミハイルは自みずからが傷つきながらも、やはり楽しそうな笑えみを浮かべていた。


「驚おどろきですねぇ～。私の居い場ば所しよがどうしてわかったのですか？」


「わたしは魔力の気け配はいに敏びん感かんでね、あなたのその忌いま々いましい魔力は一度見れば、目をつぶっててもわかるわ。おまけに、この街中には私の仕し掛かけた探たん索さく用よう魔乖咒もある。これだけ接せつ近きんすれば、あなたの隠かくれ蓑みのがどれだけ高こう性せい能のうでも、だいたいの居場所がわかるわ」


「クックックック、さすがですねぇ。やはり、あなたは早めに潰つぶしておくほうがよさそうです」


　ミハイルは、だが余よ裕ゆうたっぷりな態たい度どを崩くずさなかった。


「魔ま宴えんに参加している七人の魔乖術師。そしてその中にあって、特に注意すべき強きよう敵てきが三人いました――『最強』の名をほしいままにするヘルブスト。『天才』と謳うたわれるゾルグ。そして『魔王の娘』と呼よばれるシュトレンベルグです。そして、『滅ヘルブスト』を倒したあなたシユトレンベルグはその中でも最も危き惧ぐすべき存そん在ざいです」


「評ひよう価かしてもらえるとは嬉うれしいわね。だから『偽ニセ』のあなたがわざわざこんなところまで来たわけ？」


　その言葉に、ミハイルはゆっくりとうなずいた。


「えぇ、本来ならば、他の参加者が潰しあって、最後の一人になるまで隠れていようかとも思いましたが……少々私にも予想外の事態があったのでね、こうやって私自らが赴おもむいたわけです」


「予想外の事態？　いったいなにが？」


　本来は戦闘に不向きな『偽』自らが出で張ばってくるほどの理由に、ヨルは興きよう味みを引かれた。だが、ミハイルは頭を振る。


「あいにく、私もそこまで話すほどお人よしではありませんよ」


　言い、ミハイルもまた手から魔乖咒を放はなった。その攻こう撃げきを、ヨルは後ろへ飛んでかわした。


「さぁ、ヨルミルミ・シュトレンベルグさん。私と勝負しましょうか。私と楽しいゲームをしようではありませんか」


「あいにくだけどね、わたしもあなたのくだらない遊びに付き合うほどお人よしじゃないのよ」


　言いながら、ヨルは懐ふところから自分の魔ま道どう書しよ『闇ヤ淵ブチへの嘆タン願ガン書シヨ』を取り出した。そこにこれまでのものよりも複ふく雑ざつな形けい状じようの魔方陣を素す早ばやく描えがいていく。


「言っておくけど、私を甘あまく見ないことね。『闇ヤミ』は戦闘に不向きとは言われているけど、あなたみたいな三流魔乖術師を始し末まつするくらい、造ぞう作さもないわ」


「おやおや、その割わりには、『滅メツ』には手も出なかったはずでは？」


　その言葉に少しムッとしたような顔になるヨル。だが、すぐに冷れい静せいさを取り戻もどした。


「『滅』は相あい性しようが悪い相手だっただけよ。それにしたって、私も最初は『滅』と互ご角かくに戦っていたわ。無む駄だに魔力を消しよう耗もうしなければ、私一人で『滅』を倒すこともできていたわ」


「大だい丈じよう夫ぶですか？　あなたも私と同様、中ちゆう距きよ離り支し援えんがメインの後こう衛えい役やくだ。前衛役のナイト君がいなくては、あなたなど裸はだかのお姫ひめ様さまも同然ではないですか」


「おあいにくさま……わたしを守る鎧よろいは、すでにあるわ」


　ヨルの手の中で魔乖咒が完成した。次の瞬しゆん間かん、ヨルの背せ中なかにある黒いマントのすそが広がった。


「おや、これは？」


　否いな。ヨルの背はい後ごから、『闇』が湧わき上がったのであった。黒い、煙けむりのような物体。それはまさに漆しつ黒こくの『闇』であった。たちまちのうちに『闇』は周囲を埋うめ尽つくし、ミハイルは一いつ片ぺんの光もない闇の中に飲み込まれてしまった。


「ほほぅ。これはなかなか」


　鼻をつままれてもわからない闇とはよく言ったもので、実じつ際さいその暗くら闇やみは、目の前になにかがあってもわからないほど真っ暗であった。当然、ミハイルからはヨルの姿すがたもなにも目もく視しできなかった。


「これならどう？　あなたがいくら姿を隠しても、私も同様、あなたからは見えないわ。条じよう件けんは五ご分ぶ五ご分ぶよ」


『闇』系けい統とう第三咒法〈無む貌ぼうなる貪どん欲よくな晦くら闇やみ〉。文字通り、この闇の中では一いつ切さいの光が否ひ定ていされ、相手は何も見えなくなる。同時にあらゆる探たん索さく系の魔乖咒も無む効こう化。反対にこの魔乖咒を展てん開かいさせた術者は、闇の中にある全すべてのものを手に取るように把は握あくすることが可か能のうである。戦せん闘とう補ほ助じよの魔乖咒ではあるが、その性せい能のうはかなり優ゆう秀しゆうである。


「なるほど、確たしかにこれは厄やつ介かいですねぇ～」


　大して困こまった様子もなく、ミハイルは暗闇の中で悠ゆう然ぜんと仁に王おう立だちとなった。そんなミハイルの耳に、どこからか響ひびいてきたヨルの声が入った。


「甘く見ないほうがいいわよ、『偽』。一片の光も許ゆるされない真の『闇』の中にあって、普ふ通つうの人間は耐たえられないわ。ほんの数十分閉とじ込められただけで、精せい神しんに異い常じようをきたす場合もあるほどよ。あなたはどれくらい耐えられるかしら？」


「オヤオヤ、怖こわいですねぇ～。では、そうなる前に、早めに決着をつけさせていただきますか」


　ミハイルが両手を左右へ広げた。その指先が闇の中に輝かがやく筋すじを描えがき、それは複ふく数すうの魔ま方ほう陣じんとなる。


「確かにこの暗闇では、あなたの位置もわかりません。ですが、わからないならば、いぶりだせばいいだけの話です」


　ミハイルの周囲に無数の光球が生まれた。それらが一いつ斉せいに、三六〇度、あらゆる方向へと飛んでいった。それだけでは終わらない。後から後からミハイルは新たな光球を生み出し、それらがひっきりなしに周囲を焼き尽くしていくのだった。


「どこにいるかわからないならば、全てを攻こう撃げきすればいいだけの話ですよ」


　笑いながらミハイルは攻撃を続ける。ミハイルを中心として、周囲は炎ほのおの海と化していた。その光景を見て、ヨルはうめいた。


「広こう範はん囲い殲せん滅めつ用ようの無差別攻撃魔ま乖かい咒じゆ――禁きん咒じゆ指定の攻性魔乖咒じゃない。こんなところでそんなものを使うなんて、正しよう気き？」


「禁咒？　そんなことはどうでもいいことです。魔ま宴えんとは勝てばいいのです。逆ぎやくを言えば、勝てないならばそれで全ては終わりなのですよ。ならば私は、勝つための手しゆ段だんを選びはしませんよ」


　威い力りよくが高すぎて、もしくは効こう果かがあまりに非ひ人じん道どう的故ゆえに使用を禁じられた魔乖咒を禁咒と呼よぶ。ミハイルが今使っているものも、それであった。第一咒法〈無む間げんの業ごう火か〉。その力でミハイルは暗闇の中全てを焼き尽くすつもりだった。


　ミハイルの攻撃は一〇分近くにわたって続けられた。そろそろ頃ころ合あいか、とミハイルは手を下ろし、少し荒あらくなった息を整えた。


「どうですか、今の攻撃ならば、少しは効きいたでしょう？」


「そうね、少し熱かったわ。湿しつ気けの多いこの国の夏には、不向きな魔乖咒ね」


　暗闇の奥おくからヨルの声が響ひびく。姿すがたは見えないが、声の様子からして大してダメージはなさそうである。ミハイルは少しだけ不ふ快かいそうに眉まゆをひそめた。


「おや、まだ平気でしたか？」


「そうね。それよりも、あなたは大丈夫なの？　ずいぶん疲つかれているみたいよ」


　ミハイルは肩かたで息をしながら何も見えない暗闇を睨にらんだ。


「なに、この程てい度ど、まだまだですよ」


　答えつつも、ミハイルは違い和わ感を覚えていた。妙みようだ、この程度の魔乖咒を使っただけだというのに、ひどく疲れる。魔力の消しよう費ひがいつもの倍以上だ。どういうことなのだ、これは？


「背中ががら空あきよ、『偽ニセ』」


　背はい後ごから、声。ミハイルがとっさに身を翻ひるがえすと、そこをヨルの放はなった炎の矢が通り過すぎていった。矢はミハイルの左ひだり腕うでをかすめ、浅い傷きずを作っていった。鋭するどい痛いたみにミハイルは唇くちびるをかんで片かた手てを押おさえた。


「ふふふ、どうしたの、『偽』？　ずいぶん動きが鈍にぶってきたんじゃない？」


「そんなことは……」


　否ひ定ていしようとしたが、ミハイルにはできなかった。ヨルの言うとおり、体がどうも先ほどから重いのだ。いや、それだけではない、この腕の傷だって、そんなにたいした大きさでもないのに体力がどんどん奪うばわれていく。これではまるで……


「なるほど、そういうことですか。この『闇』は……」


　ミハイルは自分の周囲に広がる無む限げんの暗闇をにらんだ。今いまさらながら目の前の『闇』の正しよう体たいに気づいたのだ。ヨルの声が、遠くから響く。


「そう、気づいたようね。『闇』系けい統とうの魔乖咒は回かい復ふくと蘇そ生せいに優すぐれているわ。でも、それだけが全すべてではないわ。魔力の正せい負ふを逆ぎやく転てんさせれば、魔乖咒の効果も正反対になる」


　ミハイルの全身に絡からみつくようにして存そん在ざいする濃のう密みつな闇あん黒こく。そう、これこそがヨルの生み出した真の『闇』。


「わたしの『闇』は、人間の代たい謝しや能のう力りよくを極きよく端たんに低下させる効果があるわ。つまりこの『闇』の中にいる限かぎり、あなたはなにもせずとも疲ひ労ろうが蓄ちく積せきし、傷ついてもその傷は決してふさがらず、止とめ処どなく血けつ液えきと体力が流出する――あなたはここに長くいればいるほど消しよう耗もうしていくことになるのよ」


「なるほど……さすがですねぇ。こそこそ暗がりに隠かくれてそんな搦からめ手を使うとは、『闇』は姑こ息そくな手段がお好きなようですね」


「挑ちよう発はつする気？」


「いえいえ、誉ほめているのですよ。私の『偽』もあなたの『闇』と同様、補ほ助じよ系けいに分類されますからね。魔宴のような戦せん闘とうに参加する以上、どうしても搦め手で戦わねばなりません」


　ミハイルは息を荒あらく吐はきながら、その場に腰こしを下ろした。ひどく疲れたのだ。この闇の中では、立っているだけで、いや、呼こ吸きゆうをするだけで体力を奪われていくようであった。こんな状じよう態たいでは、まともに戦うことなど不可能だろう。


「あらあら、貧ひん弱じやくな坊ぼうやはもうお疲れのようね？　これで終わりかしら？」


「……そうですね。このままでは、私の負けですね。でも、あなたはここで私に勝ったとして、その後どうする気ですか？　本気で魔宴に勝ち残って『魔王エルケーニツヒ』になるつもりですか？」


「当然じゃない。わたしたちはそのために魔宴に参加したのよ」


「えぇ、そうですね。ですが……あなたは『魔王』の、そして〈絢けん爛らんなる魔宴〉の本当の目的を、理り解かいしているのですか？」


「本当の目的ですって？」


「えぇ」


　なにも見えない闇やみに向かって、ミハイルはニタリと笑いかけた。








　そこは……いや、ここはどこなのだろうか、ナイトにはわからなかった。自分が今どこにいるのか、いや、今までどこにいたのかさえ思い出せなかった。


　今いる場所は、周囲が真っ白に塗ぬりつぶされた空間だった。なにもない場所ではあったが、そこにいるとひどく落ち着けた。細こまかいことはよくわからないが、居い心ごこ地ちがいいことは間ま違ちがいない。ナイトは満足したようにうなずき、ゆっくりとその場に身をゆだねた。


「……ナイト君、起きたのか？」


　誰だれかの声が聞こえた。その声には聞き覚おぼえがあるような気がした。


「寝ねているのか？　ならばいい、そのままゆっくり休め」


「……？」


　ゆっくりと、ナイトはまぶたを上げた。目の前には逆ぎやつ光こうで影かげとなった人の顔があった。


「今度こそお目め覚ざめか。もういいのか？」


「え……そんな!?」


　ナイトは驚おどろきと共に起き上がり、その相手の顔をまじまじと見つめた。


「……『先生マイステリン』!?」


　そう、ナイトの目の前にいるのは、ナイトの『先生』――『滅メツ』の魔ま乖かい術じゆつ師し、アイリス・マリア・ヘルブストその人であった。


「どうした？　そんな、鳩はとが豆を食くらったような顔をして」


「……『先生』。それを言うなら豆まめ鉄でつ砲ぽうだよ」


「そんなのどっちでもいいだろう、細かいことにこだわる男は、いろんな意味で小こ物ものだぞ」


　ははは、と笑う『先生』の姿すがたは数週間前に出会ったときと同じだった。長くウェーブした銀ぎん髪ぱつも、作り物めいた小さな顔もまったく同じ。外見上は小学校高学年程てい度どにしか見えないが、実じつ際さいの年ねん齢れいはナイトよりも年上のはずである。


　ナイトはそこでようやく周囲を見回す余よ裕ゆうができた。そこは、どこかの小高い丘おかの上であった。丘の上には一本の大きな木が生はえており、その木の陰かげに二人はいるのであった。高く上った太陽の木こ漏もれ日が辺あたりにこぼれる中、『先生』は大きなスカートを広げて座すわり、ナイトはその『先生』の小さな膝の上に頭を乗せて眠ねむっていたのであった。


「え!?　なんで、俺おれ、こんなところに？　それに、なんで『先生』が？」


　ナイトが首をかしげると、『先生』は呆あきれたように肩かたをすくめた。


「なんだ、ナイト君、まだ寝ぼけているのか？」


『先生』は座ったまま、チョイチョイと指を動かしてナイトに顔を近づけるようジェスチャーをした。


「え？　なにを……うわっ！」


　ナイトが少し首を曲げた瞬しゆん間かん、襟えり首くびを『先生』につかまれた。その細ほそ腕うでからは信じられないほどの怪かい力りきが発はつ揮きされ、ナイトは再ふたたび『先生』の膝の上に引き倒たおされた。


「寝ぼけているなら、ついでだ。もう一眠りするのだな。どうせ時間はまだある。ゆっくり休め」


『先生』がナイトの顔にかかったメガネをはずし、優やさしく微ほほ笑えんだ。腕ずくで倒されたのでぶつけた頭が少し痛いたかったが、ナイトは嬉うれしかった。少し強ごう引いんで不器用だけど、他人を気き遣づかう優しさを持つ、ナイトのよく知る『先生』と出会うことができたからだ。


　小さな『先生』の体に自分の頭を預あずけて寝ね転ころび、ナイトは頭ず上じようを見上げた。木漏れ日で彩いろどられた『先生』の顔は、下から見るとひどく幻げん想そう的だった。


「どうした？　私の顔になにかついているか？」


「いや、別に……ねぇ、『先生』。俺たちは、どうしてここにいるんだっけ？」


「なにをくだらないことを？　散歩に出たら、君が眠くなったというから少し休んでいるんじゃないか」


　そうだったのか。どうにも、少し前の出来事のはずなのによく思い出せなかった。


「……『先生』って、いつ日本に戻もどってきたんだっけ？」


「数週間前だろう。家の都つ合ごうで来らい日にちした足でこの街に来たら、十年ぶりに君と再さい会かいしたんじゃないか。君は昔とぜんぜん変わっていなかったから、一目でわかったよ」


「うん、『先生』も昔と変わってないね」


「それは皮ひ肉にくか？」


『先生』は昔と同様の、幼おさない姿のままであった。それは魔ま乖かい咒じゆを使い過すぎた副作用のせいである。ナイトはゆっくりと首を振ふった。


「違うよ、『先生』……何年、何十年たっても、『先生』は俺の『先生』だ。その優しさも、なにもかも昔のままだよ……」


『先生』は一瞬面食らったような顔になったが、すぐに優しく微笑むと小さな手でナイトの頭を優しくなでた。


「……いいから、今はお休み、ナイト君。君は少し、真面まじ目めに生き急ぎ過ぎだ。たまには立ち止まって、力を抜ぬいて休まないといかんぞ」


「うん、そうだね……」


　ナイトは横たわったまままぶたを閉とじた。温あたたかなぬくもりが全身を包つつみ込こみ、まさに夢ゆめ見み心ごこ地ちというにふさわしい感覚であった。


「そうさ、そのまま眠るがいい……全すべてを忘わすれてしまうくらいに、ゆっくり眠るがいい。時間はたっぷりとあるんだ、たっぷりとな」


『先生マイステリン』の声を子こ守もり唄うた代かわりに、ナイトは再さい度ど眠りにつくのであった。だが、ナイトは気づかなかった。そう呟つぶやく『先生』の声が、どこか悲しげだったという事実に。








「あなたはご存ぞん知じですか、我われ々われ魔ま乖かい術じゆつ師しがどこで、どのようにして生まれたのかを？」


「正せい史しから抹まつ消しようされた古いにしえの時代――わたしたち八や祖そ直ちよつ系けいにすら口伝でしか伝わっていない大昔の話ね」


　そう、常つねに歴史の裏うらを暗あん躍やくしてきた魔乖術師たち。だがその発はつ祥しようについてくわしいことは、魔乖術師たち自身もよく知らなかった。なぜなら、そういった類たぐいの記録は一いつ切さい残されていなかったからである。


「そうですか、シュトレンベルグの家ではすでに忘れてしまったのですか」


「なによ、あなたは知っているっていうの？」


「えぇ、慌あわてないでください。せっかくですから教えてあげますよ。始まりは遠い、遠い昔――今はもうない、名前すらも忘れられたある国での話です」


　ミハイルは笑いながら、淡たん々たんと語りだした。


　――遠い昔、ある国に邪じや悪あくな皇こう帝ていがいた。皇帝はその邪悪なる力によって八人の魔王を生み出し、その力で世界を我わが物にせんと戦争を始めた。戦争は長く続き、多くの人が死に、大陸のことごとくが焦しよう土どと化した。だが、多大な犠ぎ牲せいを払はらっても、邪悪な皇帝の進軍は止まらなかった。皇帝と、その配下たる魔王の力はそれほど強大だったのである。


　皇帝と魔王を倒たおすために、人々は力を欲ほつし、そして戦う術すべを生み出した。倒すべき八人の魔王から力を奪うばい、その力を使って戦う術、すなわち魔ま乖かい咒じゆを生み出したのである。


　魔乖咒の力を前に、ついに皇帝は敗やぶれ、倒された。八人の魔王は力を奪われて封ふう印いんされた。人々は魔乖咒を使う魔乖術師たちを英えい雄ゆうと敬うやまい、世界に平和が戻もどったのである――


「と、これが我々魔乖術師の誕たん生じよう秘ひ話わですよ」


「ふーん……死に際ぎわに語る御お伽とぎ噺ばなしとしては、あまり楽しくないわね」


「さて、ここで問題になるのが『魔王エルケーニツヒ』とはなんであるかということです」


　と、ミハイルはヨルの感想など気にせずに続けた。


「この〈絢けん爛らんなる魔ま宴えん〉の勝利者に与あたえられる魔乖術師として最高の栄えい誉よである『魔王エルケーニツヒ』の称しよう号ごう。ですが『魔王』とはそもそも我々魔乖術師が倒すべき敵てきだったのですよ。この矛む盾じゆんが、あなたにはおわかりですか？」


「それがどうしたの？　ただの御伽噺じゃない」


「わからないのですか？　それとも、わからないふりですかね？　あなたの父上は前回の魔宴で優ゆう勝しようした『魔王』だったのですからね。魔宴の優勝者に訪おとずれる運命を、あなたは必ず知っているはずだ」


　そこでヨルは一いつ瞬しゆんだけ言葉に詰つまった。だがすぐにいつもの調子を取り戻もどし、冷静に頭を振ふった。


「……だとしたら、なんだというの？　わたしは今、ここであなたを倒し、『魔王』にまた一歩近づくわ。その結果に変化はないわ」


「いいのですか、私を倒したりして」


　陰いん鬱うつな笑えみを浮うかべたまま、ミハイルが言う。


「清すが夢む騎ない人とさんは私の生み出した夢の世界をまだ彷徨さまよったままです。私を倒してしまえば、彼は一生目め覚ざめることはありませんよ」


「……魔乖咒は、術者が死ねばその効こう果かも消えるのが基き本ほん原理だわ」


「本当に、そうですか？」


　なおも笑い続けるミハイル。その嘲ちよう笑しようは、まるでヨルの心の奥おく底そこを見み透すかしているようで、不ふ愉ゆ快かいだった。


「私を倒しても、清夢騎人さんが目覚めなかったとしたら、どうするおつもりですか、あなた？」


「くどいわ！」


　容よう赦しやなく、ヨルは音もなく近ちか寄よったミハイルの背せ中なかに魔力の刃やいばを突つき立てた。あっさりとミハイルの胸むねを貫つらぬいた刃は、血に濡ぬれていた。ミハイルが、口から血けつ塊かいを吐はき出し、倒れる。


「ク、クックック……これで……あなたは……」


　ミハイルは倒れたままそう呟き、がっくりと突っ伏ぷした。そしてそれっきり動かなくなった。


「……終わったわね」


　ため息を吐つき、ヨルは魔乖咒を解かい除じよした。周囲を包つつむ『闇ヤミ』が消え去り、公園のいつもの光景が見えるようになった。


「……ナイト？　起きなさい、ナイト」


　ヨルは倒したミハイルなど一いつ顧こだにせず、すぐさまナイトへと駆かけ寄った。


　ぐったりと動かないナイトの様子を調べてみる。脈みやく拍はくも、呼こ吸きゆうも正せい常じようだった。目の前のナイトは目を閉とじ、静かに眠ねむっているようであった。だが、どれだけ揺ゆさぶってもナイトが目覚めることはなかった。


「どういうこと？　睡すい眠みん薬やくの類たぐいなの」


　いや、それはありえない。ヨルの使う〈闇天使の癒いやし手〉は体内の毒物も解げ毒どくする効こう果かがある。致ち死し性せいの猛もう毒どくでも瞬時に無効化できるのだ。何故なぜナイトが目覚めないのか、皆かい目もく見けん当とうもつかなかった。


　ナイトを介かい抱ほうするヨルの背中に、静かな言葉が投げかけられた。


「あなたでは、無理ですよ、ヨルミルミ・シュトレンベルグさん」


「なんですって！」


　背はい後ごから聞こえた声に反はん応のうし、ヨルはとっさに真横へと飛んだ。後方から飛んできた魔乖咒が、ヨルを掠かすめて地面に着ちやく弾だん、爆ばく発はつする。ナイトを抱かかえて動いたため、完全にかわしきれず、ヨルは爆発に弾はじかれて地面に叩たたきつけられた。


「クッ！」


　見れば、ミハイルが無む傷きずの状じよう態たいで腕うでを組み、ヨルを見下ろしていた。敵てきの態たい度どは、悔くやしいほどに余よ裕ゆうたっぷりだった。やはり、先ほどのミハイルもまた幻げん影えいだったようだ。ヨルの探たん査さ能のう力りよくより、ミハイルの幻影のほうが上うわ手てだったのだ。


「無む駄だですよ。私の〈まつろわぬ虚うつろの理り想そう郷きよう〉にかかった以上、もはや私自身でもナイトさんを起こすことは不ふ可か能のうです」


　クックック、と、陰鬱に笑うミハイル。


「『偽ニセ』系けい統とう第四咒法〈まつろわぬ虚の理想郷〉は、対象者を夢ゆめの中に閉とじ込める魔乖咒です。対象者は己おのれの望みが何でもかなう、まさに理想郷のような夢の世界を彷徨さまよい続けます。その居い心ごこ地ちのよさゆえ、対象者は自みずから起き上がることを拒きよ絶ぜつします。ナイトさんは傷ついているわけではありませんから、『闇』でも回かい復ふくのしようがありません。それ故ゆえに、ナイトさんはもう二度と目覚めることはありません」


「そう……でも残念ね、ナイトはそんなくだらない夢なんかに惑まどわされたりしないわ。きっと、自じ力りきで目覚めてくるわ」


「本当に、そう思いますか？」


　ミハイルは、笑う、哂わらう、嗤わらう、听わらう。目の前にいる無知な子こ供どもを諭さとすように、あるいは嘲ちよう弄しようするかのように、ミハイルは続ける。


「確たしかに、あなたはナイトさんよりは思い切りがいい。私を倒たおすときも、躊ちゆう躇ちよなくトドメを刺さしてきた。でもね、やはりあなたも未み熟じゆくです。魔ま乖かい術じゆつ師しとして、精せい神しん的にもろすぎますよ」


「わたしが未熟ですって!?」


「えぇ、現げんに、あなたはこうしている間も心こころ乱みだされてしまう――ナイトさんがどんな夢を見ているか、気になってしかたがない」


　ミハイルがゆっくりと、眠り続けるナイトを指差した。


「教えてさしあげましょうか？　ナイトさんはね、夢の世界で理想の人、憧あこがれの『先生』と二人きりの幸せな時間を過すごしているのですよ」


「ウソよ！」


　反はん射しや的に叫さけび、ヨルはハッとした。自分は、何をそんな感かん情じよう的になっているのだろう。


「クックックックック、ヨルミルミ・シュトレンベルグ。ナイトさんの夢の中に、あなたの居い場ば所しよは微み塵じんも存そん在ざいしないのですよ。それが現実です」


「…………」


　ウソだと思いたかった。だが、それを否ひ定ていしきれない。いや、その事実を認みとめてしまう自分がいることを、ヨルは自覚した。


　そうだ、ナイトの内心を、ヨルは薄うす々うすながらも悟さとっていた。ナイトが本当に大切だと思っている人間は――自分ではない。いや、本人に尋たずねればそんなことはないと否定するだろう、ナイトは優やさしい少年だから。


　確かにナイトはヨルのことを大切に思ってくれているし、手助けもしてくれる。だがそれは彼の持ち前の正せい義ぎ感ゆえだ。ヨルはナイトにとって、最もつとも大切な人ではないのだ。ナイトの一番はヨルではないのだ――認めたくないが、もはやその事実を無む視しすることができなかった。


「ほら、そこがあなたの心の隙すきですよ」


「な!?」


　いつのまに接せつ近きんされたのだろう、耳元でミハイルが、甘い声でそう囁ささやいてきた。生理的な嫌けん悪お感から反射的に攻こう撃げきするも、ミハイルの姿すがたはまたも幻まぼろしのように消えた。


「クックックック……ダメですね、まったくもってダメですよ。やはりあなたでは、その程てい度どのことで心乱すようでは、私を倒すことなど到とう底てい不可能なことです。ですから、こうして容よう易いにつけこむことができる」


　ミハイルがパチリ、と指を鳴ならした。


「え!?」


　気づけば、ヨルは家の中にいた。少しアンティークめいた家具の並ならぶ、品のいい広い部屋の中だった。


「ここは……シュトレンベルグの本家？」


　そう、見み覚おぼえのあるその部屋は、リンツにあるヨルの生せい家かの一室だった。何故なぜこんなところに自分はいるのか？　いや、その理由はわかっている。これもミハイルの生み出した幻げん影えいなのだ。だが、そうとわかっていても惑まどわされてしまうほど、その幻影は完かん璧ぺきだった。まさに、故こ郷きように戻もどったような錯さつ覚かくを覚えてしまう。


　人の気け配はいを感じて、横を見た。そこには、長身の男が腰こしの後ろで手を組んで立っていた。


「父様!?」


　短く整えられた口ひげ、やせた体が浮うき出るような黒くろ装しよう束ぞく。精せい悍かんな顔立ちをした中年の男だん性せいはまさしくヨルの父だった。


「そんな……どうして、こんなところに」


　そうだ、こんなところに、父がいるはずがないのだ。だって父は、すでに……


　ヨルの父は、少しあごを持ち上げてヨルを見つめてきた。


「やめて……やめてください、父様！」


　その目で見られた途と端たん、ヨルは全身の力が抜ぬけていくのが感じられた。その場に崩くずれ、両手で頭を抱かかえる。


「いや、いや、違ちがうんです、父様。わたしは、わたしは、必ひつ死しになって!!」


　あぁ、今でも覚えている。『魔王エルケーニツヒ』であった父。一万年に一人の天才とも呼よばれた、自分とは次元の違う段だん階かいにいた父。父に追いつき、追い越こすことを自分は求められた。だから自分は必死に努力した。それこそ寝しん食しよくも忘わすれて修しゆ行ぎようした。


　実じつ際さいヨルには才さい能のうがあった。周囲の魔ま乖かい術じゆつ師しなど比くらべ物にならないレベルにまで成長した。だがそれでも、父の段階には遠く及およばなかった。


　そうだ、昔からそうだった。最初に魔ま乖かい咒じゆを使えたときも、第二咒法をはじめて覚えたときも、第三咒法を編あみ出したときも、父はそうだった。自分の得えた結果を父に報ほう告こくする幼おさないころのヨル。そんな自分を、父はあのつまらなそうな眼まな差ざしで見てくるのだった。


　――この娘こは、なんでそんな簡かん単たんなことができたくらいで喜んでいるのだろう――父の考えていることは、幼い自分でも手に取るようにわかった。


　あの退たい屈くつに満ちた、無関心そうな眼差し。父はいつでもそうだった。自分の娘むすめに会うとき、いつも同じ顔をしていた。それが――幼いヨルには、何よりも辛つらいことだった。


「父様、わたしをそんな眼めで見ないでください、わたしは、わたしは!!」


　うずくまって叫びながら、ヨルは涙なみだをこぼした。


　そうだ、ヨルには才能があった。魔乖咒の才能が生まれつき。そしてヨルは天てん性せいの才能におごることなく、その才能を伸のばす努力も怠おこたらなかった。その結果、ヨルは若くして一族最高の地位にまで上り詰つめた。


　だが、それでも遠く及ばなかった、あの偉い大だいすぎる父の、足元にすら届とどかなかった。父は、『魔王』の中の『魔王』とも呼ばれた父は、あまりに別べつ格かく過すぎたのだ。


　だが、周まわりはヨルに父を超こえることを望んだ。しかし実際、それは不ふ可か能のうなことだった。そして周囲との軋あつ轢れきはヨルの精神を磨ま耗もうさせた。


　最初から欠片かけらも才能がなかったのならば、ヨルとてまだ諦あきらめようはあっただろう。だが運命は残ざん酷こくだ。ヨルは一族最高の才能を持っていたのだ――父を別としての話だが。


　ヨルは決して報むくわれることはないと知りながら努力を続けるしか道はなかったのである。あたかも、太陽にあこがれた鳥が星を目め指ざして飛び続けるかのように。


　もう、たくさんだった。せっかく父から解かい放ほうされ、魔ま宴えんに勝利し、その呪じゆ縛ばくを断たち切ろうとしたというのに、まだなのか。父の呪縛は、未いまだヨルを解放してくれないのか。


「もう、やめて、お願いだから……」


　むせび泣くヨルの頭上から、声がかけられた。


「ヨル」


　見ればナイトが目の前に立っていた。ヨルはもはや、今ここにナイトがいるという違い和わ感にも気づかなかった。救いを求めるように、すがるような思いでナイトに手を伸のばした。


「ナイト！　来てくれたの!?」


　だが、目の前のナイトは、差し伸ばされたヨルのその手を、振ふり払はらった。目の前のナイトは、ヨルが見たこともないほど醜みにくく顔をゆがめて叫さけんだ。


「ヨル！　お前のせいだ！　お前が俺おれを巻まき込こむから、俺はこんな辛い目にあってるんだ！」


　その罵ば声せいに、ヨルは胸むねを裂さかれるような痛いたみを覚えた。ナイトはヨルの気持ちなどお構かまいなしに続ける。


「いや、今いま更さら俺はどうなったっていい。俺の『先生マイステリン』を、俺の大切な『先生』を返せ！」


「そんなこと……」


「うるさい！　お前が殺したんだ、俺の『先生』を！　お前とさえ出会わなければ、あんなことにはならなかったんだ！」


　あぁ、そんなことはわかっている、だからそれ以上責せめないで欲ほしい。


　そうだ、ヨルさえ、ヨルさえこの国に来なければ、ナイトが魔宴なんていうものに巻き込まれることもなかった。命を危き険けんにさらすこともなかったし、日にち常じようを失うしなうこともなかった。その通りだ。そのことは、今もヨルに罪ざい悪あく感をつのらせる。


「ご、ごめんなさい、ナイト。本当に、悪かったと……」


「うるさい！　うわべだけ謝あやまったって、嬉うれしくもなんともないんだよ！　ごめんですむなら世界に紛ふん争そうなんか存そん在ざいしない！」


「そ、それは……」


「なんとかしてみろよ、魔ま乖かい咒じゆは万ばん能のうなんだろう？　お前は最高の魔ま乖かい術じゆつ師しなんだろう？　だったら、俺を助けてみろよ！」


　あぁ、それでいて、ヨルがナイトに何か見返りを渡わたすこともできない。ナイトに恨うらまれても仕方がないことだ。


　もうやめて欲しい。そんなことはわかっている、いくら後こう悔かいしてももはや手て遅おくれなのだ。もうこうなってしまっては、ヨルにはどうしようもない。


「生き返らせろよ、俺の『先生』を、お前の『闇ヤミ』でさ！」


　お願いだ、そんなことを言わないで欲しい。なぜならば、それは……


「無理よ！　魔乖咒だって万能じゃないわ！　死者蘇そ生せいなんて、父ならともかく、私にできるはず……」


　そこまで口にして、ハッと気づいた。目の前のナイトが、憎ぞう悪おに満ちた目でこちらを見ていたからだ。


　わかっていたはずだ。ナイトが何故なぜ自分に協力してくれているのか、その真意、わからないはずがない。ナイトは自分の『闇』に期き待たいしているのだ。ナイトの最愛の人を蘇よみがえらせるために――そのことに、気づかないはずがない。
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　だが、そんなことはできない。死者は蘇らない、それは世界の法ほう則そくだ。ヨルの力では、法則を打ち破やぶることなど到とう底ていできはしない。そんなことができた人間は、もはやこの世に存在しない。


　だが、それを口にすることはできなかった。言えば、ナイトとヨルの関係は破は綻たんしてしまう――それがわかっていたから、ヨルは真実を告げることができなかった、卑ひ怯きようにも。


　しかし、それは今最悪の形で破られた――ナイトは、侮ぶ蔑べつに満ちた目でヨルを一いつ瞬しゆんだけ見つめ、きびすを返して去っていった。


「待って、ナイト。お願い、わたしの話を聞いて！　わたしは、わたしは……」


　地面に手足をついたまま、必死に片かた手てを前に伸ばすヨル。だが、その手も、その声すらも去っていく背せ中なかには届とどかなかった。


「あぁ、お願い、ナイト、わたしを置いていかないで……」


　自分で口にして、ハッとした。自分はいつからこんなにナイトを頼たよるようになっていたのだろう？　以前のヨルならば、決してこんなに心を乱みだすことはなかった。なのに、今こうしてナイトが去ろうとするだけで、胸むねが裂さけるような痛いたみを感じてしまう。


　自分は一人で戦っていける。実じつ際さい今までそうしてきたし、これからもそのつもりだ……自分でもそう思っていた。だが、もはや今のヨルは以前とは違ちがうのだ。ナイトと出会ってしまった以上、もはやヨルは一人に戻もどることはできない。


　何故ならば、ナイトは、あの少年はヨルにとって……


「ウソよ、そんなのってないわ、そんなこと、絶ぜつ対たい認みとめない」


　血が出るくらい強く、唇くちびるをかみ締しめる。目からは涙なみだがこぼれてきた。認めたくなかった。ナイトと自分の巡めぐり合わせ、運命などというつもりはないが、その宿命にはハッとさせられる。


「ウソよ、そんなの、イヤ、ダメよ……お願い。ウソだと言って。お願いだから――わたしを一人にしないで……」


　感かん情じようを抑おさえきれず、ヨルは涙と共にそうこぼす――その様子を見て、ミハイルは楽しそうに哂わらった。


「クックックックック……人は誰だれもが持っています。心の奥おくに、人に触ふれられたくない傷きずを。そういった痕あとがある限かぎり、何者も私に勝つことはできませんよ、絶対にね。なぜならば……」


　ミハイルがゆっくりと、自分の顔のミラーグラスをはずした。その下から現あらわれた紫むらさき色いろの眼め。その白目にあたる部分には、輝かがやく精せい緻ちな幾き何か学がく模も様ようが浮うかび上がっていた。〈魔乖術師の刺いれ青ずみ〉である。


「私にはこの目があるのですからねぇ～。『偽ニセ』系けい統とう第二咒法〈全すべてを見通す魔ま眼がん〉、通つう称しよう『千セン里リ眼ガン』がね」


　その目は、あらゆるものを見み逃のがさないかのような鋭するどい光を放はなっていた。


「『偽』は幻げん術じゆつに優すぐれた魔乖咒ですが、それだけではありません。幻術を生み出すということは、すなわち真実を見み抜ぬく力にも優れているのです。一族最高の使い手である私の二つ名は『惑ワク思シなる千セン里リ眼ガン』。私の眼はあらゆるものを見通すことができます、どんなに遠く、どんなところに隠かくれたものでも――人の心の奥に隠された思考や記き憶おくといったものまで、私には見えるのですよ。あなたが心にその傷を抱かかえている限り、私には勝てませんよ、クックックック」


　勝ち誇ほこったように哂うミハイル、だが、そのミハイルもまだ気づいていなかった。眠ったままのはずのナイトが、強く拳こぶしを握にぎり締めたという事実に。





「…………」


　眠っていたナイトは、ふと起き上がった。


「どうした、ナイト君？　もういいのか？」


『先生マイステリン』が問いかけてくる。ナイトは少しだけ目を鋭くして、周囲を見回した。


　穏おだやかな毎日に、大切な『先生』。そこは確たしかにナイトにとっての理り想そう郷きようだろう。だが、そこには何か、何かが一つだけ、だが決定的に足たりないような気がした。


「どうしたんだ、ナイト君？」


「あぁ……ごめん、『先生』。俺、もう行かないとダメなんだ」


　言い、ナイトは立ち上がった。『先生』の持っていたメガネを受け取り、顔に戻して改あらためて左右に視し線せんを走らせてみる。


　そうだ、確かにここは素す晴ばらしい場所だ。だが、いつまでもここにいることはできない。


「もう、行ってしまうのか？」


「うん……俺を呼よんでいる声がする。だから、もう行かなきゃ」


　そう、それは確かに聞こえた。耳を澄すませば遠くから聞こえてくる。それは泣きじゃくる子こ供どもの声にも似にた呼び声だった。だがそれは確かにナイトを呼んでいた。心からナイトを欲ほつする声だった。そんな声で呼ばれては、無視するわけにはいかないだろう。自分を必要とする声があれば、たとえ居い心ごこ地ちのよい夢ゆめを捨すててでも呼び声に答える――それがナイトという少年の在あり方であった。


「だが、ナイト君。ここで別れてしまえば、我われ々われはもう二度と会えなくなるぞ」


『先生』は立ち上がり、静かに告げてきた。


「君ももう気づいているだろう。ここは現げん実じつ世界ではない」


　あぁ、そうだろう。現実世界に、すでに『先生』はいない。そんなことは、少し考えればわかることだ。そんな簡かん単たんなことになぜ今まで気づかなかったのか――ナイトが無む意い識しきのうちに気づくのを拒きよ否ひしていたというわけか。


　それがあのミハイルの策さく略りやくだと言うのならば、なんとも狡こう猾かつな罠わなだった。人の弱みに付け込む、ナイトが最も嫌きらうタイプのやり方だ。


　ナイトの背はい後ごから、『先生』が淡たん々たんと続けた。


「そう、ここは現実ではない。それ故ゆえにここから外へ出れば、君はもう二度とこの世界には戻ってこれないぞ」


「あぁ、そうだね……でも、俺はもう行かないといけないんだ」


　片かた手てを振ふって、そのまま去ろうとした。だが、進めなかった。腰こしのところを後ろから小さな手が握ってきたからだ。無む論ろん、手の持ち主が誰なのかは振り向かなくてもわかる。その持ち主が今、どんな表情をしているのかも、見なくてもわかった。だからナイトは背後を見ようとはしなかった。


　その背せ中なかに、『先生』は声をかける。


「行くな、ナイト君。行けば、君はきっと、今以上に苦しむことになるぞ」


「あぁ、そうだろうね」


「行くな。あんな、あんな絶ぜつ望ぼうと狂きよう気きに満ちた世界のどこがいいのだ？　私と二人きりではダメなのか？　私では足りないのか？　私では君の空くう虚きよを満たすことができないのか？」


　あぁ、どうしてこの人は、この期ごに及およんでそんなことを言うのだろうか。そんな甘あまい囁ささやきで、自分を誘ゆう惑わくしないで欲しい。


「違ちがうよ、俺は――俺は『先生』が、『先生』さえいれば、他には何もいらない。『先生』のいない世界なんかに行きたくはないんだ」


「なら、行くな。私とともに、この世界を永えい久きゆうに生きようではないか」


『先生』が、その小さな手をナイトへ差し出す。それは甘かん露ろのように甘い誘さそいだ。だが、その手を摑つかむことは、ナイトにはできなかった。


「違う、違うんだよ……俺の知る『先生』は、そんなことを言ったりしない！」


　その手を振り払はらうように、ナイトは叫さけんだ。


「俺は、『先生』と誓ちかったんだ。どんなときでも自分の正せい義ぎを貫つらぬくって、貫くことができるくらい強くなるって！　ここで立ち止まったら、ここで立ち止まったら、俺は『先生』を裏うら切ぎることになるんだ！　だから、俺は行かなきゃいけないんだ！」


「……残ざん酷こくなことを言うんだな、君は」


　フッと、『先生』は悲しそうに眼めを閉とじた。


「私では、君を満たすことができないというのだな。私は君のことがこれほど好きだというのに、君はそれに応えてくれないのか」


　あぁ、『先生』の顔で、そのように言われるのは、ナイトとしては身を裂さかれるように苦しかった。だが、それでもナイトの決心は変わらなかった。


「でも、ダメなんだ、『先生』――だって、あなたは本物の『先生』じゃない！」


　ナイトは血を吐はくような思いで叫んだ。眼からはいつの間にか、涙なみださえこぼれていた。


「俺は、『先生』と約やく束そくした。必ず『先生』を生き返らせてみせるって。でも、あなたは本物の『先生』じゃない。だから、ここで立ち止まれば俺は二重の意味で『先生』を裏切ってしまうんだ！」


「そうか……決心は変わらないか」


『先生』が、そっとナイトの腰に手を回し、小さな頰ほおをナイトの背中に押おし当てた。


「では、少しだけでいいからこうさせてくれないか？　ほんの少しでいいから」
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「…………」


　あぁ、今自分のすぐそばに『先生マイステリン』がいる。この温あたたかさ、柔やわらかさ、香かおり、全すべてがナイトの知る『先生』と同じだった。だが、悲しいくらいにこの世界は虚きよ構こうなのだ。ナイトの感じる全てが、偽にせ者ものなのだ。だからナイトは、この世界を捨すてなければならない。ナイトを呼ぶ声の聞こえる、醜みにくい現げん実じつ世界へ戻もどらねばならない。


「ナイト君。これだけは忘わすれないでくれ、君は私の大切な愛まな弟で子しだ。君の幸せが私の望みなのだ。君が幸せになるならば、私はどうなったってかまいはしないのだよ」


『先生』がそう言って、ゆっくりと身を離はなした。


「引き止めて悪かった。さぁ、行くがいい、我わが弟子」


「ごめん、『先生』」


「謝あやまるな、自分の信じた道くらいは、胸むねを張はって進め！」


『先生』の声を背中で受け止めながら、ナイトは駆かけ出した。





　ナイトは丘おかを駆け下り、そのまま真まっ直すぐ前へと走っていった。そこは確たしかに普ふ段だん見み慣なれた街中の光景だが、どこかナイトの知るものとは違う、違い和わ感の捨てられない代しろ物ものだった。


「……ここだ！」


　ナイトはとある場所で立ち止まった。そこは、ナイトがミハイルと戦った、あの公園だった。その広場の中央に、かすかな魔ま力りよくのひずみがある。魔ま乖かい咒じゆによって生み出されたこの虚構世界と現実世界の境きよう界かいがそこにあるのだと、ナイトは本ほん能のう的に悟さとった。


「ここをくぐれば、元の世界に戻れるんだな」


　だが、そこはナイトが通るにはあまりに小さなひずみだった。なんとかそのひずみをこじ開けねば、通ることはできないだろう。


　ナイトはその空間に向かって、魔乖咒を放はなった。魔乖咒の炎ほのおは何もない空間に吸すい込こまれ……それだけだった。


「威い力りよくが足りなかったのか？」


　ナイトは続いて、魔力を固めて剣けんを生み出した。その剣で、ひずみを押し広げるように切り裂いた――が、やはり結果は同じだった。


「これでもダメなのか」


　ならば、最大の攻こう撃げきでそれを打ち破やぶるしかない。ナイトは両手で魔ま方ほう陣じんを複ふく数すう描えがいていった。


「こいつなら」


『滅メツ』系けい統とう第四咒法〈破は壊かいと滅めつ亡ぼうの紡つむぎ手〉。ナイトが使える魔乖咒の中で、最高の破壊力を持つ魔乖咒だ。相手の持つ防ぼう御ぎよ能力、耐たい久きゆう力りよくを無む視しして一いち撃げき死しさせるそれは、まさに最強の魔乖咒と言っていいだろう。


　赤黒い魔力のこもった拳こぶしを、ひずみに叩たたきつけた――が、それでもやはりひずみに変化はなかった。


「これでもダメなのか!?」


「無む駄だだな」


　背はい後ごから、声。そこにはいつのまにか、『先生マイステリン』が立っていた。『先生』は腕うでを組んで立ち、淡たん々たんと告げてきた。


「この世界は『偽ニセ』が自らの魂たましいを削けずって生み出した虚構世界だ。だが、ここまで来るとこの世界はもはや現実と変わらぬ。そしてこの世界は、強力な術じゆつ者しやを閉とじ込めるために生み出された世界だ。この世界を内側から抜ぬけ出すことは、私であっても難むずかしい」


「じゃぁ、どうすれば？」


　内側からダメなら、外側から？　つまり、外にいるヨルが助けてくれれば……


「無駄だろうな。外からなら確かに、この世界を破壊することができるだろう。だがそれでは、ここに閉じ込められた君の魂すらも滅ほろぼしてしまう。脱だつ出しゆつは不ふ可か能のうだ」


　では、ナイトはもはや帰れないというのか？


　ナイトの内心がわかったのか、『先生』はふっと、笑えみを浮うかべた。


「どうした、ナイト君？」


「でも、俺おれはどうしても、元の世界に戻らないといけないんだ」


「そうなのか？　では、君はどうする？」


「それは……」


　どうすればいいのか、わからない。でも、なんとかしなくてはいけない。外には今も、ナイトを待つ少女がいるのだ。一いつ刻こくも早く戻らねば、外の世界での決着がついてしまうかもしれない。なんとしてでもその前に戻らねばならない。


「クソ、こんなことをしている暇ひまはないんだ！」


　ナイトは苛いら立だちと共に足あし踏ぶみをし、立て続けに魔乖咒をひずみへぶつけてみた――だが、結果は変わらない。でも、ナイトは焦しよう燥そう感に駆かられて、魔乖咒を次々と展てん開かいしていった。


「もうやめておけ、ナイト君。魔力の無駄だ」


「わかってるよ、そんなこと、でも、こうでもしていないと」


「だから、落ち着けと言っている。そんなことでは、冷れい静せいな判はん断だんができないぞ」


『先生』の言うとおりだ。だが、ナイトにはどうしようもなかった。何かをしていないと、気ばかりが焦あせってどうしようもなかった。


「まったく、ナイト君……いい加か減げんにしろと言っている！」


　――瞬しゆん間かん、風のような速さで『先生』がナイトに殴なぐりかかってきた。まっすぐなその突つきを、ナイトはかわせなかった。胴どう体たいにモロ入った。胃いの中が逆ぎやく流りゆうするような衝しよう撃げきとともに、ナイトは地面を転ころがった。


「な、なにを……」


「少しは落ち着いたかね、ナイト君？」


　淡々と、『先生』が言った。


「帰る方法ならば、あるぞ、ナイト君。そんなに難しい方法ではない、ごく単たん純じゆんな方法だ」


「え？　どうすれば？」


　だが、『先生』は勿もつ体たいをつけるように首を振ふった。


「だが、この方法は君にかなりの苦く痛つうを強しいることになるぞ。それでもいいのかね？　なにがあっても、どんなことをしてでも元の世界へ戻りたいかね？」


「もちろんだよ」


　ナイトは躊ちゆう躇ちよなく答えた。


「いったい、どうすれば？」


「そうか……では、教えよう。君は、君自身を傷きずつけぬように、この世界のみを破壊すればいいだけの話さ」


　そこで『先生』は、ゆっくりと両手を広げながら構かまえた。


「月つき並なみな言葉になるが……この世界から外へ出たいなら、私を倒たおすのだな」


　と、『先生』が自分を指差してきた。


「この世界は君を閉とじ込めるための世界だ。そして私は、君を足止めするために生み出された存そん在ざい。言わば、私はこの世界の中心だ。君がその手で私を倒せば、この世界は消しよう滅めつする。さぁ、帰りたいなら、私を倒せ！」


「そんな!?」


　ナイトが驚おどろいたように硬こう直ちよくする。当然だ。そんな答えが返ってくるとは、想そう像ぞうだにしなかった。


「どうした、ナイト君？　帰りたいのだろう？　ならばかかってこい！　いつまでもカカシのように突つっ立っていてはなにも変わらぬぞ」


「でも……できない、できないよ、『先生』！」


　そうだ、そんなことができるはずがない。『先生』をまたしてもこの手で殺さねばならないなど……できるはずがなかった。


「君は言ったはずだ。なんとしてでも元の世界へ帰ると。ならば話は簡かん単たんだ。私を倒せ！　それで帰れる。さぁ、早くしろ！」


「そんなこと、できるはずがない！」


　ナイトは思わず叫さけんだ、叫ばずにはいられなかった。だが、『先生』はそんなナイトを一いつ喝かつした。


「この愚おろか者がっ！　君はこの期ごに及およんで躊躇ためらうのか？　君はまだわからないのか？　君のその一瞬の躊躇が、君から大切なものを奪うばっていくとなぜわからない！」


「でも……」


「もういい、来ないならばこちらから行くぞ！」


　瞬間、『先生』の姿すがたが消えた。いや、気づいたときにはナイトのすぐ傍かたわらに『先生』がいた。あまりに速すぎて、『先生』の動きに反はん応のうできない。『先生』の拳こぶしがナイトのわき腹に入った。凄すさまじい衝撃に、内ない臓ぞうがひっくり返るような感覚と共にナイトは弾はじき飛ばされた。


「げふっ、げほっ！」


　激はげしく咳せき込みながら、地面に手をついて起き上がるナイト。本気だ。今『先生』は、本気でナイトを殺そうとしていた。とっさに体をねじって急所への直撃は避さけたが、今の一撃は下手へたをすればナイトの命を奪いかねない威い力りよくだった。


　地面に手をつくナイトに向かい、『先生』はゆっくりと近づいてくる。その小さな顔は、能のう面めんのように無む表ひよう情じようだった。


「ナイト君、言ったはずだ。君が選び、我われ々われが進むべき道は修しゆ羅らの道だぞ。道を塞ふさぐものがあらば、たとえそれが女おんな子こ供どもや親友家族であろうと全すべてを打ち倒し、その屍しかばねを超こえてゆく以外に進む方法はないのだ」


「でも、だからって俺にはそんなこと……」


「できないのか？　ならばここで死ね」


『先生』が地面にうずくまるナイトめがけて拳を振り下ろした。ナイトはギリギリのところを転がって回かい避ひしたが、『先生』の拳はそのまま地面に大おお穴あなをうがち、周囲を小しよう地じ震しんのような揺ゆれが襲おそった。あいかわらず、『先生』の怪かい力りきは異い常じようであった。


「ここで非ひ情じようになれないならば、君はたとえ帰ったとしても遠からぬうちに殺されるだろう。人の情なさけを持ったままでは、魔ま宴えんは勝ち残れんよ」


　感情を押し殺した声で『先生』は続けた。


「現げんに君は『偽ニセ』の策さく略りやくにはまって今窮きゆう地ちに立っている。魔ま乖かい咒じゆの才さい能のうや実力で言うならば、君のほうが『偽』よりも優すぐれていただろう。正面から互たがいの全力でぶつかり合ったなら、十中八九君の勝ちで終わるだろう。だが実じつ際さいの君は負けてしまう。今のまま君が戦えば、君は何度やっても『偽』には勝てない」


　そうだ。正面から戦えば、ナイトは誰だれにも負けない。だが、『偽』のミハイルはそうしない。ナイトの実力を知っているからこそ、あの魔ま乖かい術じゆ師しは決して正面から戦おうとはしない。そしてミハイルは策略や搦からめ手を駆く使ししてナイトたちを手玉にとることができる。それ故ゆえに、ナイトたちはミハイルに敗やぶれたのだ。


「どうせいつか敗れるならば、今ここで引いん導どうを渡わたしてやるのも師しの務つとめだ」


　呟つぶやき、『先生マイステリン』が再ふたたびナイトに稲いな妻ずまのような威い力りよくの拳を叩たたき込んできた。今度はかわしきれなかった。再び天地がひっくり返るような衝しよう撃げきと共に、ナイトは地面に叩きつけられた。


「ここまでだな、ナイト君」


　ナイトは体をねじって起き上がろうとしたが、できなかった。下半身に力が入らない。何とか体を動かそうとしたが、地面を転がって仰あお向むけになるので精せい一いつ杯ぱいだった。


「『先生』……」


　ナイトは倒たおれたまま、頭上の『先生』の顔を見た。『先生』の顔は変わらず無表情だ。だがその『先生』の目には、わずかながら揺らぎがあるように見えた。


「ナイト君――恨うらんでくれてかまわんぞ。弟で子しを育てることができず、自みずからの手で処しよ分ぶんするしかない、不ふ甲が斐いない師をな」


　そうだ、これは『先生』の優やさしさなのだ。ナイトがもしこのまま戻もどったなら、ナイトはどんな道を進むにしろ、苦しむしかない。ここで敗れてしまうようなナイトに、そんな苦しみを耐たえることなどできないだろう。だから『先生』は、ここで自らの全力をもってナイトを倒してくれたのだ。


「……ごめんなさい、『先生』……」


「謝あやまるな。全ては私の不甲斐なさゆえよ」


　ナイトは覚かく悟ごを決め、瞼まぶたを硬かたく閉とじた。『先生』が再さい度ど、拳を振ふり上げる気け配はいがわかった。


「終わりだな」


『先生』の、声。その鉄てつ槌ついのような拳が振り下ろされ――拳は、ナイトの顔のすぐ横の地面をうがった。『先生』の狙ねらいはナイトから外はずれたのであった。


「どうして、『先生』……」


「バカめ……この大バカものがっ！」


　怒ど声せいをあげながら『先生』は倒れたままのナイトの胸むな倉ぐらを摑つかみ、片かた手てで強ごう引いんにナイトを持ち上げた。ナイトの目の前には、怒ど気きにゆがんだ『先生』の小さな顔があった。


「ここで本当に諦あきらめてどうする！　それでいいのか！　君は本当に、こんなところで終わっていいのか！　十年前、君は何を願い、何を望んだ！　何のために力を欲ほつした！　そんなことまで君は忘わすれてしまったのか！」


「……ああ、僕ぼくは……」


　十年前、幼おさないナイトは『先生』に強くなりたいと願った。大切なものを守るため、自分の正せい義ぎを貫つらぬく力が欲しいと願った。


　それを今、自分は何をしていた？　諦めようとしていた？　冗じよう談だんではない、自分は、今ここで諦めるために強くなったわけではないのだ。


「その頰ほおを伝うものはなんだね、ナイト君」


　言われて気づいた。いつのまにかナイトの眼めからは大おお粒つぶの涙なみだがこぼれていた。


「泣くほど悔くやしいか、無念か？　ならば諦めるな！　歯を食いしばれ！　屈くつ辱じよくにまみれ、汚お泥でいを啜すすってもかまわん、なにがあっても諦めずに前を向け！　最後まで諦めなければこそ、開ける道もある！」


『先生』が、ナイトを摑む手を離はなした。だがナイトは倒れなかった。しっかりと、自分の足で地面を踏ふみ、立っていた。


「ごめん、『先生』……俺、少し周まわりが見えていなかったみたいだ。俺、前を見て進むよ、しっかりと、もう二度と諦めない」


「そうだ、それでいい。魔ま乖かい術じゆつ師しなんて、因いん果がなものだ」


　自じ嘲ちよう気味に、『先生』は肩かたをすくめた。


「我われ々われが進む道はお先真っ暗さ、かといって過か去こに栄光があったわけでもない。そして立ち止まればその瞬しゆん間かんに全すべては終わる――行くも戻もどるも地じ獄ごく、ならば前へ進んだほうがいい。なぜなら、後ろに振り返る手間が要らんからな」


　冗談ともつかない口調で『先生』は呟つぶやき、ふっと表ひよう情じようを緩ゆるめた。


「ナイト君、言ったろう？　君の幸せが私の望みだ。君が帰りたいのならば、私は死をも厭いとわない。さぁ、私を倒してみろ」


　だが、ナイトは首を振ふった。


「できない」


「君は、この期ごに及およんでまだそんなことを……」


「違ちがうよ、『先生』。俺は、自分を貫くために強くなったんだ。正義を貫くために帰るんだ。なのにここで『先生』を殺すなんて、俺の正義に反している。だから俺にはそんなこと、できない」


　きっぱりと言った。そうだ、何も難むずかしい話ではない。たとえ帰る手しゆ段だんがそれしかないとしても、ナイトには『先生マイステリン』を殺すことはできなかった。なぜなら、ここで『先生』を殺してしまえばナイトの帰るべき理由が消しよう失しつしてしまうからだ。


「だが、ならばどうやって帰る気だ？」


「それは……なんとか別の道を探さがすよ。最後まで諦めなければこそ、開ける道もある、でしょ？」


　ナイトは先ほどの『先生』の口調を真似まねして言った。その様子に『先生』は一瞬だけ笑えみを浮うかべたが、すぐにいかめしい顔になった。


「そうか……君がそう信じるならばそれを貫くがいい。だが悲しいかな、今は他の道を探すほど余よ裕ゆうがない。これ以上手間取れば、全ては手て遅おくれになってしまう」


　その通りだ。だからこそナイトは、一いつ刻こくも早く戻もどらねばならなかった。だが、その方法が、今はない。


「……ナイト君。何度も繰くり返すが、君のためならば、私はこの命も惜おしくはないのだよ。だから君に殺されたとしても、私はまったくかまわない」


「でも……」


「ならば、その証しよう左さを見せようではないか」


　言うや、『先生』はナイトの目の前で驚おどろくべき行動に出た。右手を持ち上げると、その鋭するどい指先を自みずからの胸むねに突つき立てたのだった。


「なっ！」


「グゥッ」


『先生』は自らの胸を自らの手で貫いていた。見る見るうちに胸の傷きずからは血があふれていく。そして『先生』は口からも吐と血けつし、うずくまるように膝ひざを突いた。


「『先生』、なにを！」


「……私のこんな命などたいした価か値ちはないが、君にくれてやろう。君はこのまま帰るがいい」


「『先生』！　何でそんな無む茶ちやを!?」


『先生』は苦しそうな表情のまま、無理に口元をまげて笑みを浮かべた。


「ナイト君。君は魔ま乖かい術じゆつ師しとして甘あますぎる。それ故ゆえに、君はいつか敗やぶれるだろう。だからこそ君には私の屍しかばねを踏ふみ越こえるだけの非ひ情じようさを身につけて欲ほしかった――だが、私のその考えは間違っていたようだ」


　血の混まじった咳せきをしながら、『先生』は続ける。


「君の甘さ、青あお臭くさい正義感や道どう徳とく観かんなど、全て魔乖術師には不要なものだ。だが、それらをなくしてしまえば、君は君でなくなってしまうのだな。そうなってしまえば、私の愛まな弟で子しは死んだも同然だ。だから、君はそのまま生きるのだな。甘くてもかまわん、敵てきに何度騙だまされてもかまわん、唯ただ一ひとつ、自分の信念だけは曲げるな。それだけが私の願いだ」


「『先生』、もういいよ、もういいから、早く傷の手当てを!?」


「……いや、いい、その必要はない」


『先生』は、自らの胸に手を当てると、そのまま自分の着るドレスを引きちぎった。血に汚よごれた『先生』の胸があらわになる。幼おさない少女ゆえのかすかに膨ふくらんだ胸だ。


「なにを！」


　驚きながらも、ナイトはその『先生』から目が離はなせなかった。なぜなら、『先生』が自ら傷つけた胸の傷が見る見るうちにふさがってゆくからだ。


「やはりそうか、忌いま々いましい『偽ニセ』め。奴やつの生み出した人形である私では、この世界を破は壊かいすることもあたわぬか」


　歯は軋ぎしりをしてうめく『先生』。もはや胸の傷は完全に消えていた。いや、自らが破やぶいた服すらも、見る見るうちに修しゆう復ふくされていく。


「心しん臓ぞうを潰つぶしても無む駄だか。『偽』のミハイル・ド・ロベルト・ダ・フィッティヴァルホックめ。魔ま宴えんに参加するだけあって、さすがに一ひと筋すじ縄なわではいかんな」


　そう呟つぶやきながらも、『先生』のその目は、まだ諦あきらめていなかった。


「だが『偽』め。この私を――『最強』と呼よばれる私を舐なめるなよ。偽者とは言え、弟子の窮きゆう地ちも救えぬようでは、師しの名な折おれだ！」


『先生』は叫さけび、両手を広げて仁に王おう立だちとなった。そのまま目を閉とじ、静かに呼こ吸きゆうを整えながら集中していく。


「『先生』？」


『先生』の小さな体に、周囲から魔力が流れ込こんでいくのがナイトにも感じられた。『先生』は、なにか強力な魔ま乖かい咒じゆを展てん開かいするつもりだ。それも、ナイトが今まで経けい験けんしたこともないような、とてつもないレベルのものを。


「本来ならば、私はこの技わざを使うことができない。だが、この世界の中ならば、あるいは使えるかもしれない」


『先生』が、一度だけナイトを振ふり返った。


「ナイト君。私は『最強』と呼ばれる魔乖術師だった。君はそれを信じるかね？」


　ナイトは力強く頷うなずいた。


「『先生』より強い奴なんて、いないよ」


「そうだ。ここは君の望んだ君の理り想そう郷きようなのだ。さっき君は言ったな。私は本物ではないと。確たしかに私は本物の『先生マイステリン』ではないかもしれない。だが、私はある意味本物以上に本物なのだ。なぜならば、ここに今いる私という存在は、君が頭の中で描えがいた理想の『先生』像ぞうが具ぐ現げん化した姿すがたなのだからな」


　言いながら、『先生』が両手で魔ま方ほう陣じんを描えがく。時に手早く、時に繊せん細さいに、あるいは優ゆう雅がに、その複ふく雑ざつな魔方陣を描いていく。それはこれまでのものとは違ちがう、球きゆう状じようをした、立体的な魔方陣であった。


「だから、君が私の力を信じれば信じるほど、私はこの世界の中にあっていくらでも強くなれる。それ故ゆえに、このような芸当だってできる」


「あぁ……」


　圧あつ倒とう的だった。先生が描く立体魔方陣。そこに力が満ちていく。ナイトが先ほど使った第四咒法など比くらべ物にならない、その力に比べれば、人間はなんと矮わい小しような存そん在ざいなのだろう。じっとしているだけで冷や汗あせがこぼれてくる、圧倒的で絶ぜつ対たいなる力が、そこにはあった。


「さぁ、今こそ君に教えよう。世界をも改変させる力――これが『滅メツ』系けい統とう第五咒法〈破は滅めつと終しゆう焉えんの巡めぐりめく円えん舞ぶ〉だ」


　赤黒い、圧倒的な魔力が叩たたき込まれた。それは全すべてを蹂じゆう躙りんするかのような、絶対的な破滅の力であった。対象者を飲み込み、完かん膚ぷなきまでに打ち滅ほろぼす窮きゆう極きよくの破壊。その力を前に、世界が悲ひ鳴めいをあげた。そしてナイトを包つつむ虚きよ構こう世界は、『先生』の力の前に音を立てて崩くずれていくのであった。


「さぁ、これでいい。君は元の世界へ戻もどるのだ。君の信じた道を、君は行くがいい」


　空が、空間が砕くだけ、消えていく。その奥おくに隠かくれた現げん実じつ世界へ、ナイトは吸すい込まれそうになった。だが、ただ引き寄よせられるだけでは済すませられなかった。ナイトは崩ほう壊かいへと進む世界の中、体を引かれながらも必ひつ死しに手を前へ伸のばした。


「『先生』！　『先生』も一いつ緒しよに！」


　ナイトはその手で、小さな『先生』の手を摑つかんだ――が、『先生』のその腕うでは、摑んだ瞬しゆん間かん砂すなのようになって崩れてしまった。


「な!?」


「言ったはずだ、ナイト君。私はな、この世界の中心なんだよ。この世界が滅びるということはすなわち、私自身も消えるということなのだ」


　バカな!?　それでは『先生』は、自分が消えることを知りながら、それを承しよう知ちの上で世界を破壊したというのか。


「そんな顔をするな、ナイト君。これは存ぞん外がい、悪い死に方ではない。所しよ詮せん偽にせ者ものの私だが、君の前でくらい、いい格かつ好こうの一つも見せたいからな」


『先生マイステリン』の下半身が崩れ落ちていく。だが、それでも『先生』はまっすぐナイトを見つめ、微ほほ笑えんでいた。


「言っただろう、ナイト君。私の望みは君の幸せだと。嗚あ呼あ、我わが愛いとしき弟で子しよ。君が幸せになるのならば、私はこの体がどうなろうとまったくかまいはしないのだよ」


「『先生』……」


『先生』の、姿がかすんで見えた。だが、それでも『先生』が変わらぬ笑えみを浮うかべ続けていることがナイトにはわかった。


「泣くな、ナイト君。それに、これは別れではない。君ならばいつか、きっと本物の私を生き返らせることができるだろう。こんな偽者の私のことなど、さっさと忘わすれてしまえ」


「ごめん、ごめんよ、『先生』」


「謝あやまるな、胸むねを張はって前へ進めと言っただろう、ナイト君！　所詮私は、夢ゆめの世界の住人に過すぎないのだ。人の夢と書いて儚はかないと読む。まさしくその通り、私は所詮、儚き存在なのだ。そんな私が消えるくらいのことで、いちいち悲しんだりするな」


『先生』のその言葉を聞いて、ナイトはいっそう自分の感かん情じようが抑おさえきれなくなった。ナイトは目からこぼれる涙なみだを拭ぬぐおうともせず、崩れゆく『先生』に手を伸ばしながら叫さけんだ。


「『先生』、ごめん、俺おれが、俺が間違っていたよ！」


　崩れていく世界。その、外の世界へと落ちながら、ナイトは声を張り上げて叫んだ。


「確たしかにあなたは本物のアイリスじゃなかった。でも、やっぱりあなたは本物の、俺の『先生』だったよ!!」


　それを聞いた『先生』は、満足そうに一度だけ頷うなずいた。


「あぁ、そして君もまた、私の大切な愛まな弟子だったよ」


　その一言で力ちから尽つきたように、『先生』の全身も崩れて消え去ってしまった。


「『先生』……」


　ナイトは嗚お咽えつを漏もらしながら、現げん実じつへと堕おちていくのだった……








「……もうイヤ……お願いよ、わたしを一人にしないで……」


　うずくまったまま、ヨルは嗚咽を漏らした。この魔ま宴えんに参加して以来、ほとんど弱よわ音ねを吐はいたことのない彼女だったが、ミハイルによる精せい神しん的なゆさぶりが彼女の本心を吐と露ろさせたのであった。


「わたしは、わたしは、今度こそあなたを護るんだから」


　あぁ、こうやっていると、イヤでも思い出してしまう、あの過か去この悪あく夢むを。


　――子こ供どものころ、ヨルがこの国へ最初に来たときに経けい験けんした、あの事じ件けん。


　まだ幼おさなく、魔ま乖かい咒じゆの本ほん質しつも理り解かいできなかった愚おろかな自分。そんな自分はこの国で、同年代の少年と出会った。その少年と自分は仲良くなった、なってしまったのだ、不用意にも。


　その結果――ヨルは全すべてを失うしなうこととなった。


　あの日――夕ゆう闇やみの迫せまる中、子供だったヨルは、泣きながら彼を抱だきしめていた。ヨルの胸むねを汚よごすのは、彼の体から流れ出たドス黒い血けつ液えきであった。その量は、明らかに致ち命めい的てきであった。事実、ヨルの腕うでの中の体からは急速に体温が失われていくのが、イヤでもわかった。


　その事実をヨルは認みとめたくなかった。だからヨルは相手の傷きずに手を当て、必死に魔乖咒を使った。治ち癒ゆに優すぐれた『闇』は、ヨルがそれまで必死に覚えてきた魔乖咒は、だがどれだけ力を込めようとも傷を塞ふさぐことはできなかった。


「そんな、どうして……」


「無む駄だだ、ヨルミルミ」


　涙を流しながら呆ぼう然ぜんとする自分に向かって、傍かたわらの父が冷れい徹てつな声を投げかけた。


「お前の手の中にあるそれは、もはや人間ではない。ただの有機物の塊かたまりだ。『闇』の魔乖咒は確たしかに人の傷を塞ぐことはできる。だが、もはやそうなっては手て遅おくれだ。お前の力では、もうどうしようもない」


「父様、どうすれば……わたしは、どうすればいいんですか！」


　手の中の彼を抱きしめながら、ヨルは必死に問いかけた。


「諦あきらめろ」


　だが、父はどこまでも残ざん酷こくだった。


「お前の前にあるのは、不ふ条じよう理りと言う名の世界の法ほう則そくなのだ。お前の実力ではそれを覆くつがえすことなど到とう底ていできはしない。お前にできることは全すべてを諦め、部屋に戻もどって熱いシャワーを浴あび、グッスリ眠ねむって全てを忘れることだけだ」


「……父様なら、助けられましたか？」


　ヨルは、『魔王エルケーニツヒ』と呼よばれた父を見た。


「父様ならば、救えるのですか!?」


「可か能のうだ」


「ならば、助けてください！」


　父はつまらなそうな目で自分の娘むすめを見ていた。


「……人間が何のために生きているかを知っているか、ヨルミルミ」


「…………」


「人間はな、死ぬために生きているのだ」


　どこまでも残酷な答えを、『魔王』は語った。


「弱者にとって世界とは悲ひ劇げきの塊でしかない。世界とは理り不ふ尽じんと不条理の集合体だ。そうだな、弱者の目の前に迫る一つの悲劇を回かい避ひすることならば、『魔王』たる我わが力をもってすれば容よう易いなことだ。だが、一つの悲劇を回避したところで弱者にはすぐ次の悲劇が降ふりかかる。弱者は力がないゆえに、悲劇から逃のがれる術すべを持たぬ。そして無む限げんに襲おそいくる悲劇の終着点は、人の死だ。ゆえに今ここでその弱者が死ぬことは、弱者にとって唯ゆい一いつの救いなのだ」


　父の言葉は、確かに真実だった。だが、幼いヨルはそれを受け入れることなどできなかった。


「でも……でも、わたしは彼に生きていて欲ほしい……お願いです、父様！　彼を生き返らせてください」


「お前は、自分が何を言っているのかわかっているのか？」


　呆あきれともつかぬ声で、父は告げる。


「お前はそれを本心から望むのか？　『魔王』であるわたしに、お前はそれを心から願うと言うのか？　そんな願いのために、お前は代だい償しようを払はらうと言うのか？」


「はい、代償ならば払います。わたしはどうなってもいいから、助けてください！」


　その言葉を聞いた父は――一いつ瞬しゆんだけ表ひよう情じようをゆがめた。その顔は悲ひ哀あいとも、侮ぶ蔑べつとも、憐れん憫びんともつかぬ複ふく雑ざつな表情だった。


「いいだろう、ならばその願い、『魔王』たるわたしが叶かなえよう。だが忘わすれるな、わたしはお前の望む全てを叶えよう。その代償として、お前はお前の全てを捧げるのだ」


　そうして――ヨルは全てを失った。


　だからもう二度と、あの悲劇を繰くり返したくはなかった。あの時のような想おもいは二度とごめんだ。だから今度こそ、今度こそナイトをこの手で護りたかった。


「お願い……ナイト、あなたのためならなんだってしてあげる、あなたのことは、私が守ってみせる――だからお願い、私にあなたのことを護らせて……」


　ドクン――と、何かが聞こえた。それは力強い鼓こ動どうの音のようだった。


「……ヨル……ヨル……」


　微かすかな声が、だが確かに聞こえた。ヨルの名を呼よぶ、今最もつとも聞きたい声が聞こえた。


「ナイト？　ナイトなの!?」


　ヨルは思わず立ち上がり、周囲を見回した。あたりには何も見えない。だが、ヨルにははっきりと感じられた。ヨルに伝わるその鼓動が、見る見るうちに強まっていく。


「ヨル……どこだ、どこにいるんだ、ヨル」


「ナイトォ！」


　ナイトの声は、もはやすぐそばから聞こえた。ヨルは必死になって相手の名を呼んだ。間違いない。姿すがたは見えない。だが確かにナイトは、ヨルが求めた英えい雄ゆうは、すぐそばまで迫せまっているのだ。


「ヨル？　そこにいるのか？」


「わたしはここよ！　ここにいるわ！」


　ヨルはナイトの声に、すがるように叫さけんだ。よかった、本当によかった。ナイトは無ぶ事じだった、そして戻もどってきたのだ。ならば自分は、ヨルはまだ戦える。


「よかった、本当に……」


　そう思った瞬間安あん堵どして、ヨルの全身から力が抜ぬけた。その場に崩くずれるように座すわり込こむと、ナイトの声がまた聞こえた。


「どうした、ヨル。ケガをしているのか？」


「大だい丈じよう夫ぶよ。傷きずはたいしたことないわ」


　ふっと、ヨルの顔に何かが触ふれた。見えない何かがヨルの顔を撫なでているような、奇き妙みような感覚だった。


「……泣いていたのか？」


「まさか、そんなはずないじゃない」


　しかしいくら虚きよ勢せいを張はろうとしても、かすれる声を隠かくすことはできなかった。


「でも、本当によかった。あなたがもう戻ってこないのかと思って、わたし、もう二度と会えないかと思うと、もう、自分でもどうしようもなくて、それで……」


　変だ。うまく自分の気持ちを説明できない。支し離り滅めつ裂れつな言葉しか続かない。それどころか、またも涙なみだがこぼれそうだ。なぜなのだろう？


「もういい、もういいよ、ヨル。もう十分だ」


　見えない手が、ヨルの涙を拭ぬぐってくれた。


「ヨル……すまなかった。俺が不ふ甲が斐いないばかりに……」


　ナイトが、固い決意と共に言葉を吐はく。


「俺はもう迷まよわない。大切なものを護るため、二度と失わないため、俺はもう、絶ぜつ対たいに迷わずに進む――だから、あとは任まかせろ」


　ポンと、頭の上に一度だけ手が置かれた。たったそれだけのことなのに、ヨルにはそれがひどく頼たのもしく思えて、安堵するのであった。






　第四章　決着と覚かく醒せい







「さて、そろそろ終わりにしますか」


　うずくまったヨルを前にして、ミハイルはそう呟つぶやいた。


「『魔ま王おうの娘むすめ』も、たいしたことはありませんね。精せい神しん的な面ではまだ子こ供どもも同然。所しよ詮せん私の敵てきでは……」


　そこでミハイルは異い様ような気け配はいに気づいた。周囲の魔力の様よう子すが変だ。大気中に濃のう密みつな魔力が満ちていく。奇き妙みようだった。自然現げん象しようでこんなことが起こるはずがなかった。


「まさか！」


　その魔力の中心にいるのは、倒たおれたままのナイトだった。そのナイトは今、拳こぶしを握にぎり締しめ、片かた手てを地面について起き上がろうとしているところだった。その姿すがたを見て、ミハイルは信じられない、と目を見開いた。


「バカな、そんなはずがありません。私の幻げん想そう世界から逃のがれられるはずが……」


　公園の敷しき地ちいっぱいに描えがかれた巨きよ大だいな魔ま方ほう陣じん。その魔方陣が、音を立てて崩くずれていく。ナイトを中心として、魔方陣の模も様ようが砕くだけ、霧む散さんして消えていく。ミハイルが自みずからの魂たましいを削けずってまで生み出した虚きよ構こう世界は、今完全に打ち破やぶられたのだった。


「ミハイルゥゥゥゥッ」


　起き上がったナイトは、魔ま乖かい咒じゆから脱ぬけ出すのに力を使ったせいか、ふらふらとしていた。だがしっかりと自分の足で立っている。そしてなによりも、その目。乱みだれた前まえ髪がみの間からミハイルを睨にらみつけるその目には、見るものを畏い怖ふさせるほどの憤ふん怒ぬが燃えていた。


「貴き様さま、よくも……よくもぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ!!」


　叫さけびながらミハイルへ躍おどりかかるナイト。驚きよう愕がくに硬こう直ちよくしたミハイルが何か反はん応のうするよりも早く、その頭に拳こぶしが叩たたき込まれる。すさまじい衝しよう撃げきだった。ミハイルはその場で一回転して、地面の上に倒れた。


「なん……」


　ミハイルは二の句くが継つげなかった。なぜなら、その前にまたもナイトの拳がミハイルの頰ほおを捕とらえたからだった。ミハイルは、再ふたたび地を舐なめることとなった。


「今のは、人の心を弄もてあそぶお前への俺おれの怒いかりだ」


　三度目、ナイトはミハイルに駆かけ寄より、渾こん身しんの力で蹴けり飛ばした。体を折り曲げて吹ふっ飛ぶミハイル。


「……今のが、心を侵おかされたヨルの涙なみだの分だ」


　さらにもう一度、助走をつけ、全身大きく振ふりかぶった全力を拳にこめ、地面を転ころがるミハイルに追つい撃げきを加えた。


「そしてこれが、貴様に利用された『先生マイステリン』の分の怒りだぁぁぁぁぁぁぁぁ!!!」


　最後の一撃をまともに受け、ミハイルは公園の外がい灯とうに叩きつけられた。それだけでは勢いきおいは止まらず、その外灯が針はり金がねのように折れ曲がってしまった。


　ミハイルはともすれば意い識しきを失いそうな傷きずを負おいながらも、外灯の下でうずくまりながらナイトを見上げた。


「ゲ、ゲホ……清すが夢む騎ない人と……バカ、な、グフッ……どうやって、私の〈まつろわぬ虚うつろの理り想そう郷きよう〉から脱け出したのですか!?」


「……あいにく、地じ獄ごくの底に天使がいてね、俺がくるのはまだ早いって、助けてくれたんだよ」


　ミハイルは信じられないといった様子で首を振った。


「ありえないことです。あなたの実力で、私の虚構世界から脱だつ出しゆつすることなど、不ふ可か能のうです」


「だが、俺は今ここにいる。それが現げん実じつだ！」


　叫び、ナイトはまたもミハイルへ襲おそい掛かかった。だが、今度はミハイルもまともに喰らったりはしない。決して少なくないダメージを受けたにもかかわらず、軽い身のこなしで飛び上がり、その場でバク転をして後ろへ退たい避ひした。


　と、ナイトの傍かたわら、今まで倒れていたヨルが地に手をついて起き上がった。少しふらつきながらも、その目はしっかりとミハイルを見み据すえていた。


「ヨル、無事か？」


「無事ではないけど……目の前の敵を一匹ぴき片かた付づけるくらいの力は残っているわ」


「そうか」


　そこでヨルはナイトとは反対方向に顔を向け、小声で呟つぶやいた。


「……助けてくれて、ありがとう」


「礼を言うのは、あいつを倒した後にしてくれ」


「そうね、その通りだわ」


　ヨルが、パチリと指を鳴ならした。瞬しゆん間かん、ナイトの体を包つつんでいた疲ひ労ろう感が消えた。『闇ヤミ』の回かい復ふく魔ま乖かい咒じゆである。これでナイトもヨルも、ほぼ全ぜん快かいだった。


　対するミハイルは、ナイトの連撃をまともに喰くらってかなりのダメージを受けたにもかかわらず、表面上あまり効きいたようには見えなかった。それどころか、額ひたいに手を当て、クックックと笑い声すらもらしていた。


「『闇』の魔女まで蘇よみがえるとは……そうですか、やはり、そうなのですか、清夢騎人さん。やはりあなたは、そうなのですか……」


「？　なにが言いたい？」


　クックック、と笑いながらミハイルは紫むらさき色いろをした右目に手を当てた。


「私には『千セン里リ眼ガン』があります。この力で私は他の魔ま宴えん参加者の実力と現げん在ざい位置を、ほぼ正せい確かくに把は握あくできます。それ故ゆえに、私は最後まで隠かくれ、他の参加者が潰つぶしあうのを眺ながめているつもりでした――ですが、そこにあなたが現あらわれた」


　ギロリ、と〈魔ま乖かい術じゆつ師しの刺いれ青ずみ〉の浮うかび上がった眼めでナイトを睨にらむ。


「あなたには、確かに才さい能のうがあった。天てん賦ぷの才といってもいい。だが、あなたのそれはあまりにも異い質しつです。どれだけ才能にあふれていようと、あの『最強』のアイリス・マリア・ヘルブストを倒たおすほどの実力が、あなたにあるとは思えなかった」


「あぁ、そうだな。俺だって思うよ……『先生』は、俺なんか比くらべ物にならないくらい強いよ」


　それはついさっきも再さい認にん識しきしたばかりであった。


「ですが、わからない。全すべてを見通す『千里眼』をもってしても、あなたのその才能の秘ひ密みつが、あなたの本ほん質しつが見えない」


　絡からみつくようなミハイルの視し線せん。ナイトは体の内側を見み透すかされるような違い和わ感を覚おぼえた。事実、ミハイルはナイトの全身をその『千里眼』で見つめているのだった。


「あなたの体をいくら調べても、あなたは平へい均きんより少しだけ魔乖咒の才能がある少年に過すぎない。でも実じつ際さいのあなたは、我われ々われ八や祖そクラスを上うわ回まわるほどの実力を発はつ揮きしている。その力の秘密が私にもわからない。あなたのその部分だけ、影かげのようになって『千里眼』でもはっきりと見えない。こんなことは初めてです。だから私は危き険けんを冒おかしてまでこの国へ来たのです」


「そいつは光栄だね」


「本来ならばあのまま眠ねむらせて、本家に送って徹てつ底てい的に調べさせるつもりでしたが……こうなってしまっては、それも諦あきらめるしかないようですね」


　ゆっくりと、ミハイルが構かまえを変えた。それはこれまでの人を小ばかにした態たい度どではなく、殺さつ気きの漂ただよう真しん剣けんなものだった。


「清夢騎人さん。あなたは、やりすぎました。よもや私の〈まつろわぬ虚の理想郷〉を打ち破やぶってしまうとは、あなたは私の見立て以上に強かった――それ故に、私は今ここであなたを滅ほろぼします。我わが全力をもって、あなたを抹まつ殺さつします。あなたをここで見み逃のがすのは、あまりにも危険すぎます」


「やってみろ。幻まぼろしに隠れてコソコソ卑ひ怯きような戦い方しかできないやつに、俺は負けない！」


「言いますねぇ～。私の実力を、あなたはまだ知らないはずだ」


「バカにしないで！」


　ヨルが腕うでを組み、怒いかりに燃もえる青い目をミハイルへ向けた。


「二対一よ！　コソコソ卑怯な手でしか戦えなかったくせに、正面からわたしたちとぶつかって勝てると思っているの！」


　その通りだ。たとえ一対一でも、正面からぶつかる限かぎりナイトは誰だれにも負ける気がしなかった。目の前にいるミハイル相手ならば、なおさらだ。


「クックックック……同じことですよ。一人だろうが、二人だろうが、私の真しんなる力の前では、虫ケラがいくらいようとすべて同じことです。むしろ、手間が省はぶけるから二人同時のほうが好こう都つ合ごうなくらいです」


　言いながら、ミハイルは自分の右手を右目に当てた。


「イヤなんですよねぇ～、この力を使うのって。疲つかれるし、なによりつまらない……でも、あなた方が悪いのですよ。私をここまで怒おこらせたあなたたちが」


　ミハイルから感じる魔力の気け配はいが変わった。鋭するどい、刃やいばのような殺気がナイトへと向けられる。
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　ヤバイ、本能的に直感し、ナイトは真横へ転ころがるようにして回かい避ひした。目の前の空間には何の変化もない。だが、感じた。ミハイルからナイトへ向かって、何もない空間を、今確かに透とう明めいな何かが通り過ぎていった。


「なんだと！」


　ナイトの背はい後ごに生はえていた、木が枯かれた。ナイトの見ている前で、見る見るうちに葉を落とし、枯れて朽くち果はてていく。


「いったいどうやって？」


「クックックック、驚おどろきましたか？　これが私の実力ですよ」


　そう呟つぶやくミハイルの右目。その眼めには幾き何か学がく模も様ようが浮うかび上がると同時に、赤く染そまっていた。先ほどまでは紫色をしていたはずだが、今は鮮せん血けつのごとき真しん紅くとなっていた。


「その眼……まさか、あなた『邪ジヤ眼ガン』使いなの!?」


　ヨルが、ハッとしたように声を上げる。ミハイルは笑いながら頷うなずいた。


「えぇ、『千里眼』以外にも私には切り札ふだがあります。この『邪眼』がね」


　ミハイルの真まっ赤かな眼まな差ざしを前に、ヨルはナイトに退さがるよう手を振ふりながら叫さけんだ。


「逃にげなさい、ナイト！　奴やつと視し線せんを合わせたらダメよ！　『邪眼』は視線の合った相手を即そく死しさせる攻こう性せい魔ま乖かい咒じゆなの！」


　そんな技わざがあるのか！　ミハイルは得とく意いげに笑えみを浮うかべ、自分の右目を撫なでた。


「これぞ『偽ニセ』系けい統とう第四咒法〈不ふ可か視しなる無む限げんの刎ふん頸けい刃じん〉。私の視線こそは最強の武ぶ器き。私と眼めを合わせたものは呪じゆ殺さつされます。こんな風に」


　ミハイルが首を動かして、ナイトを見てくる。ナイトは弾はじかれるような勢いきおいで逃げたが、相手の武器は視線だ。完全に回避はできない。相手の『邪眼』が、ナイトを捕とらえた。


「いや、まだだ！」


　そうだ、『邪眼』は、目を合わせた相手を呪殺する技である。ならば、視線さえ合わせねば防ふせげるはずだ。ナイトはとっさに硬かたくまぶたを閉とじ、両手で顔をガードした。視線を合わせなければ、防げるはずだった。


　事実、ミハイルの視線を受けた両りよう腕うでに痺しびれるような痛いたみこそ感じるものの、即死は免まぬがれることができた。


　だが、防ぼう戦せん一いつ方ぽうではどうしようもないし、いつまでも目をつぶったまま戦い続けられるわけがない。ここは、短期決戦で挑いどんだほうがよさそうだ。そうナイトは判はん断だんした。


　ナイトは硬く目を閉じたまま、ミハイルめがけて駆かけ出した。眼が見えなくとも、気配を感じることはできる。何も見えなくとも、短時間ならばナイトの不利にはならない。だが――


「終わりです」


　赤い、眼が、こちらを、見ていた――瞬しゆん間かん、ナイトは死んだ。『邪眼』の魔力に魅み入いられて、ナイトは死の世界へと旅立っていく……


「ナイトォォォ!!」


　間かん一いつ髪ぱつ、ヨルの回かい復ふく咒法が間に合った。ナイトの腕を摑つかんだヨルが、強ごう引いんにミハイルとの距きよ離りをとる。


「なにをやっているのよ、逃にげるわよ、ナイト！」


「い、今のはなんだったんだ？」


「わからないの？　あなたは今殺されたのよ、あいつの『邪眼』の力でね。あと一秒遅おくれていたら、私でも生き返らせることはできなかったわよ」


「しかし、視線は合わせてなかったはずだぞ」


「まだわからないの？」


　ヨルが走りながら叫んだ。


「『邪眼』は視線を合わせたものを即死させる技だわ。そして『千里眼』は、どんなに遠く、どこに隠かくれようとも、あらゆるものを見通す技だわ。なら、この二つを併へい用ようしたらどうなると思う？」


　それは……とんでもないことだ。ナイトはミハイルの恐おそろしさに、今いまさらながら気づいた。


「そんなのほとんど反はん則そくじゃないか！」


　相手がどんなことをしても、ミハイルは『千セン里リ眼ガン』で『邪ジヤ眼ガン』を使えば、相手を即死させられる。ナイトたちに防ふせぎようはない。


「えぇ、そうですよ。だから言ったでしょう。私はね、直ちよく接せつ的な戦せん闘とうは嫌きらいなんですよ」


　ミハイルが暢のん気きに告げてくる。


「だってそうでしょう？　私が本気を出せば、あなたたちなんて一秒で即死ですからねぇ～。張はり合いがなくて、つまらなすぎる。だからこの技はできるだけ使いたくなかったんですけどねぇ～」


　余よ裕ゆうの態たい度どのミハイル。だがその余裕も当然だろう。ミハイルのその能力は、戦闘においてほぼ無む敵てきだ。


「どうすればいいんだ、あんなのを相手に」


「とにかく、ひたすら動き回ってあいつと視線を合わせないようにするしかないわ。安心しなさい、あいつはすでにあなたを眠ねむらせるために大だい規き模ぼな魔乖咒を使っているわ。その上今は第四咒法と第二咒法を連発しているのよ。魔力の消しよう費ひが半はん端ぱじゃないわ。持じ久きゆう戦せんになれば、むしろ私たちのほうが有利よ」


「確たしかにそうだ」


　相手の魔力が尽つきるまで、ひたすら逃げるしか方法はない。ナイトとヨルはでたらめに広場を駆かけ回って、ミハイルの視線の直ちよく撃げきを回かい避ひしていった。


「チョコマカ面めん倒どうですねぇ～……でも、もう終わりです」


　視界の端はしに、赤い眼まな差ざしが見えた、瞬しゆん間かん、意い識しきが、堕おちて……


「しっかりしなさい！」


　ヨルの回かい復ふく咒法で蘇そ生せいされる。今のは危あぶなかった。


「クソ、ミハイルのやつ、段だん々だん俺たちの動きに追いついてきたみたいだぞ」


　ただ逃げ回っていては埒らちが明かない。ナイトは魔乖咒を牽けん制せい代がわりにミハイルに放はなった。


「無む駄だですよ」


　だが魔乖咒は、ミハイルに届とどく前に霧む散さんした。


「我わが『邪眼』の前では、下か位い咒法など児じ戯ぎも同然です」


　どうやら『邪眼』の威い力りよくでかき消されてしまったらしい。奴を倒たおすには、やはり上位咒法を使うしかないようだ。だが、それには相手に接せつ近きんせねばならないし、魔乖咒展てん開かいの魔ま方ほう陣じんを描えがくために立ち止まらねばならない。今この状じよう況きようでそれは死を意味する。どうすればいい？


「やはり、回復咒じゆ法ほうを使う『闇ヤミ』は厄やつ介かいな相手ですねぇ。できれば先に止とどめを刺さしたいところですが……」


　ミハイルが、狙ねらいをヨルに変えたようだ。ヨルの駆かけ抜ぬけた跡あとの地面が爆はぜ、植物が枯かれていく。いや、視し線せんは何度かヨル自身を捕とらえ、そのたびにヨルの服が破やぶけ、肌はだが切り裂さかれていった。実じつ際さい何度かミハイルの視線はヨルの目をも捕とらえたようだった。だが、それでもヨルは死を免まぬがれていた。


「面倒ですねぇ～、さすがに『闇』の八や祖そともなると、耐たい魔乖咒の抵てい抗こうが強い。この距きよ離りでは一睨にらみで即そく死しさせるのも難むずかしい……ですが、それもどこまでもちますかね」


　クックック、と笑うミハイル。そうだ、ヨルはもともと後方支し援えんタイプの魔ま乖かい術じゆつ師し。あまり激はげしく駆け回るようなタイプではない。ナイトよりも体力で劣おとるヨルでは、あまり長い間逃げ続けることは不ふ可か能のうだ。


　そしてヨルがやられてしまえばおしまいだった。回復咒法の使い手がいなくなれば、ナイトが死んでもそれを助けてくれるものはいない。すなわち、ヨルがやられた瞬間が、ナイトたちの敗はい北ぼくの瞬間だ。しかも、その瞬間はあまり遠くないうちに訪おとずれるようだった。


「あっ！」


　足がもつれて、ヨルが転ころんだ。体力の限げん界かいも近いのだろう、疲ひ労ろうと傷きずのせいでヨルは満まん身しん創そう痍いといった有あり様さまである。常つねに逃げ続けねばならないため、自分に回復咒法を使う暇ひまもないのだ。そんな状じよう態たいで今まで逃げ回っていられたことさえ、奇き跡せきに近かった。


　だが、奇跡はいつまでも続かない。ヨルの見せた隙すきは、ミハイルにとって絶ぜつ好こうのチャンスであった。


「終わりですね」


「ミハイル!!」


　もはや、考えている暇はない。相手の魔力が尽きるまでなんて、悠ゆう長ちようなことも言ってられない。ナイトは一いちか八ばちか、最後の賭かけに出た。敵てきの名前を叫さけびながら、真ま正しよう面めんから突つっ込こんでいく。


「盾たてになる気ですか？　ならお望みどおり、あなたを先に殺してあげます！」


　赤い眼まな差ざしが、ナイトを捕らえた。ナイトの全身が、細こまかく裂けていく……だが、ナイトの突とつ進しんは止まらず、そのままミハイルに肉にく薄はくした。


「バカな！」


　そのままナイトの必ひつ殺さつの拳こぶしが迫せまる。間かん一いつ髪ぱつ、ミハイルはぎりぎりのところでかわした。鋭するどいナイトの拳は、ミハイルの頰ほおを浅く切り裂いただけであった。


「何故なぜですか？　私の『邪ジヤ眼ガン』を受けて、あなたはなぜ死なないのですか？　あなたの抵てい抗こう力では、私の第四咒法に耐たえることなどできないはずです！」


「視線を合わせれば即死する『邪眼』。その力は一見無む敵てきに見えるが――単たん純じゆんな話だ。なら、眼めを合わせなければいいだけの話だ」


「ですが、私の『千里眼』はあなたの眼を……まさか」


　ミハイルも気づいたようだった。そう、それは単純な話だった。


「いくらお前の『千里眼』でも、存在しないものまで見ることはできないだろう」


「あなた、自分の目を……」


　そうだ、いまやナイトの眼は見えない。なぜなら、先ほど自分の目を切り裂いて潰つぶしてしまったからだ。ちょっとの勇気と、痛いたみに耐える気力さえあれば、簡かん単たんなことだった。眼から血を涙なみだのように流しながら立つナイトの姿すがたには、鬼き気き迫せまるものがあった。


「愚おろかなことを……そんな状態でまともに戦えると思って……」


「あぁ、思っているさ」


　もともと眼に頼たよった戦い方などしていない。気け配はいだけで相手の位置はだいたいわかる。ならば、後はいつもどおりに戦たたかえばいいだけの話だ。


「清夢騎人さん、やはり、あなたという人は!!」


　ミハイルがそれでも『邪眼』を向けてくる。ナイトの全身が『邪眼』の魔力で切り裂かれていくが、耐えられない痛みではなかった。いや、今のナイトにはその程てい度どの痛み、もはや痛いとも感じられなかった。


「ミハイル、貴き様さまは、貴様だけは許ゆるせない。貴様のように、人の心を弄もてあそぶ戦い方しかできない奴やつは、絶対に許せない!!」


　他者を貶おとしめることに喜びを見み出いだすミハイルのような魔ま乖かい術じゆつ師しは、ナイトにとって最もつとも忌いむべき存在だった。魔乖術師の負ふの部分が具ぐ現げん化かしたかのようなミハイルは、ナイトの信じる正せい義ぎと真まっ向こうからぶつかる。ナイトが前へ進む以上、ミハイルは存在自体が認みとめられない存在だった。それ故ゆえに、ナイトが自分の道を貫つらぬくには、目の前の魔乖術師をなんとしてでも倒たおさねばならなかった。


「黙だまりなさい、何も知らないくせに、世界の真しん理りも、絶ぜつ望ぼうも知らない無む知ちな坊ぼうや如ごときに、私のなにがわかって……」


「戯ざれ言ごとはもういい！　次の一いち撃げきで、確かく実じつに決めてやる！」


　ナイトは魔ま道どう書しよ『滅ホロび逝ユく愚グ者シヤどもの挽バン歌カ』を片かた手てに広げた。もはやなにも見えなくてもわかる。何度も、何百回も何千回も繰くり返し練習した魔ま方ほう陣じんを描えがく。使うのは無む論ろん、最強の破は壊かいの力、第四咒法だ。


「これで、終わりだぁぁぁぁぁぁ!!」


　ナイトの右みぎ腕うでに、複ふく数すうの魔方陣が絡からみ付いていく。そこに赤黒い、破は滅めつの力が宿やどった。必ひつ殺さつの魔乖咒と共に、ナイトはミハイルめがけて駆かけ出した。


「おのれぇぇぇぇぇぇぇ!!」


　ミハイルが、真まっ赤かな眼まな差ざしを向けてくる。だが、そんなものは効きかない。防ぼう御ぎよ能のう力りよく無む効こう、ナイトの使う〈破壊と滅めつ亡ぼうの紡つむぎ手〉が、ミハイルの『邪眼』すらも打ち消していく。


「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」


　ミハイルの魔乖咒を押おしのけ、気合の声と共にナイトの拳こぶしが、ミハイルの胴どう体たいに叩たたき込まれた。


「ウ、ウワァァァァァアァアアァアアァア！」


　その拳に宿った魔乖咒がミハイルの体に魔力を流し込む。『滅メツ』の魔力は対たい象しようであるミハイルの肉体の隅すみ々ずみにまで浸しん透とう、同時にミハイルの全身の魔力の流れを寸すん断だん、組そ織しき構こう成せいを破壊。その一撃で、ミハイルの体は塵じん芥かいへと分ぶん解かいされてしまった。


　――勝敗は決した。


「終わった、か……」


　急に全身を痛みが襲おそってきた。安あん堵どした途と端たん力が抜ぬけ、ナイトはその場に座すわり込んでしまった。


「ナイト！」


　ヨルが、駆け寄よってくるのがわかった。見えはしないが、気け配はいでわかる。ヨルはナイトに駆け寄ると――一度、その顔をはたいた。


「痛いな」


「このバカ！　なんて無む茶ちやをするのよ！」


「しかたないだろう。あぁしないと、俺おれたちは負けていた」


「だからって、自分の目を潰つぶすなんて、何を考えているのよ！」


「大だい丈じよう夫ぶ、君がいるだろう？　君の『闇ヤミ』なら、これくらい治なおせるだろう？」


「そういう問題じゃないわよ、わたしはね、あなたのそういう無む謀ぼうなところが問題だって言うの！　なんで……なんで、あなたはそこまで自分を犠ぎ牲せいにできるのよ？」


　ヨルはナイトにすがり付いた。


「わたしがあなたを巻まき込んだんじゃない。あなたは被ひ害がい者しやじゃない。わたしはあなたに、なにもしてあげられないじゃない。なのになんであなたはわたしに付き合ってくれるの？　なんでそこまで必ひつ死しになってくれるの？」


　あぁ、そうか。そんなことが、この娘こはわからなかったのか。それは単たん純じゆんなことだったから、今まであえて口にはしなかったことだ。だが、言葉が足たりずにそれが伝わっていなかったというならば、今すぐにでも教えてやらねばなるまい。


「決まっている。君は俺にとって、大切な人だからな」


「それは……あなたの『先生マイステリン』よりも？」


　ずばりと、核かく心しんを突つかれてしまった。答えにくい質しつ問もんではあったが、答えるしかないだろう。


「『先生』はもちろん大切だし、君だって大切だ。どっちが大切かなんてはっきりわからないし――人への気持ちって、そんな単純に割わり切れるものじゃないだろう？」


「でも……」


「だが、君が幸せになってくれるなら、それはとても嬉うれしいことだ。もしも君が幸せになれるんであれば、俺はどうなってもかまわない」


　それは『先生』と同じ気持ち。


「信じてほしい。君はさっき、俺を必要だと呼よんでくれた。だから俺はそれに応こたえた――俺は確たしかに正せい義ぎの味み方かたじゃないし、万ばん能のうのスーパーマンでもない。でも目の前に俺の助けを求める人間がいれば、そこに手を差し伸のべるくらいの力は持っている。だから君が俺を必要とする限かぎり、これからも俺は君と共にあるだろう」


「……バカね、面と向かって恥はずかしいこと言わないでよ」


「君が聞いてきたくせに。それに面と向かってと言っても、君の顔が見えない」


「はいはい、今治すから」


　ヨルの手が、ナイトの左まぶたに触ふれてきた。そこから、温あたたかい力がナイトに伝わってくる……見えはしないが、今ヨルが微ほほ笑えんでいるのだろうな、ということはなんとなくわかった。


「……いいわよ、ゆっくり左目を開けてみて」


　開けてみると、そこにはやはり、ヨルの笑え顔がおがあった。自みずからが潰つぶした目は、元通り光を捉とらえることができるように回かい復ふくした。


「どう？　見える？」


「あぁ、君の頰ほおに何かが流れた跡あとがあるところまでしっかりと」


「そこは見ないでいいのよ！」


　慌あわててヨルは自分の顔を袖そでで拭ぬぐった。


「くだらないことを言ってないで、今度は右目も治すわよ」


「あぁ」


　今度は右まぶたに、ヨルが触れてくる……魔ま乖かい咒じゆを展てん開かいしつつ、ヨルが尋たずねてきた。


「でもナイト……私とあなたの『先生』は敵てき同士だったわ」


「あぁ、そうだな」


「もしもよ。もしも……あなたが最後にどちらかを選ばないといけなくなったら、あなたはどちらを選ぶ気？」


　それは、恐おそれていた質問だ。そして、もっとも残ざん酷こくな質問である。


「それは……俺たちみんなが幸せになる方法を、探さがすよ」


「なかったら？　どうしようもないほど不幸になる道しか、もう残っていなかったらどうするの？」


「さぁ、俺にもよくわからないが……もしそうだったなら、進むしかないな。俺は、前に進む以外の方法を知らない、不器用な男だからな」


「それであなたは、最後にわたしたちのどちらを選ぶの？」


「それは……」


　少しだけ間が開いた瞬しゆん間かん、新たな声が割わって入った。


「どちらも、全員、まとめて死になさい！」


　赤い、眼まな差ざしが、こちらを、見ていた。


「あっ……ゆ、油ゆ断だん……」


　ヨルが唇くちびるをかみ締しめ、苦く悶もんの表ひよう情じようを浮うかべる。一瞬だけナイトへ手を伸のばしかけたが、途と中ちゆうで力ちから尽つきたようにその手は地に落ち、ヨルはその場にどうと倒たおれた。


「ヨル！」


　慌てて抱だき起こしたが、手て遅おくれだった。ヨルの顔は、元々色白だったが、今は完全に血の気けが引いて青白く見えた。まぶたを閉とじたままのヨルはもはや、息をしていなかった。


「ク、ククッ、クックックックック……ハハハハハハハハハ、ヨルミルミ・シュトレンベルグさん、やはりあなたは魔ま乖かい術じゆつ師しとして甘あますぎます。最後の最後に油断しましたね！」


　そこには、眼めを真っ赤に輝かがやかせたミハイルが幽ゆう鬼きのごとく佇たたずんでいた。


「そしてあなたもです、清夢騎人さん。なっちゃいない、まったくなっちゃいません。甘すぎて反吐へどが出るほどです。またあなたは私の偽にせ者ものを倒しただけで、勘かん違ちがいしてしまいましたね。何度騙だまされても同じ失敗を繰くり返す……知っていますか？　世間一いつ般ぱんでは、あなたのような人をバカと呼ぶのですよ。クックックックック」


「ミハイルッ！」


　ナイトは怒いかりを込こめて、立ち上がった。背はい後ごのヨルは、倒れたままピクリとも動かない。ミハイルの『邪ジヤ眼ガン』で即そく死しさせられた。ヨルの回かい復ふく咒法は使えない。使えないということは、もう生き返れない。つまり、ヨルはもう生き返らないということだ。


　それは絶ぜつ望ぼう的な事実だった。だが、それでも一いち縷るの望みを込めて、ナイトはヨルを見つめた。ヨルが再ふたたび起き上がってくることを願って。だが――


「無む駄だですよ、『闇ヤミ』は『邪眼』で葬ほうむりました。もはやあなたも死ねば、生き返ることはできません。『闇』も立て続けに魔乖咒を使って消しよう耗もうし、最後に油断していましたからね。私の『邪眼』に抵てい抗こうできずに即死ですよ、クックック……やはり、最後に勝つのは私ですね」


「クソ！」


　ナイトはとっさにもう一度、左目を潰つぶそうとした。『邪眼』さえ封ふうじれば、まだ戦える。ナイトの決けつ断だんは早かったが、ミハイルのほうがもっと早かった。


「おしまいですよ」


　赤い、眼まな差ざしが、ナイトを捕とらえた。


「ち、ちくしょう……」


　うめきながらもどうしようもなかった。全身の力が抜ぬけ、意い識しきが遠のいていく。なにか、強きよう烈れつな睡すい魔まに襲おそわれたような感覚にも似にていた。だが、この眠ねむりは一度眠れば二度と目を覚さまさないものだ。そうとはわかっていながらも、ナイトはそれに抗あらがうことすらできなかった。何も見えない暗闇へとナイトの意識は落ちていく……


　こうして清夢騎人は死んだ。赤い『邪眼』に魅み入いられて、その命の灯ともし火びが刈かり取られてしまった。


　もう周囲の状じよう況きようもよくわからなかった。全身の感覚がなく、何も感じられない。もはや、どうしようもなかった……


『おしまいか？』


　そうだ、頼たのみの回復咒法を使うヨルはもういない。もはや生き返ることは不ふ可か能のうだった。


『困こまるな、清夢騎人。お前にはまだ、働いてもらわねばならない』


　誰だれだ、死んだ自分を呼よび戻もどすのは、いったい誰だ？


『それに、あの程てい度どのザコにてこずるようではまだまだだな。そんなことでは、我わが目的を達たつ成せいするなど夢ゆめのまた夢だ』


　声は遠い場所から聞こえてくるような気がした。それは譬たとえていうなら、ナイトの奥おく底そこ、自分でも認にん識しきできないほどの深しん層そうより響ひびいてくる声だった。


　その声には、どこかで聞き覚おぼえがあった。だが、詳くわしくは思い出せない。なんなのだ、いったい、この声は誰なんだ。


『忘わすれたか、お前は我われと契けい約やくしたはずだ。我は貴き様さまに力を与あたえた。だから貴様はその代だい償しように、貴様の全すべてを我に捧ささげねばならぬ』


　あぁ、そう言えば、前に、どこかでそんな契約をしたような気も……


『ここで死なれては困る――しかたあるまい。今回は特別だ。我自みずからが出てやろう』


　待て、いったい何をする気だ？


『安心しろ、力を制せい限げんされた今の我であっても、あの程度のザコなら何万匹びき相手であろうと一ひねりだ』


　待て、お前は……そこで、ナイトの意識は一時的に途と絶だえた。





「クックックック、手間取りましたが、当初の予定通り、『闇シユトレンベルグ』と『最強』の継けい承しよう者しやは始し末まつできましたし、よしとしますか」


　ミハイルはそう呟つぶやいた。実じつ際さいここまでてこずるとは想定外だった。まさか奥の手の『邪眼』まで使う羽は目めになるとは、露つゆほども思わなかった。


　ミハイルの直感どおり、やはりナイトの力は警けい戒かいすべきものだった。〈まつろわぬ虚うつろの理り想そう郷きよう〉を打ち破やぶったことといい、『邪眼』を使わざるを得なかったことといい、一ひと筋すじ縄なわではいかない相手であった。その実力は『千里眼』での見たて以上であった。


　こうなってくると、その力の秘ひ密みつを詳しく知らべてみたかったが、死体となってしまってはあまり詳しくはわかるまい。それが残念と言えば残念だ。だが、残った死体を解かい剖ぼうしてみれば少しくらいは……


「こまるな、勝手に我を殺されては」


　と、ナイトがゆっくりと起き上がった。そのまま自分の体の様よう子すを確たしかめるかのように手足を振ふり回し始めた。


　ミハイルは啞あ然ぜんとした。驚おどろきのあまり、声を出すことさえ忘れたくらいだ。


　ありえないことだった。『邪眼』は確実にナイトの命を奪うばったはずなのに、ナイトは今、目の前でピンピンしている。いったい何故なぜ？　不可解だった。


「な!?　なぜ？　『闇』は死んだはず！　なのに、なぜ？」


　ナイトは左目だけ残った顔でゆっくりと、周囲を見回した。


「……あいかわらず世界は醜みにくいな、それに、つまらない場所だ。魔力も薄うすくて息苦しい」


「どうやって生き返ったかは知りませんが……今度こそ完全に死になさい！」


　ミハイルの『邪眼』が、ナイトを捕とらえた。だが、ナイトは平然と立っている。ナイトは残った左目をゆっくりと、ミハイルに向けた。


「なんだ、お前。誰かと思えば、フィッティヴァルホックの小こ僧ぞうじゃないか。なんだ、お前がこいつを殺したのか？」


「バカな……『邪ジヤ眼ガン』を無む効こう化している？」


　確かに『邪眼』はナイトを捕えていた。だが、その効果がナイトには及およばない――いや、この感覚は、違ちがう。『邪眼』は確かにナイトを捕え、殺していた。ナイトは死んでいる。死んでいるのに動いている、それが今の目の前のナイトの状じよう態たいだった。


「バカな、あなたは、いったい……」


「おいおい、フィッティヴァルホック、それくらいにしておけ。その眼めで見られると、くすぐったくてしかたがない。それに、我は今ただの人間だぞ。何度も死んでいたらさすがに復ふつ活かつできなくなる」


　そこでようやくミハイルも気づいた。何かが違う。目の前にいる存そん在ざいは、先ほどまでのナイトとは何かが違う、それが何であるかは、わからないが、それはあきらかに異い質しつな存在だった。『千里眼』をもってしても見み抜ぬけないその存在は、あぁ、そうだ、ナイトの奥おくに見えた影かげだった。ミハイルにもわからないその存在、ナイトの存在に危き機き感を抱いだかせた元げん凶きようは、まちがいなくそれだった。


「まぁ、お前の相手は後でしてやる。先にこちらをなんとかせねばな」


　と、ナイトは――ナイトの姿すがたをした何者かは、残った左目で倒たおれたままのヨルを一いち瞥べつした。


「いつまで寝ねているんだ、シュトレンベルグ！」


　パチリ、とナイトが指を鳴ならすと、ヨルが目を覚さました。それこそ、昼寝から目覚めるかのように、何気ないしぐさで起き上がる。


「あら？　わたし、なにをやって……」


　と、ヨル自身状じよう況きようがつかめず、周囲を怪け訝げんな顔で見回した。


「久ひさしいな、シュトレンベルグ」


　起き上がったヨルに、ナイトが顔を近づけた。左目だけのその容よう貌ぼうに、ヨルは息を呑のんだ。何かが違う――彼女は直感的にそう感じた。


　目の前にいるナイトは、いつもと何かが違う。片かた目めがないとか、そういう問題ではない。もっと根こん本ぽん的なところで、目の前の彼は普ふ段だんと違う……雰ふん囲い気きだとか、気け配はいだとか、そういったものが異い質しつなのだ。


　目の前のナイトは喉のどの奥から含ふくみ笑いを漏もらしながら、ヨルの戸と惑まどった表ひよう情じようを見ていた。


「こうやってまた顔をあわせられるとは、我としても喜ばしい限かぎりだ。感動の再さい会かいというわけだな。そして宿しゆく命めいよ再ふたたび、ということだ」


「なに、ナイト？　どうしたのよ？」


　ヨルは、わけがわからずに首をかしげる。ナイトは気にせずに笑いながら続けた。


「お前は知らないか、だが、我は忘わすれてないぞ。お前の裏うら切ぎりで我は敗やぶれ、このような境きよう遇ぐうにまで貶おとしめられたのだ。この恨うらみは、何億おく年たっても忘れん」


「あなたは、いったいなんなのですか」


　歯は嚙がみしながら、ミハイルが尋たずねた。いったい目の前の少年はなんなのだ、本当に先ほどまでのナイトと同じなのか？　ミハイルの『邪眼』は間ま違ちがいなくナイトを捕とらえていた。だが、『邪眼』の力がまったく効きいていない。ありえない話だ。『邪眼』を防ふせぐことくらいなら、たしかにある程てい度ど魔ま力りよく抵てい抗こうの強い八や祖そクラスの魔ま乖かい術じゆつ師しならば、可か能のうな話だ。だがここまで完かん璧ぺきに無む効こう化されるなんていう話はありえない、そんなこと、人間にできることではない。


「なんだ、貴き様さま、フィッティヴァルホックの小こ僧ぞう？　まだ生きていたのか。目め障ざわりだな」


　と、ナイトはそこでようやくミハイルを振ふり返った。慌あわててヨルが呼よび止める。


「ちょっと待ってよ、ナイト！　まだ話は……」


「慌てるな、我らの旧きゆう交こうを温あたためるのは、少しだけ待て。なに、そんなにはかからん。あの程てい度どの虫けら、軽くくびり殺してやる」


「言ってくれますね、『邪眼』を防いだくらいで、いい気にならないでください」


　そうだ。何もミハイルの実力は、『邪眼』が全すべてではない。ナイトを倒す手段など他にもいくつもある。それを使って、息の根を止めてやればいいだけの話だ。


「私には他にも……」


「遅おそい」


「な!?」


　ミハイルが気づいたときには、ナイトの姿すがたは消えていた。いや、一いつ瞬しゆんのうちに、目にも止まらぬ速さで移い動どうしていたのだ。ナイトはミハイルの真横、数メートルの地点にいた。ナイトはそこで無む造ぞう作さに、何もない空間を摑つかんだ。否いな、ナイトの摑んだ空間に、ミハイルの姿が現あらわれた。同時にそれまでいたミハイルの姿はかき消すように消えてしまった。幻げん影えいである。ミハイル本体の首をナイトは鷲わしづかみにし、軽々と片かた手てで宙ちゆうに吊つり上げていた。


「バカな、一瞬で私の本体を？」


　ギリギリと、首を摑むナイトの指が締しめ上げてくる。ミハイルは息を詰つまらせながらも、目の前のバケモノを見た。そのバケモノは、つまらなそうに左目でこちらを見ていた。


「チャチな幻げん術じゆつだ。おまけに、なんだ、その『邪眼』は？　その程度の力しか使えないのか？　ガッカリだよ、やはりその程度か。フィッティヴァルホック――あいつもあまり才さい能のうのある奴やつじゃなかったが、子作りの才能もなかったようだな。こんな出で来き損そこないしか後こう世せいに残せなかったなんてな」


　クックック、喉のどの奥おくで笑うナイト。ミハイルは、もはや恐きよう怖ふのこもった眼まな差ざしで目の前の存そん在ざいを見つめるしかなかった。


「いったい、あなたはなんなんですか！　あなたは何者です！　なにを知っているのです！」


「負け犬が吠ほえるのは勝手だが――あいにく我は、貴き様さまに答える舌したを持ちあわせておらんよ」


　そこでナイトは、冷たい輝かがやきを放はなつ左目をミハイルに向けた。


「もういいだろう、くだらん問もん答どうはたくさんだ。フィッティヴァルホック。お前の才能も魔力も凡ぼん夫ぷの域いきを出んが、その眼めだけはなかなか便利だな」


　言いながら、ナイトは空あいている左手を持ち上げた。その手をゆっくりと、ミハイルの顔に近づけていく。ミハイルは言い知れぬ恐怖感に、体を硬こう直ちよくさせた。


「な、なにを……」


　ナイトは答えず、ただ笑えみを深めた。


「なに、怖こわがることはない。ただ、お前にくれてやったその力、返してもらうぞ」


　ナイトがその指を、ミハイルの右目へ突つっ込こんだ。


「アァァァァァァァァァァ!!」


　眼がん球きゆうを指でなぞられるおぞましい触しよつ感かんに、ミハイルは悲ひ鳴めいを上げた。ナイトは相手の反はん応のうを気にすることなく、そのまま力ちから任まかせに、眼球を引き抜ぬいた。何かの神しん経けいだったのだろうか、細い繊せん維いを引き千ち切ぎるような音が響ひびいた。


「眼がぁぁぁぁぁぁぁ!!　私の、私の『千セン里リ眼ガン』がぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」


　ナイトはそこで興きよう味みを失うしなったように、騒さわぐミハイルを放ほうり投げた。今抉えぐり取ったミハイルの眼球は、血で汚よごれているものの、白目の部分には複ふく雑ざつな幾き何か学がく模も様ようが浮うかび上がっており、美しかった。


「我本ほん来らいの力には遠く及およばないが……こんなものだろう」


　つぶやき、ナイトは眼球を、自分の右の眼がん窩かに押おし込んだ。


　先ほど自分で潰つぶした右目に、今はミハイルの目が埋うまっている。ナイトは少し調子を確たしかめるように右目を動かしてみた。


「フン……やはりこの程てい度どの紛まがい物では大して見えないが、これくらいで我が慢まんするか」


　――その様よう子すを、ヨルは黙だまって見つめることしかできなかった。なんだ、あれは、あれはなんなのだ、ナイトではない、ナイトは確かに才能のある少年だった。だが、これは異常じようだ。八や祖そ直ちよつ系けいの魔ま乖かい術じゆつ師しを完全に子ども扱あつかいしている。ありえない、おかしい、いったいなにが、どうなっているのだ。


「アァァァァァァァァァ、眼が、眼が、眼がぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」


　抉られた右の眼窩を両手で押さえ、絶ぜつ叫きようするミハイル。確かに大の男でも泣き叫さけびたい状じよう況きようではある。だが、血ち塗ぬられた右目を得えたナイトは、そんなミハイルを不ふ愉ゆ快かいそうに見み下くだしていた。


「うるさいな、静かにしてもらおうか。どの道――貴様はすでに、用よう済ずみだ」


　ナイトが、右目でミハイルを見た。その右目が真しん紅くに染そまり、その眼差しがミハイルを捕とらえた、とたん、ミハイルは苦しげに喉のどをかきむしった。


「バカ、な……『邪ジヤ眼ガン』まで……あり、え……ない……」


　ミハイルは倒たおれ、そして動かなくなってしまった。その死に顔は、安らかとは程ほど遠とおい有あり様さまであった。なにしろ、右目のない眼窩は無む論ろん、左目に耳、鼻び腔こうや口こう蓋がいにいたるまで、顔の穴という穴から血を撒まき散らして、ミハイルは絶命したのだ。それは免まぬがれようのない、絶対的な死だった。その死に顔は、恐怖と絶望に満ち溢あふれた苦く悶もんの表ひよう情じようであった。


「そんな、ウソ、ありえないわ……」


　ヨルはうめいた。当然だ。何しろ今、ナイトはミハイルから奪うばった眼を使って、『邪眼』を使ったのだ。だが、そんなことはありえなかった。人間にそんなことが、できるはずないのだ。


　そう、魔ま乖かい術じゆつ師しは基き本ほん的に、自みずからの所しよ属ぞくする系けい統とうの魔ま乖かい咒じゆしか使えない。それは、八祖が己おのれの家の系統の魔乖咒をそれぞれ秘ひ匿とくしているから、という理由もある。


　だが最大の理由は、魔力の性さがだ。系統の異ことなる魔乖咒の魔力は、ひどく反発する。一人の人間が二種類の魔乖咒を使えば、反発する魔力によってその身を引き裂さかれてしまうのだ。それ故ゆえに、一人の魔乖術師は一つの系統の魔乖咒しか使えない。それは魔乖咒の大だい原げん則そくである。だから『滅メツ』の魔乖術師であるナイトが、『偽ニセ』の魔乖咒を使うことは不ふ可か能のうなはずである。


「いったい、あなたは誰だれ……」


　ヨルは思わずうめいた。そうだ、こんなことは人にん間げん業わざではない。では、ナイトはもう人間ではないと言うのか？


　ほんの数週間前、ナイトはただの少年だった。日本のありふれた高校に通かようごく普ふ通つうの少年だった。だがヨルのせいでナイトは魔乖咒という忌いむべき世界に足を踏ふみ入れてしまった。そして今――ナイトは、ヨルにさえ理り解かいできぬ何かへと変へん貌ぼうしようとしていた。


「あなたは、いったいなんなの？」


　ヨルは震ふるえながら、尋たずねた。怖こわい、目の前の存そん在ざいが、この、ミハイルをゴミのように扱あつかい、躊ちゆう躇ちよなく抹まつ殺さつしてしまった、この存在が、たまらなく恐おそろしい。それはナイトの姿すがたをしているが、ナイトではないなにかだった。そのなにかが、たまらなく恐ろしい。自分とは異い質しつなそれが、恐おそろしくてたまらない。


　そして、ナイトが変わっていってしまう、その原げん因いんは自分だというのか。ナイトを巻まき込んでしまった自分のせいなのか、ヨルは、ナイトになにをしてしまったというのだ。いったい――なにがどうなっているというのだ！


「ナイト、ナイトよね？　ナイトなんでしょ？　お願いだから、答えて！」


　もはや彼は、ナイトではないのか？　彼女はまたも守れないのか、大切なものを、守ると誓ちかったその存在を助けることも、救うこともできず、またも自分の手の中で失うしなっていってしまうというのか！


　ナイトはヨルの言葉に答えるべく、ゆっくりと口を開いた。


「我われか？　我はな、お前の……む？」


　ナイトが怪け訝げんな顔で、自分の胸むねを押おさえた。


「……面めん倒どうだな。これ以上我が出ていては、この人間の体が持たないか……しかたない。再ふたたび我は眠ねむりにつこう」


　そこでナイトは、冷たい眼まな差ざしでヨルを見下ろした。


「今回は見み逃のがしてやる。だが、貴き様さまの裏うら切ぎりを、我は忘わすれぬぞ。再さい会かいを、楽しみにしておくのだな、シュトレンベルグの娘むすめよ」


　そこでナイトは眼を閉とじ――もう一度開いたとき、ナイトの意い識しきは覚かく醒せいした。


「あれ？　俺おれは……」


「ナイト!?　ナイトなの？」


「あぁ、そうだ……俺は……なにをしたんだ？」


　ぼんやりとだが、覚おぼえている。ナイトは自分の右目を押さえた。これは、自分の目ではない、ミハイルのものだ。それがどうして自分の右目にあって、しかもそれが見えているのだ？　自分はミハイルに何をした？　自分は、自分はいったいなんなのだ!?


　わからない。自分でもよくわからないことが、一いつ瞬しゆんのうちに起こりすぎた。あぁ、いったい、自分は何なのだ？


「ナイト、落ち着きなさい、大だい丈じよう夫ぶだから、戦いは、もう終わったから」


「終わった、のか？　ん？　あ、あ、あぁぁぁぁああぁああぁああぁあぁ!!」


　ナイトは突とつ然ぜん絶ぜつ叫きようした。痛いたい、右目がひどく痛い、焼けるようだ、いや、傷きず口ぐちに焼き鏝ごてを突つっ込んで肉を抉えぐり出すような激げき痛つうが、右目を襲おそっていた。


「あぁぁぁぁ、痛い、イタイ、いたい、いたいいたいいたいいたいいたいいたいいたいいたいいたい!!」


「ナイト、暴あばれないで！　今、助けるから！」


　ヨルは暴れるナイトを押さえつけ、何とかその右目の傷をふさごうとした。


「なによ、これ……」


　ナイトの右目、ミハイルから奪うばい、埋うめ込んだ右目の表面に、〈魔ま乖かい術じゆつ師しの刺いれ青ずみ〉が浮うかび上がっていた。いや、それだけではない。右の眼がん球きゆうが、刺青の幾き何か学がく模も様ように沿そって切れ、真まっ赤かな血が後から後から噴ふん出しゆつして涙なみだのように零こぼれ落ちていた。


「『滅メツ』と『偽ニセ』の魔力が反発しているの？　ダメだわ、これは、私の力じゃ、抑えきれないわ。もう一度眼を抉り出すしか……」


「あぁぁぁぁ!!」


　ナイトはヨルの腕うでを振ほどり解とき、地面をのたうちまわった。すさまじい激痛が、右目を駆かけ巡めぐる。否いな、信じられないほどの情じよう報ほうが、右目から流れ込んでくる。


　抑えきれない、ナイトでは『千セン里リ眼ガン』を制せい御ぎよしきれない。暴ぼう走そうした『千里眼』は、古こ今こん東西のありとあらゆるものを見通していく。『千里眼』が見通した全すべてのものが、あらゆる時代を超こえ、あらゆる空間を超こえた、ありとあらゆる情報の全てが、一度に、大量にナイトの脳のう内ないに流れ込んでくる。それは人間一人の情報処しよ理り能のう力りよくをはるかに超えた、圧あつ倒とう的かつ殺人的な情報量だった。


「あぁぁあぁあぁあぁああぁあぁああぁあああああああ!!」


　あぁ、だが、見える、見える、無数の、無む限げんに等ひとしい情報の中、ナイトの求めるたった一つの情報が、今目の前に広がる――


　――そこは、どこかの城しろだった。切り立った崖がけの上にそびえる巨きよ大だいな城。石いし造づくりの尖せん塔とうが無数に立ち並ならぶ堅けん牢ろうな要よう塞さい。


　その城は今にも陥かん落らくしようとしていた。崖の下には、地平線のかなたまで埋め尽つくすほどの兵士たちがいる。全身を鎧よろい兜かぶとで固めた兵士たち、手に手に剣けんや槍やりなどの武ぶ器きを持った古めかしいいでたちの戦士たち、その全てがこの城を攻せめているのだ。


　その城の一番上、最もつとも高い塔の窓まどから、下を見下ろす男がいた。まだ若わかそうなその男は、眼下に広がる惨さん状じようを苦しそうに眺ながめていた。


「陛へい下か、申し上げます。城の西門が突とつ破ぱされました」


「第七近この衛え隊、壊かい滅めつです」


「第一一機き甲こう師し団だんより入電、我われラ最後ノ突とつ貫かんヲ試こころミル――これ以い降こうの音信不通です」


「敵てきが第三階かい層そうまで到とう達たつしました。本城陥落は、時間の問題です」


　男の元もとには、次々と絶ぜつ望ぼう的な知らせが届とどけられる。そう言えば、この男、身に着つけているものはかなり豪ごう奢しやなものであった。周囲の人間の様子も、男を敬うやまう態たい度どである。となると、この男がここで一番偉えらい存そん在ざいなのだろう、とナイトはあたりをつけた。


「ここまでだな。我わが帝国も、ここで終わるか」


　男は苦しげにそう声を漏もらした。その言葉に、否いなと唱となえる声が上がった。


「陛下、お待ちください。帝てい国こくにはまだ、我われ々われがおります」


　男の背はい後ごに、八人の人ひと影かげが並ならんでいた。八人はみな、一いち様ように体をマントで覆おおい、頭をフードで隠かくすといったいでたちで、顔はわからなかった。そのうちの一人、漆しつ黒こくのマントで身を包つつんだ影が、男に語りかけた。


「帝国には我ら、八人の魔ま王おうがまだ残っておりまする。陛下のご命令があれば、我らがこの状じよう況きようを打だ開かいしてご覧らんにいれましょう」


「この期ごに及およんで、何をする気なのだ、お前たちは？」


　八人の人影は、口々に言った。


「ご命令あらば、地平線まで埋め尽くす敵軍ぐん勢ぜいを、瞬まばたき一つするうちに壊かい滅めつさせてご覧にいれましょう」


「お望みならば、今すぐにでも、敵軍の将しようの首級しるしを全て陛下の御ご前ぜんに並べましょう」


「敵国の臣しん民みんを皆みな殺ごろしにするのもたやすいこと」


「全ては陛下の望むがままに」


「陛下、我々にご命令を」


「我々に下げ知ちを！」


　男はその言葉に、疲つかれたように首を振ふって座すわり込こんだ。


「……我が帝国臣民のことごとくがやつらに殺された。豊ゆたかな大地のことごとくが焦しよう土どと化し、塩をまかれてはこの先作さく物もつも育つまい。この期に及んで反はん撃げきしたところで、どうなるというのだ？」


「陛下、帝国には陛下がおります。陛下がいる限かぎり、帝国はいつでも復ふつ興こうできます」


「民たみなくして、なんの皇こう帝ていか。護るべきものを護れぬ皇帝が生き残ってどうする？　この期に及んで生き恥はじをさらせというか？」


「陛下……確たしかに、我々は必要ない存在なのかもしれませぬ」


　黒いマントが言った。その口調は淡たん々たんとしていたが、どこか切せつ々せつと訴うつたえかける響ひびきを持っていた。


「我々の存在が世界にとって害がい悪あくとしかならないのならば、滅ほろぼされるのもしかたありません。ですが、こうも考えられませぬか？　我々の存在を認みとめられぬ世界こそが、我々にとって害悪でしかないと」


「世界を、滅めつせよというのか、お前は？」


　黒いマントが、頷うなずいた。


「陛下がお望みならば――我々には、それだけの力があります故ゆえに」


「この期に及んで、我に歴史に名を残す大だい罪ざい人にんになれというのか？」


「いえ。歴史が陛下の前に屈くつ服ぷくするのです。正せい史しにおいて陛下の偉い業ぎようを後々まで伝えられる世界を、我々の手で創そう造ぞうするのです」


　男は疲れたように首を振った。


「もはや我には何が正しいのか、何が間ま違ちがっているのか、何もわからぬ。だが、それでも今の我の胸むねに残るのは……怒いかりだ。憎ぞう悪おと憤ふん怒ぬがいまだ我のうちに残っておる」


　男は再さい度ど、窓まどの下の軍ぐん勢ぜいを忌いま々いましげに見下ろした。


「おのれ、魔術師どもめ。そこまで……そこまで我ら魔乖術師の存在が許ゆるせぬというか」


「ならば陛下、我らに命令を」


「全すべては陛下の望むがままに」


　男は、背せ中なかの豪ごう奢しやなマントを片かた手てで広げた。


「よかろう、奴やつらがそこまで我らを憎にくむならば、我らもそれに応こたえよう。互たがいの死力を尽つくし、一方がもう一方を完全に殲せん滅めつするまで、血で血を洗う戦争を続けようではないか、愚おろかにも奴らがそれを望むというのならば、我らもそれに応おうじるまでよ」


「おぉ、陛下、偉大なりし皇帝陛下」


「さぁ、我が帝国の威い光こう、今こそ大陸全土に知らしめるときです」


　そこでふと何かに気づいたように、黒マントがナイトのほうを見た。


「誰だれだ!?」


　黒マントが、白い腕うでをナイトのほうへと伸のばしてきた。それだけで、ナイトは視し線せんをそれ以上動かせなくなってしまった。


「どうした？」


「いえ、なにやらネズミがかかったようです」


　黒マントがゆっくりと、ナイトへと近づいてくる。


「これは驚おどろいた……時を超こえ、次元の壁かべも乗り越こえ、この時代まで見通しているというの？　驚きだわ。それほどの力をあなたはすでに手に入れてしまったの？」


　黒マントが、ゆっくりと自分の頭のフードを脱ぬぎ捨すてた。そこから現あらわれたのは……


「ヨル!?」


　そう、それはヨルに似にた顔立ちだった。だが、ヨルではなかった。


　確たしかにそれはヨルと似ていた。瓜うり二つだ。だが、決定的に違うことがあった。


　金きん髪ぱつ碧へき眼がんのヨルに対し、目の前の女は、黒かった。髪かみも眼めも黒。白い肌はだと合わさることで、より色が鮮あざやかに見えた。その色は、まさに闇あん黒こくと呼よぶにふさわしい漆しつ黒こくの色に染そまっていた。


「清夢ナイト。まだよ、まだ早いわ。あなたと我々が会うのは、まだ早いのよ。だから帰りなさい。ここはあなたの来るべき場所ではないわ」


　黒いヨルが、ゆっくりとその細い指を、ナイトの眼に伸ばしてきた。


「その眼は、今のあなたには過すぎたものだわ。見えすぎる眼は、いつかあなたを不幸にする……その力、今は私がもらっておくわ」


　その指が、ナイトの眼にもぐりこんでくる。白く、細長い女じよ性せいの指が自分の目から内側へと滑すべるように入ってくるのが認にん識しきできた。目から侵しん入にゆうした指は、内側で虫のように動き出した。頭を内側からなぞられるような感覚に、ナイトは悲ひ鳴めいを上げた。


「あぁぁああぁあああぁあぁぁぁああぁああああぁあぁぁぁ!!」


「ナイト、しっかりしなさい、ナイト！」


「あぁぁあぁあああぁ、ヨ、ヨル？」


　目の前にいるのは、金髪のヨルだった。いつの間にかナイトは、元の世界に戻もどっていた。目の痛いたみも消えている。


「平気なの？　大だい丈じよう夫ぶ？」


「あ、あぁ、なんだかよくわからないが……大丈夫だ」


　ナイトは頷うなずいた。眼の痛みも消えたし、体の傷きずもたいしたことはない。大丈夫なようだった。ただ――状じよう況きようだけは不ふ可か解かいなままだが。


「よかった、ナイト……本当に」


　安心したように、ヨルがナイトに抱だきついてきた。ナイト自身、もはや何がなにやらよくわからなかったが――とりあえず、ヨルの頭を優やさしくなでた。


「あぁ、心配かけて悪かった。全て、終わったよ」





　こうして――魔ま宴えんの第二幕まくは、いくつかの不安を残しながらも幕を下ろしたのであった。




第一七回〈絢けん爛らんなる魔宴〉戦せん闘とう記録







第二回戦　日時・二〇〇Ｘ年七月一日


　　　　　場所・日本国某ぼう県赤あか霧ぎり市内、公園内広場







　　　　『闇ヤミ』ヨルミルミ・シュトレンベルグ


　　　　　　　　　　　ＶＳ


　　　　『偽ニセ』ミハイル・ド・ロベルト・ダ・フィッティヴァルホック





勝者　　『闇』ヨルミルミ・シュトレンベルグ







　未いまだ目的達たつ成せいされず、〈絢爛なる魔宴〉続行。残る参加者六名。






　エピローグ　そして日にち常じようへ……







　清すが夢む騎ない人とは、確たしかに魔ま宴えんの二回戦を勝ち残った。だが、それは満足の行く勝ち方ではなかった。


　そもそも、ミハイルを倒たおしたのが何であるのかがよくわかっていない。形としてはナイトが倒したことになっているが、それはナイトとは別の存そん在ざいであったということは、ヨルもナイトもよくわかっていた。ではあれはなんだったのかというと……よくわからなかった。


　結局よくわからないまま、うやむやになってしまった。というより、あのことを話題にするのはナイトもヨルもできるだけ避さけている、と言ったほうが正しい状じよう態たいだ。


　なにより、ナイトが垣かい間ま見みたあの異い世せ界かい――そこにいた黒いヨル、彼女はいったい誰だれだったのか？　それはわからない。彼女の存在自体、ナイトはヨルに話していなかった。あれがいったいなんであったのか、それがもう少しはっきりするまでは、話さないほうがいい気がしたからだ。


　だが、あの黒いヨルは明らかにナイトのことを知っている様よう子すであった。あるいは、そこにナイトの力の秘ひ密みつが隠かくされているのかもしれないのだが――今はまだ不ふ確かく定てい要よう素そが多すぎる。いずれはわかるかもしれないが、なにかの糸口が見つからない限かぎり、真しん相そうは闇やみの中だろう。


　そしてナイトの右目である。ナイトの右目にはミハイルのものであった紫むらさき色いろの瞳ひとみがはめ込まれてあった。だがこの目は、今やほとんど光を見ることができなかった。


　これを埋うめ込んだとき、『千セン里リ眼ガン』は確かにナイトにあらゆるものを見せてくれた。だが今はもう『千里眼』も『邪ジヤ眼ガン』も発動させることはできない。右目の視し力りよくは極きよく端たんに低く、ものの色や輪りん郭かくがかろうじて識しき別べつできる程てい度どでしかなかった。


　ヨルの回かい復ふく咒じゆ法ほうを右目にかけてもらったのだが、もはや何の変化もなかった。ヨルによれば、ナイトの体がすでにこの眼を正常な体の一部と受け入れてしまったので、これ以上は治なおしようがないということらしかった。


　どうしようもないのならば、諦あきらめてこの目で我が慢まんするしかない。幸さいわいナイトの視力はもともといいほうであった。残った左目だけでも、日常生活をおくっていく上ではまったく問題ない。慣なれるまでは不便だろうが、それも時間の問題だ。


　そして残る問題は、『偽ニセ』である。確かにミハイルはナイトが倒した。だが、幻げん影えいの使い手である『偽』が本当に倒されたのかどうか、ナイトは確かく信しんがもてないでいた。実じつ際さい、これまで何度も倒したと思っては、寝ね首くびをかかれるということを繰くり返してきたのだ。


　あの時の、公園での『偽』の最さい期ごを、ナイトは思い出した――


『偽』は顔中から血を噴ふん出しゆつしながら、倒れていた。それは誰が見ても『偽』の、ミハイルの死を意味すると思えた。


　だが、違ちがった。最後の最後。ナイトの意い識しきが戻もどったそのとき、ミハイルもまた一度だけ、意識を取り戻したのだった。やはり顔中から血をこぼしながら、憎ぞう悪おと恐きよう怖ふに満ちた表ひよう情じようで、彼はナイトを睨にらんできた。


「あぁ、なるほど、やはりあなたが、やはりあなたがそうだというのですか、清夢騎人さん……あなたの奥おくに見えた影かげの正しよう体たいは、やはり……」


「なんのことだ、ミハイル？」


「いえ、今となってはそんなことはどうでもいい……ただ、私はあなたに尋たずねたい。確かにあなたは私を倒した。あなたはそれで満足ですか？」


「何が言いたい？」


「別に、言葉どおりの意味です」


　今いま際わのきわ、ミハイルはやはりこれまでと変わらぬ嘲ちよう笑しようを浮うかべながら、ナイトに語りかけた。


「クックックックック……あなたは確かに私に勝てたのかもしれません。だが、この勝利が幻影でないという証しよう拠こはどこにあるというのです？　所しよ詮せん我われ々われは、魔ま宴えんという幻げん想そうに縛しばられた存そん在ざいにすぎないのです。幻想の中での勝利にどれだけ価か値ちがあるというのですか？　クックックックック……所詮あなたも私も、滑こつ稽けいな木偶でく人形に過すぎないのですよ」


　そのときのミハイルの顔は、今でも右目を閉とじると目の前に浮かび上がるようであった。あの――自分以外の全すべてを見み下くだしたような嘲ちよう弄ろうを浮かべたミハイルの顔が。


「クックック……では、ここで問題です。夢ゆめと現げん実じつの境きよう界かいはどこにあるのでしょう？」


　笑いながら、ミハイルが問いかけてくる。あぁ、だが、ナイトはそれに答えることができない。もはやナイトには、虚きよ構こうと現実の区別がつかない。あれほど現実じみた幻想を何度も見せられては、もはやナイトに二つの区別をつけることなどできなかった。現に、今ナイトがいるこの世界でさえ、ミハイルの生み出した幻まぼろしか、現実か、その区別がつかないというのに。


　だが、たとえそうだとしても一つだけはっきりしていることがある。それは、ナイトが過か去こに『先生マイステリン』より学まなんだことであった。


　結局、自分たちがいる世界が現実なのか虚構なのか――それは誰にもわからない。だが、そのどちらの世界だとしても、ナイトたちは前に進む以外の道はないのである。後こう悔かいしないようにするには、前に進むしかないのだ。立ち止まれば、すなわちそれは敗はい北ぼくを意味するのだから。


　だからナイトはこれからも前へ進んでいくだろう。それが正しい道だから進むのではない。それしか道がないから、それしか正しい道を知らぬから、ナイトは前へ進むのである。そして、前に進む以上、ナイトは胸むねを張はって進んでいく。自分の信じる道ならば、せめて自信を持って進まねば、『先生』に申し訳わけが立たない。


　その選せん択たくが正しいのか、間ま違ちがっているのか――それを決めるのは、未来だけである。だから今は細こまかいことを気にせず、前へ進もう。立ち止まっても、いいことはないのだから。


「偽ぎ善ぜん者しやですねぇ～。ですが、いいでしょう。どっちにしろ、敗北した私に未来はありません。せいぜいつかの間の勝利に酔よいしれるがいいでしょう」


「なんだと？」


　ミハイルの言葉に含ふくみを感じ、ナイトは相手を見た。まさか、この魔ま乖かい術じゆつ師しはこの期ごに及およんでまだ何かをたくらんでいると言うのか？


　だが、その予想は外はずれた、それも、意外な方向へと。


「クックックック……私もここまでです。始まったようですね」


「な!?」


　ナイトたちが見守る中、ミハイルの体が崩くずれだした。まるで火のついたロウソクのように、その姿すがたがドロドロと、溶とけていく。


「ミ、ミハイル？」


　ただ、ナイトは呆ぼう然ぜんとそれを見守るしかできなかった。そうしている間もミハイルの体は崩れ、今や濁にごった水みず溜たまりが地面の上にあるだけである。


　だが、その状じよう態たいになってもミハイルの言葉は聞こえてきた。


「クックックック、覚おぼえておきなさい。これが魔ま宴えんの敗北者の末まつ路ろです。敗者は『魔王エルケーエツヒ』の生いけ贄にえとなるのが定さだめ……」


　崩れた体で、ミハイルはなおも呪じゆ詛その言葉を吐はく。


「ですが、覚えておきなさい、あなたもいつか、こうなる運命なのですよ、クックックックック、あなたもいつか、私と同じ末路をたどるでしょう」


「ウ、ウソよ！」


　怯おびえと共に、ヨルが叫さけんだ。


「魔宴に、魔宴に負けたからって、そんなことになるなんて……聞いてないわ！」


「クックックック、あなたは知らなかったようですね。ですが、これが現実ですよ。敗者の魂たましいはその業ごうによって贄となり、六人の御み霊たまを喰くらったもののみが『魔王』覚かく醒せいの道へ到いたる――クックックック。もっとも、失敗した私はここまでですがね」


　ミハイルが――いや、かつてミハイルだったゲル状の濁った液えき体たいは、徐じよ々じよに地面に吸すい込まれ、消えていく。だが、ミハイルは最後に、置き土産みやげとも言うべき呪詛を吐はいた。


「さぁ、清夢騎人さん。あなたにもう一度問いましょう。あなたがいるこの世界は、夢ですか、現実ですか？」


　最さい期ごにそう言って、ミハイルの残ざん骸がいは完全に地面に飲み込まれ、消えてしまった。代かわりにミハイルのいた場所には、一冊さつの本が落ちていた。『見ミ果ハてぬ虚キヨ偽ギの外ガイ典テン』、『偽ニセ』の魔ま道どう書しよであった。それが残されていたということは、ミハイルは本当に滅ほろびたのだろう。


　結果として、魔宴の二回戦はナイトの勝利で終わった。それは間ま違ちがいのないことだ。だが、その勝利は納なつ得とくのいくものではなかった。それどころか、あまりにも不ふ可か解かいな点が多く残った上での勝利だった。


　それゆえに、ナイトは勝利を単たん純じゆんに喜べなかった。なにしろ、今回はあまりに多くの不確かく定てい要よう素そが残ったままなのだから。


　なによりも気になるのは、あの遠い世界の記き憶おくで見た黒いヨル――彼女は誰だれなのだろうか？　それをヨルに尋たずねても明確な答えが出てくるとは思えなかった。だが、ヨルが何らかの秘ひ密みつを握にぎっているであろうことを、ナイトはほぼ確信していた。その真しん相そうを摑つかむためには――今しばらくヨルと共に行動せねばならないようであった。


　ともあれ、色々なことがあった一日であった。さすがにその日は疲つかれ果はてて帰き宅たくし、一晩ばん眠ねむった。寝ねて起きても右目の視し力りよくは変わらなかったが、とりあえず学校に行くくらいは問題ないようであった。


　ヨルに呆あきれられながらもナイトは登校し、いつも通りの日にち常じようを再さい開かいした。


　そうだ、確たしかにもうナイトは表おもての世界の住人ではないのかもしれない。だがこうして過すごせるのならば、ナイトはできる限かぎり最後まで、日常を享きよう受じゆしていたいと願っていた。自分が守りたいと願ったこの世界を、できるだけ長く味わっていたい――それがナイトの願いであった。


　辛つらい戦い、苦しい戦いはこれから先もきっと続くだろう。だが、この日常に戻もどることが、たとえ瞬まばたきするほどの短い間でも日常に戻ることができるならば、それがナイトの活力となり、戦う原動力となる。


　だからナイトはこれからも戦い続けることができるだろう――彼の守るべき世界が、そこにある限りは……


　――思えば、ナイトの世界の崩ほう壊かいは、とっくに始まっていたのだろう。だが、ナイトはそれに気づかなかった。いや、気づいてはいた。だが無む意い識しきのうちに、ナイトはそれを理解することを拒きよ絶ぜつしていたのだ、愚おろかにも。


　ナイトが始業の準じゆん備びをしていると、やや遅おくれて教室に担たん任にん教きよう師しが入ってきた。担任はやや暗い面おも持もちで語りだした。


「お早う、みんな。早さつ速そくで悪いが、大切な話がある。もう知っているものも何人かいるだろうから、率そつ直ちよくに言うぞ」


　続く教師の言葉を聞き、ナイトは自分の耳を疑うたがった。


「先生……今なんて言ったんです？」


「なんだ、清夢？　驚おどろく気持ちはわかるが、少し落ち着け」


「先生、今なんて言ったんですか！」


　悲ひ鳴めいのような声で問いかけるナイト。教師は先ほどと同じ言葉を口にした。


　それを聴きいた瞬しゆん間かん、ナイトはそれ以上その場にいることはできなかった。取るものも取りあえず、一いち目もく散さんに教室から飛び出し、外へ向かって駆かけ出していた。


「あ、待て！　清夢！」


　後ろからナイトを呼よぶ声がしたが、そんなものはもうどうでもよかった。今は一いつ刻こくも早く、病院へ行かねば。





　――市の中央にある総そう合ごう病院についたのは、わずか十分後のことだ。全速力で走ってきたが、たいして息は切れていない。日ごろの特とつ訓くんの賜たま物ものだが、今はそんなことに感心している暇ひまもない。


　受付にいた看かん護ご士しに摑つかみかからんばかりの勢いきおいで聞きたいことを問い詰つめ、目的の部屋へ向かって階かい段だんを駆け上っていく。


　そうやって焦あせる内心では、先ほどの教師の言葉が反はん芻すうされた。





『うちのクラスの仁じん野ののことだ。仁野が昨日、通り魔まに襲おそわれた』





　考えてみればすぐに気づいたはずだ。いつもはナイトより早く来ているはずの陣じん矢やと杏あん子ずが、今日に限っては二人そろって欠席だったのだ。どうして異い常じようにもっと早く気づかなかったのだろうか？





『幸さいわい一命は取り留とめたが、意い識しき不明の重じゆう態たいでしばらくは学校にもこれないらしい。みんなも登下校には注意しろ』





「待ちなさい、君！　ここから先の病びよう棟とうは面会謝しや絶ぜつだぞ！」


「止まりなさい！」


　すれ違ちがう職しよく員いんらしきものたちの制せい止しの声も、聞こえなかった。ナイトを強ごう引いんに押おし止とどめようとするものもいたが、そんなものは無む視しして強引に引きずって進んだ。


「なんて馬ば鹿か力ぢからだ！」


「こいつ本当に人間か？　警けい備び員いんを呼べ！」


　さすがに一〇人近くに組み付かれると動きにくかったので、腕うでずくで引き剝はがしてまた駆け出した。


　そして――目的の部屋にたどり着いた。扉とびらの脇わきに『仁野陣矢』という名前がある、間違いない。


　ナイトは一度だけ扉を叩たたき、勢いよく開け放はなった。


「陣矢！」


　答えは――返ってこなかった。


　部屋の正面はすぐ壁かべとなっていた。その壁には大きなガラスがはめ込まれており、その向こう側にはタイル張ばりの部屋が広がっていた。


　ガラスの向こうの中央のベッドには、陣矢が眠ねむっていた。そう、まさに眠っているかのような、穏おだやかな表ひよう情じようである。


　口元につけられた透とう明めいなマスクには傍かたわらの変な機械からホースが伸のびており、呼こ吸きゆうをするたびにマスクの内側が白く曇くもった。さらに隣となりにある機械の画面は数秒おきに点てん滅めつし、それが陣矢の心音なのだとナイトはあたりをつけた。


「陣矢……ウソだろ、ウソだよな？」


　しかしその言葉に答こたえることができるはずもなく、ガラスの向こうの陣矢は沈ちん黙もくを返してきただけだった。


「……現げん実じつよ、ナイト」


　その声に、ナイトは背はい後ごを振ふり返った。ナイトが今しがた入ってきた扉から、静かな足取りで沈しずんだ顔立ちの杏子が入ってくるところだった。おそらくは、職員を文字通りなぎ倒たおしてここまで来たナイトの後に続いてここまで来たのだろう。


　現あらわれた杏子はずいぶん憔しよう悴すいした様子だった。髪かみは乱みだれ、目は赤く腫はれあがっている。着ている制せい服ふくもクタクタだった。まさか、彼女は昨日からずっと家に帰っていないのか？


「ここに運び込こまれたときにはもう虫の息だったけど、そのときはまだ、しゃべるくらいの元気があったわ。でも、手しゆ術じゆつが終わって、医者は命は助かったって言うけど――それからずっと目を覚さまさないの。意識が戻もどるかどうかは、半々の確かく率りつだって」


　杏子がギリッと歯は軋ぎしりをした。その目から、一ひと筋すじの涙なみだがこぼれる。


　――なんだ、これは、いったい、これはなんなのだ。目の前に広がるこの光景は、なんだというのだ！


　ナイトの脳のう裏りに、ミハイルの顔が思い浮うかぶ。ミハイルはあの、全すべてを嘲ちよう弄ろうするかのような笑えみを浮かべながら言ってきた。


『クックック……では、ここで問題です。夢ゆめと現実の境きよう界かいはどこにあるのでしょう？』


　ナイトが今こうして生きている世界、これが現実だと思って、信じて、ナイトは前を見て生きていこうとしていた。だが、間ま違ちがっていたのだろうか？　これは現実ではないというのか？　ナイトは未いまだ、悪あく夢むの中を彷徨さまよい続けているというのだろうか？


『夢とはいつか覚めるものです。そこが二つの違い、といえばその通りでしょう。では、そこでもう一度質しつ問もんです。もしもこの世に覚めない夢というものがあったら、それは現実と呼よんで差さし支つかえがないのでしょうか？』


　これは、悪夢なのか？　では、覚めない悪夢というものがあれば、それはなんと呼べばいいのだろう？　これこそが現実なのか？　あぁ、もはや何が正しく、何が間違っているのか、ナイトには何もわからなかった。
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『つまるところ、夢と現実を区別することはできないのですよ。今ここにある世界がどれだけ確たしかなものだと言えるのですか？　人間が感じる現実という世界など、些さ細さいなきっかけで崩ほう壊かいしてしまいます。一匙さじの毒、一本のナイフ、一発の銃じゆう弾だんがあれば、それだけで人の人生など終わりです。目覚めれば消える夢の世界と同様、もろさという点では大差ないのですよ』


　人は簡かん単たんに死ぬ。そう、世界の裏うら側がわ、魔ま乖かい術じゆつ師したちの抗こう争そうを垣かい間ま見ただけで、一いつ般ぱん人じんは口くち封ふうじのために殺されてしまうのだ。


『いえ、言ってしまえば、現実世界とは覚めない夢のことなのですよ』


「こいつさ……」


　ポツリ、と杏子がしゃべりだした。


「ここに運び込まれたとき、もう意識も朦もう朧ろうとして、目も見えてなかったみたい。それでもあたしの手を握にぎって、すぐ元気になるから心配するなって言って――あいかわらず、噓うそつきよね、この男……守れない約束はするなって、昔から言ってるのに……」


「杏子……」


　もはやナイトには、杏子にどんな言葉をかければいいのかすらも皆かい目もく見けん当とうがつかなかった。


「……それで、最後のセリフが、あたしの弁べん当とうが食べたい、だってさ……バカよね、この期ごに及およんで……そんなもんが食べたいならいくらでも作ってあげるから、早く起きなさいよ……」


　ついにこらえきれなくなったか、杏子は口元を押さえ、むせび泣きながらうずくまった。


　ナイトの脳裏に、ミハイルの顔が再さい度ど浮かび上がる。


『クックックック……あなたは幸せですね。知っていますか？　幸せとは、絶ぜつ望ぼうを知らないことなのですよ。無知とは人にとって救いなのです』


　あぁ、本当に、自分はなんと幸せだったのだろう。数分前まで、自分は今までと同様、日にち常じようを明るく、前へ向かって生きていこうと思っていた。それが今ではなんだ？　この有あり様さまは、なんだというのだ？


『クックックック……あなたの知る絶望など、所しよ詮せんはたかが知れています。本当の絶望を知ったものが、あなたのようにまっすぐでいられるはずがない』


　本当に、そう思う、本当の絶望を知ってしまえば、もはやまともに生きていくことはできない。


「ねぇ、どうして？　あたしが、あたしたちがなにをしたって言うの？　なんでこんな目にあわなきゃいけないの？　お願いだから誰か教えて。なんで……なんで陣矢がこんな目にあわなきゃいけないの？」


　泣きながら、杏子が問いかける。その純じゆん粋すいな問いかけに、ナイトは答えようがなかった。いっそのこと、全すべての元げん凶きようは自分だ、悪いのは自分だ、と言うことができればどれだけ楽だろう。


　だが、それを口にすることはできない。言えば、杏子まで魔乖術師の闘とう争そうに巻まき込むことになってしまう。そもそも、真相を明かしたところでどうしようもない、満足できるのは、ナイトのちんけな罪ざい悪あく感くらいなものだ。そんなことのために杏子を危き険けんな目にあわせるわけにはいかない。


「いたぞ、ここだ！」


　と、騒さわがしく部屋の中に白はく衣いを着た男がやってきた。


「君たち！　ここは面会謝しや絶ぜつだと言っただろう、早く出て行きなさい！」


　チラリ、とナイトはそちらを見た。それだけで相手は一いつ瞬しゆんおびえたような顔になった。別にそんなつもりはないのだが、今のナイトの表ひよう情じようは、どうやら一目で相手を威い圧あつするような類たぐいのものになっているらしかった。


　おびえた態たい度どを見せたのは一瞬で、相手の男はすぐさま毅き然ぜんとした態度で言い放はなった。


「とにかく、これ以上勝手は許ゆるさん！　出て行きたまえ！」


　――結局、そのあといろいろと面めん倒どうなことになりそうだったので、ナイトはその医者らしき男を押しのけ、杏子の手を引いて走って外へ飛び出した――杏子が自分で走ろうとしなかったので、最終的に半なかば抱かかえるような形となったが、杏子は嫌いやがるそぶりも見せなかった。


　病院の外の広場に出て――追っ手もいないようなので、一いつ端たん落ち着くことにした。手近な場所にあったベンチに杏子を座すわらせ、近くの自じ販はん機きでお茶を買って、持ってくる。


「…………」


　杏子は差し出されたお茶を受け取ろうともせず、うつむいたままだった。ナイトも彼女にかける言葉が思いつかず、結局彼女の隣となりに腰こしを下ろすしかなかった。


　どれだけそうしていただろう、たまたま時間帯がそうなのか、近くを通る人ひと影かげはほとんどなく、二人はただ沈ちん黙もくで世界を埋うめていた。


「……ナイト、どうしてこうなったのかしら？」


　ポツリ、沈黙を破やぶったのは杏子からだった。


「どこで間ま違ちがえたのかしら？　どこで誤あやまったのかしら？　どこで踏ふみ外はずしたのかしら？　あたしたちは？」


「…………」


　その質しつ問もんには答えようがなかった。いや、答えは一つ、間違ったのはナイト、悪いのはナイト、元凶はナイト、ただそれだけだ。


「ナイト……助けて、ナイト」


　隣に座っていた杏子が、ナイトの肩かたにすがりつくように体を預あずけてきた。目と鼻の先にある杏子の細い体からは、頼たよりない彼女の重さと、体温を感じることができた。


「あたし怖こわい……すごく怖いの。昨日まで、これから先もずっと、あたしたち三人、一いつ緒しよにいられると思ってた。いつかは別れるにしても、まだ先の話だって――なのに、こんな形で陣矢が倒たおれて、あたし、どうすれば……」


　杏子は、ナイトの肩に額ひたいを押おし当てて震ふるえていた。昨日ミハイルに襲おそわれ、逃にげて、陣矢のそばにいて、彼女はいったいどれだけ不安だっただろう、どれだけの悲しみを背せ負おわねばならなかったのだろう。


「なんだかこのままあんたまでどっか消えちゃいそうな気がして、あたし、すごく、すごく怖かった……だから、あんたがここに来て、また会えて、すごく、すごく嬉うれしくて、あたしは……」


　そう言って、彼女はぼろぼろと涙なみだをこぼした。無む論ろん、それには悲しみの涙も混まざっているだろう。だがそこには、安あん堵どの涙も混ざっているはずだった。少なくともその点において、ナイトがここに来た意味は十分あるはずだった。


「ナイト、あんたは大だい丈じよう夫ぶよね？　どこにも消えたりしないわよね？」


　不安に揺ゆれる瞳ひとみで、ナイトを見上げる杏子。だが、ナイトはうなずくことができなかった――そう、ナイトはもはや、魔ま宴えんという非ひ現げん実じつの舞ぶ台たいに足を踏ふみ入れてしまったのだ。いつまた魔宴に杏子を巻まき込むかわからない。杏子のことを考えるならば、ナイトは一いつ刻こくも早く身を引くべきだ。


　しかし――そんなことはできない。幼おさな馴な染じみの少年が倒れ、悲しみの淵ふちにいるこの親友の少女を前にして、どうして立ち去ることができようか。


「ナイトぉ……」


　再ふたたび嗚お咽えつをこぼす杏子。震えるその細い肩に手を伸のばし……ナイトは直前で、手を止めた。


　――自分には、もう彼女の肩を抱だく資し格かくなど無い。


　陣矢が倒れたのも、杏子がこんな状じよう態たいになってしまったのも、元凶はすべてナイトだ。そんな自分がどんな偽ぎ善ぜん者しや面づらをして彼女を慰なぐさめればいいというのだ。そんなこと……ナイトには、もはやどうすればいいのかもわからなかった。


「ごめん……俺おれのせいだ、杏子」


　低い声で、そうささやくのが精せい一いつ杯ぱいだった。杏子が、怪け訝げんな顔でナイトを見上げた。


「俺がいたのに――なにもできなかった。お前のことも、陣矢のことも、なにも護ることができなかった――こんなことにならないように、力が欲しいって、強くなりたいって、絶ぜつ対たい強くなるって誓ちかったのに、俺は、俺は……」


　ワナワナと、震える自分の手をナイトは見た。


　あの日――あの時、ナイトは『先生マイステイン』と誓ったはずだ。強くなる、自分の正せい義ぎを貫つらぬけるくらい強くなると――幼き日の誓いを、ナイトはまたしても守れなかったのか？


　そっと、ナイトの手に温あたたかい掌てのひらが重かさねられた。杏子である。


　泣きはらした彼女の眼めは、真まっ赤かである。だがもうそこから涙は零こぼれていなかった。ナイトの手に触ふれたまま、彼女は、明らかにカラ元気とわかる笑え顔がおを浮うかべた。


「あたしこそゴメン――そーよね、あたしばっか辛いわけじゃなくて、ナイトも同じよね――なのに、あたしばっかり世界の終わりみたいな泣き言言って、ゴメンね？」


　気き丈じように、無理やりに、笑う杏子。ナイトは、彼女のそんな痛いた々いたしい姿すがたを見たことがなかった。


「そーよ、こんな、いつまでもこんなメソメソしてるなんて、あたしのキャラじゃないわ。いつでも陽気な杏子さんとしては、これくらい笑い飛ばす気でいないとね」


　違ちがう、違うんだ、杏子。君は無理をしなくて、そんな虚きよ勢せいを張はってまで強がらなくていいんだ、いくらでも泣いていい、いくらでも俺をなじってくれていい、恨うらんでくれていい、蔑さげすんでくれていい、君には、この世界の中で君には少なくともそうするだけの権けん利りがある――ナイトは心の中で叫さけんだ。


「陣矢にしたってさ、なにも死んだわけじゃないんだし、深しん刻こくすぎたわよね」


　斜ななめ上、陣矢がいる病室のほうへと手を伸ばす杏子。


「あいつさ、小学校の時も四〇度の熱出してぶっ倒れたりしたんだけど、お見み舞まいにリンゴ持って行って食べさせたら、次の日にはケロッとしててね、体だけは頑がん丈じようなやつなのよ。今回だって、きっとそうよ、しばらくたったら、きっとまた、腹はら減へったとか言ってひょっこり起き上がるわよ」


　ははは、とかすれた声で笑う杏子。だが、ナイトはそんな彼女の様子を見ていて気付いてしまった――いくら笑おうと、気丈に振ふる舞まおうと、その眼にある悲ひ哀あいの色は消えていなかった。


　彼女のほうが陣矢との付き合いは長い。ナイトより何倍も悲しいに決まっている。なのに、ナイトの弱いところを見て、無理やりに、虚勢を張ってくれているのだ、彼女は。


　――最低だ、気き遣づかうどころか、気遣われるなんて、俺は何様だよ。


「ははははは、それに、残ったあたしたちがメソメソしてたら、陣矢が起きた時に怒ど鳴なられるわよね。はい、涙なみだの時間はおしまい。明日からは笑ってまた学校行かないとね」


「杏子。俺は……」


　もはやそれ以上、彼女の茶番を見ていられなかった。たまらず手を伸ばすナイト。杏子はナイトの顔を見て――そこでハッと、息をのむように身をすくませた。


「杏子、どうした？」


「う、うん……な、なんでもない、別に、あたし、平気、大だい丈じよう夫ぶ」


　だが、杏子は伸ばされたナイトの手から離はなれるように身を引き、立ち上がった。


「あっと、ちょ、ちょっとごめんね、あたし、トイレ」


　下手へたな誤ご魔ま化かしのセリフを残して、杏子は片かた手てで顔を隠かくしながら踵きびすを返し、病院の中へと戻もどって行った。


「クッソがぁぁぁぁぁ……なんなんだよ、俺はぁぁぁ！」


　折れそうなくらいに奥おく歯ばを食いしばり、掌てのひらを突つき破やぶるくらい強く拳こぶしを握にぎりしめ、ナイトは行き場のない怒いかりを胸むねにして、やるせなさを込こめて座すわっていたベンチを殴なぐった。


　一人になると、改あらためて自分のふがいなさが腹立たしかった。結局――全すべて悪いのはナイトなのだ。魔ま乖かい咒じゆに関かかわり、ヨルにあれだけ忠ちゆう告こくされたにもかかわらず日にち常じように拘こう泥でいし続け――挙あげ句くがこのざまだ。全ては身勝手な自分の感かん傷しようのせいだ。


　なにが魔乖咒だ、『最強』だ、自分は強くなったなど、思い上がりもはなはだしい！　結局――ナイトは大切なものを、護ることすらできなかったのだ。


　心の中で、ミハイルの言葉が蘇よみがえる。


『でも、安心しなさい。あなたはこれから大いなる絶ぜつ望ぼうを味わうのですから。あなたはそれに耐たえられますかね～、クックックックック……』


　これが、絶望だというのか、これが醜みにくい世界の正しよう体たいだというのか？　だとしたら、運命とはどこまで残ざん酷こくなのだろうか。


「くそ、くそ、くそぉぉぉぉぉぉぉ!!」


　どうしようもない気持ちに突き動かされて、ナイトは立ち上がって病院の壁かべを殴りつけた。何度も、何度も、拳が傷きずつき、血がにじみ出ても気にせず、何度も殴り続けた……手は血まみれになったが、そんな痛みではナイトの罪ざい悪あく感がまぎれることはなかった。


「なんで、なんでこうなるんだよ……」


　目からは涙が零れ落ちた、くやしくて、歯は軋ぎしりをしながらもう一度、力いっぱい壁を殴った。


　その衝しよう撃げきで、ドサリ、何かが落ちる音がした。


　ナイトの足元に、一冊さつの本が落ちていた。古ぼけた装そう丁ていの本、それは『偽ニセ』の魔ま道どう書しよ『見ミ果ハてぬ虚キヨ偽ギの外ガイ典テン』だ。


　どうして『偽』の魔道書が、こんなところにあるというのだろう？　こんなものを持ってきたつもりはないのに。


　だがその魔道書を前にして、それの前の持ち主の最後の言葉が思い出された。


『さぁ、もう一度問いましょう。あなたがいるこの世界は、夢ゆめですか、現げん実じつですか？』


　そこでナイトは今度こそ、アッと悲ひ鳴めいを上げた。なぜならば、見えてしまったからだ。


『見果てぬ虚偽の外典』の中身が。


『見果てぬ虚偽の外典』は、落ちた衝撃で、中の一ページが偶ぐう然ぜん開いていた。いや、それはきっと偶然ではなく、悪魔の導みちびく必然なのだろう。


　なぜならば、そのページにはこう書かれていたからだ。指に血をつけて書いたような、滲にじんだドス黒い文字がそのページの中で躍おどっている。





――これは現実ですよ――





「う、く、う、あぁぁぁあぁああぁぁぁああぁぁああぁぁぁあぁあぁあぁあああぁ[image: ]」


　もはやなにもかもがわからず、世界は理り不ふ尽じんで不ふ条じよう理りすぎて、その中ではちっぽけな自分などあまりに無力すぎて、どうしようもなくて、全てのやるせなさを込めて、ナイトは夏の青空に向かって咆ほう哮こうした……





「どうして、どうして、なんで、なんでこうなるのよ……」


　誰だれもいない女子トイレの中で一人、杏子は洗せん面めん所じよにうずくまるようにして嗚お咽えつを漏もらした。もう涙は流さないと数分前に決心したばかりなのに、目から滴しずくが際さい限げんなくこぼれてくる。


　それをごまかすように、蛇じや口ぐちをひねって勢いきおいよく水を出し、両手でそれを受け止めて勢いよく自分の顔に叩たたきつけた。何度も何度も、涙を水でごまかすように、繰くり返し顔を洗あらう。


　昨日は病院の面会時間を過すぎて追い出されても家に帰る気になれず、街を歩き回って、眠ねむる気にもならず徹てつ夜やした。おかげで身だしなみを整える気にもならず、今の自分はひどい顔だ。浮ういた化け粧しようも全部洗い流し、ようやくさっぱりした自分の顔を鏡に映うつしてみたら……


「……はっ、ヒドイ顔……」


　何も変わっていなかった。鏡の前に手をついて、うつむく杏子。


　駄だ目めだ、駄目だダメだだめだ。こんなところでいつまでも落ち込んでいたって何も始まらない、そんなことをしても何の意味もない、泣けば陣矢が元気になるならいくらだって泣いてやる。でも現実にそんなことはない、なら自分は、またいつものように、ナイトの前でふてぶてしく、ちょっとワガママで、陽気に笑っていなくてはならない、そうでなくては、そうでなくては、ならない、佐さ藤とう杏子とは、ナイトの親友で、陣矢の幼おさな馴な染じみである自分は、そういう少女なのだから。


「でも……ゴメン、今だけは、今だけは、もう少し泣いてもいいよね……」


　これで最後だ。誰もいないこのトイレの中でなら、少しくらい涙なみだをこぼしてもきっと許ゆるしてくれるはずだ――そう思って、杏子は再さい度どむせび泣いた。


「陣矢……ホント、バカよね、あんたって……」


　なんだかんだで、友人の中で一番付き合いが長いのがこの少年である。こうなってしまって今さらのように今までの思い出が蘇よみがえってきた。


　幼馴染で家も近所だった二人。子こ供どもの頃ころは、毎日のように一いつ緒しよに遊んでいたものだ。


　しかし小学校に上がってしばらくすると、だんだん疎そ遠えんとなっていった。男女で遊ぶのは恥はずかしいと分ふん別べつがつくようになってきたからだ。だが中学に入ると、また昔のように毎日行動を共にするようになった。それはナイトという仲なか立だちがあったから……


「……違ちがうわよね、それって、結局あんたが……」


　そこまで考えたとき、杏子はもう陣矢に謝あやまることも、感かん謝しやすることもできないのだと思いだし、声を殺して泣き続けた。


　――どれくらいそうしていただろう。沈しずんだ気持ちのまま、もう一度顔を洗い、歯を嚙かみ、口元を引き締しめ、眦まなじりをつりあげてみた。そのまま視し線せんを目の前の鏡に向けると――鏡の中には、キツイ顔をした不ぶ細さい工くがいた――これでいい。少なくとも、いつまでもピーピー泣いているよりはよっぽど自分らしい。


「うし……泣き虫モード終しゆう了りようっと」


　気分を切り替かえる。涙は自分に似に合あわない、全すべては過ぎた出来事、泣いても何も変わらない、ならば、前を向いて進んでいこう、よし、がんばれ杏子、あんたは強い女の子、前を向いて、胸むねを張はって進みなさい。


「さて……こうなった以上、いろいろシロクロつけないとね」


　気持ちを切り替えると、幾いく分ぶん頭の中がすっきりしてきた。この分なら、なんとか日にち常じよう生活に戻もどるくらいは支し障しようがないだろう。


　ならば、色んなことをはっきりさせないといけない。陣矢をどうするか……


「って、そんなことは決まってるか」


　自分は医者ではない。陣矢を治なおすことはできない。でも、お見み舞まいに来るくらいはできるはずだ。なに、陣矢が起きるまでの短い期間、毎日病院に通かよえばいいだけの話だ。難むずかしいことではない。いつもどおり学校に行って、くだらないことやバカなことをいっぱいして、帰りにここに来て、その日あったことを陣矢に報ほう告こくする――あいつがうらやむくらいの出来事を毎日話してやれば、きっと嫌いやでもすぐにあいつは起きるはずだ、よし、この件けんはこれでよし。


「あと、親になんて言おう……」


　昨日は結局帰らなかった、外がい泊はくは、実は初めての経けい験けんだ。きっと怒おこっている、携けい帯たいの着信を見るのが怖こわい。でもまぁ、帰って、ひたすら謝れば、きっと許ゆるしてくれる。陣矢の親とうちの親は仲がいいし、その辺あたりの事情もわかってくれれば、そこまで怒られはすまい。そう考えれば、この件もそんなに難しいことではなさそうだった。


「となると、最後に一番の問題よね」


　そう、目もつ下か、最大の問題が杏子の前には横たわっていた。その問題を無む視しすることはできない、こればっかりは、何としてでも彼女自身の手で何とかしなくてはならない。


「陣矢をあんなにした、犯人をどうするか」


　決まっている、佐藤杏子脳のう内ない裁さい判ばんにおいて、極きわめて速すみやかに判決が言い渡わたされました、裁判官、検けん察さつ、弁べん護ご人し、陪ばい審しん員いん、満まん場じよう一いつ致ちをもって有ゆう罪ざいを言い渡します、有罪、ギルティ、執しつ行こう猶ゆう予よなし、判決、死刑、削さく除じよ、デリート、消去、カット、地じ獄ごく行き、満場一致で可か決けつされました、


　バン、と、壁かべを叩たたく杏子。その衝しよう撃げきで、手の皮が擦すり剝むけて血がにじんできた。でも大して痛いたくはない。杏子は擦り傷きずに舌を伸ばし、血をペロリと舐なめとった。


　自分の血の味は、復ふく讐しゆうの味がした。


「赦ゆるさない……絶ぜつ対たいに、赦さない」


　犯はん人にんに裁さばきの手を、天てん罰ばつを、天てん誅ちゆうを下さねば――世界の全てが許したとしても、この杏子様が許しはしない。


「手がかりは……あたしの記き憶おくだけか」


　実は、昨日の事じ件けんの後の記憶がどうも曖あい昧まいなのだ。昨日警けい察さつに事件のことを聞かれた時も、曖昧な答えしか言えなかった。警察は、事件のショックで一時的に錯さく乱らんしているせいだろう、と言っていた。


　でも、この感覚は少し奇き妙みようだった。事件のことだけが、昨日の記憶からすっかり抜ぬけ落ちているのだ。そう、これはまるで、まるで――記憶が消しゴムでもかけたようにすっぽり抜け落ちているのだった。


　でも、一つだけ、先ほど一つだけかすかに思い出したことがあった。


　さっき、ナイトの顔を見たとき、唐とう突とつに思い出したのだ。ナイトの目を見たとき、あの右目――紫むらさき色いろに輝かがやく眼め、あれはカラーコンタクトだろうか？　いや、そんなことはどうでもいい。でも、あの眼には確かに見み覚おぼえがあった。


　おぼろげな記憶の中――かすかに覚えている犯人の特とく徴ちよう。自分と陣矢を襲おそった、謎なぞの人物――そいつも確かに持っていた、紫色の眼を。


　あの、人の命を何とも思っていない、虫けらでも見るかのように、自分以外の全てを見下すような冷たい、紫色の眼まな差ざし――忘わすれようったって忘れられない、あれは、あの目だ。


「どういうことよ？　ナイトが犯人……そんな、ウソ。ありえないわ、論ろん理り的に、ありえない」


　ナイトが自分たちを襲った？　いや、それはありえない。だが、あの眼は、だとしたら、あの眼はどう説明する？　そもそもナイトは、昨日までのナイトは間ま違ちがいなく黒眼だったはずだ。それがどうして急に、眼の色が変わっているのだ？


「これは……調べてみる必要があるわね」


　杏子は、ギリッと唇くちびるを強く嚙んだ。これは、慎しん重ちように動かねばならない、微び妙みような問題だ。内ない容ようが内容だけに、ナイトに尋たずねるにしても細さい心しんの注意を払はらわねば、話がこじれかねない。


　もしナイトがなにか事件に関して知っているのだとしても――向こうから話さないということは、杏子に隠かくしているということだ。何の意い図とがあって隠しているのかは知らないが、だとしたら正面から聞いても話そうとはしないだろう。これは、相当頭を使わねばならないようだ。


「どっちにしろ、カギはナイトか」


　面めん倒どうなことになりそうだった――自分たちを取り巻まく状じよう況きようは、否いや応おうなしに変わっているようである。







（完）







　あとがき







　ありがとうございます、ありがとうございます、この本が出せたのも全すべては今この文章を読んでくださっている読者の皆みな様さまのおかげです、本当にありがとうございます。


　さて、というわけで八や街ちまた歩あゆむでございます。お久しぶり、あるいは初めまして。


　何とかこの本、ぼくと彼女に降る夜、も無ぶ事じに二巻を出すことができました。振り返ってみると、一巻が出たのは約一年前……間開きすぎ！　と、自分で突っ込みたくなるほど読者の皆様をお待たせしてしまって、申し訳ありません。本当はもう少し早くお届けできるはずだったのですが、いろいろな事情が――はい、おもに八街の個人的な事情です（退たい職しよく、引っ越し、転てん職しよく等）。言い訳わけになってしまいますが、個人的なごたごたが続いて時間がかかってしまいました、本当に申し訳ないです、待っていてくれた読者の方、すいません。


　――誰もあんたのことなんか待ってないよ、と言われたらそこまでですが。


　――別にあんたなんか待ってないんだからね、たまたま本屋で見かけたから買っただけだからね――と、ツンデレっぽい反応をしてくれたら八街は狂きよう喜き乱らん舞ぶですが（笑）。





　さらに続けて謝しや罪ざいを。ファンレターをくれた皆様、ありがとうございました。そして八街は以前、ファンレターには必ず返事を書くと言ったのですが――すいません、返事が大おお幅はばに遅れてしまっています。


　主な理由は引っ越しのドタバタで荷に物もつの整せい理りが――すいません、返事を期待してくださった皆様、本当に申し訳ないです。かなりお待たせしてしまいましたが、現在手紙をくださった読者の方には全員返信しました、本当、すいませんでした。


　はい、そこで八街からのお知らせです。ファンレターは引き続き大募ぼ集しゆう中です（←あつかましい）。返事は必ず出すようにしていますが――もしかしたら、出すのが遅くなってしまうかもしれません。もちろんできるだけ早く出すようにはしていますが、実際遅れてしまった前ぜん科か持ちなので、確かく約やくはできません。


　それでもいいよ、という心の広い皆様、ファンレターは現在も絶ぜつ賛さん募集中ですので、なにとぞよろしくお願いします（土下座）





　と、初っ端ぱなから情けないことを書いてしまいましたが、せっかくのあとがき、いつまでも湿しめっぽいのもあれなのでここからは少しテンションをあげていこうかと思います。（←そんな軽く流していいの？）





　さて、前ぜん述じゆつの通り一年ぶりにこの本の続きを出したのですが、その前に一つ問題がありました。その問題をどう解かい決けつするかと悩んだ八街は、友人に相談しました。





八街「一つ相談があるんだけど」


友人〈なに？〉


「『ぼくと彼女に降る夜』ってさ、長いし言いにくいよね。なにか、カッコいい略称とかない？」


〈……まぁ、普通に考えたら『ぼく夜』とかじゃない？〉


「えぇ～、なんかそれって、他に似たようなのがもうありそうじゃない？」


〈わがままな作者め……ならどんなのがいいの？〉


「八街的には――『ぼる夜』ってのがいいかと考えたんだけど」


〈これまた強引な略りやく称しようを考えたね〉


「でも語ご呂ろはいいでしょ？」


〈語呂はいいけど……〉


「けど？」


〈『（お金を）ボ（ったく）る夜』に聞こえる〉


「お金をボられる夜――そこはかとないエロスを感じる！」


〈あんたの脳のうミソは腐くさってるのか！〉


「え？　だって、お金を取られちゃうんだよ、しかも夜だよ、なんて言うか、美人局つつもたせ的な……」


〈あんたは自分の作品の略称がそんな名前でいいのか！〉


「……『ボルヨル』、いいと思ったんだけどな……」


〈それともう一つ〉


「なに？」


〈その略称って、『モルボ○』を連れん想そうさせる〉


「息が臭くさい！」


〈モ○ボル菌きんが繁はん殖しよくしそうな勢いだね〉


「ってことは、『ボルヨル』がパワーアップすれば『ボルヨルグレイト』になるの？」


〈『ボルヨルワースト』だと思うよ〉


「さらにこの本が八巻まで出ると合体して『キングボルヨル』に！」


〈違うから、別のゲーム混ざってるから！〉


「そう言えば、昔スラ○ムＨを倒すことに情熱を燃やした時期があったんだよね」


〈地味なやりこみやってるなぁ〉


「……やっぱ『ボルヨル』はダメ？」


〈やめた方が無ぶ難なんだね〉


「ならどうすればいい？」


〈一巻読んだ時に私がつけた略称があるじゃない〉


「あったっけ？」


〈『ナイサク』でいいじゃん〉


「違う!!　ナイトサクセサーは一巻のタイトル！　シリーズタイトルは『ぼくと彼女に降る夜』なの！」


〈だってさ、それ、絶対タイトル逆だよ。一巻見たらそっちがメインタイトルだと思うよ〉


「そうかな～？」


〈ナイサクならおさまりもいい感じだし〉


「でも、シリーズタイトルは『ぼくと彼女に降る夜』なの！」


〈ならどうすればいいのさ？〉


「……ひらがなだけをつなげて、『ぼくとにる』ってのは？」


〈意味がわからん〉


「縮ちぢめて『ぼくにる』」


〈ますます意味がわからん〉


「逆に漢かん字じを集めて『彼女降夜』は？」


〈それ、なんて読むの？〉


「文句ばっかり言って、自分も考えろよ！」


〈……名めい詞しをすべて取っ払って『トニフル』ってのでどう？〉


「『トニフル』……意外といいかも？」


〈うん、思いつきで言った割に自分でもいい感じな気がする〉


「じゃ、決まったね」


〈うん〉


「この本の略称は、『ボルヨル』に決定しました！」


〈なにもわかってないじゃん！〉





　そんなおバカなやり取りがあって、結局この本の略称は――決まっていません。


　略称というのは、個々人が一番呼びやすいものでいいと思います。あなたが一番いいと思った名前、それがあなたにとっての略称なのです。ですから、八街はあえてここで略称を統一することなく、皆様の自由意思に任せることにしました（←早い話、読者に丸投げ）。


　と、いうわけで、略称を大募集！　一番意見の多かった名前を正式な略称に決定します！


　とか言って、この話がここで打ち切られたら笑い話にもなりませんが……（←想像したら実際そうなりそうな気がして身み震ぶるい）


　この話の続きが出せるかは、読者の皆様の応おう援えん次し第だいということになっております。ということで、続きが読みたい、という方は編集部へ続き出せハガキをバンバン送りましょう（←無責任に煽あおる）。





　せっかくなので、少しこの二巻の内容にも触れておきます。


　二巻でのメインは『偽ニセ』のミハイルとの対決――かというと、実はそれはあまり重要ではなく、一巻の時に説明しきれなかった各かく種しゆ設せつ定ていを紹介するのが目的でした。


　いや、基本設定はすでに一巻を書く前の段階で決まっていたのですが、一巻で全てを詰め込むこともできず、結果このような形に――そんなわけで二巻は一巻よりも少し説明臭くさくなっていますけど、後あと付づけ設定ではありません、最初から考えています――と言いつつ、つじつまが合わない部分はこっそり後から修正しているというのは内ない緒しよの話です。


　少し裏話を。


　実はこの話、設定上一番強いのは『先生マイステリン』なわけで、それを一巻で倒してしまった以上、主人公のナイト君が暫ざん定てい最強の座についているわけですが――それって物語的にどうなの？　と、後から考えて後こう悔かいしました。強いキャラが弱いキャラと勝負して勝ってもおもしろくもなんともないですよね。


『先生』って実は当初のラスボス的な感じで考えていた人なんですけど、プロットをいじっているうちになぜか一巻で倒しちゃうことになってしまって――後悔先立たずとはよく言ったものです。


　ではどうすればいいのか？　まぁ、答えは簡単です。


　世界最強の格かく闘とう家かも、子供に背後から拳けん銃じゆうで心しん臓ぞうを打たれたら死ぬ。


　この話を読んでくれればわかるとおり、ナイト君の暫定最強の座、というのは、一対一で正面からガチでぶつかった場合の話。命をかけた殺し合いでそんな行ぎよう儀ぎのいいことをしてくれる人なんていませんよね？


　そういうわけで、今後ナイト君が戦っていく敵は、強さで言えば『先生』を超こえる人は出ませんけれど、苦戦を免まぬがれない能力の持ち主ばかりです。


　そうです。魔ま宴えんに参加している他の八や祖その魔ま乖かい術じゆつ師しに関する設定も全員分すでに考えてはありますが――なにせ魔宴はバトルロイヤル。ナイト君と関係ない場所で他の参加者同士がぶつかり合って、いつの間にか数が減へっている場合もありえます。


　というわけで、次の三巻目でいきなり他の参加者を皆殺しにした『天才』ゾルグがナイトたちの前に現れてラストバトルへ突入――という展開もありうるわけですが、実際どうなるかは八街でもわかりません（笑）。


　今後の展開がどうなるか、それはすべて読者の皆様の手にかかっています。さぁ、今こそ友人知人にこの本を勧めてください（←あつかましい）。





　最後は少し悪ノリしてしまいましたが、もしこの話を少しでも気に入っていただけたならば、できるだけ末長いお付き合いをしていただけるよう、応援していただければ八街としてもこれほど幸いなことはありません。どうか、なにとぞよろしくお願いいたします（←土下座）。


　今回も美び麗れいなイラストを書いてくださった深み崎さき暮くれ人ひとさん、ありがとうございます。こんな八街を見捨てずにいてくれた富士見書房の皆様、本当にありがとうございます。八街がデビュー以来からの付き合いであったＨ氏、今までお世話になりました。そして新担当のＫ氏、今後ともよろしくお願いいたします。もちろん他の関係者各位にも謝意を述べたいと思います、本当にありがとうございました。





　最後に少し宣せん伝でんを。この本が刊行される二月末売りのドラゴンマガジンに、この『ぼくと彼女に降る夜』の読み切り短編が載っています。内容は、一巻と二巻の間の話ですが、一巻で消化できなかった伏ふく線せんの説明があります。読み切りなので、もちろんこの話が今後単行本に収録される予定はありません。さぁ、興きよう味みのある方は是ぜ非ひ本屋さんへ（←また無意味に煽あおる）。





　二巻は一年もお待たせしてしまったので、次巻はもう少し早く出すことができればいいな、とか考えております。それではみなさま、またお会いしましょう。今後とも『ボルヨル』をよろしくお願いいたします（←結局この略称が広がるのが一番面白いんじゃないかなぁ、と考えている八街なのでした）。




ぼくと彼かの女じよに降ふる夜よる


フェイクマスター～虚夢を語る者





八やち街また　歩あゆむ
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